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今回の高部遺跡の発掘は、「静香苑」建設にともなう進入路開設により、茅野、富

士見、原行政事務組合の委託を受けて茅野市教育委員会が実施したものである。

従来、茅野市においては八ヶ岳山麓にくらべて、西山と呼ばれる守屋山麓は、埋

蔵文化財発掘調査の手の届かなかった区域である。多くの古墳が分布 し、前宮をは

じめとして諏訪神社信仰関係の史跡も多く、諏訪の歴史上重要な位置を占めていな

がら、いくつかの古墳の記録を除いては考古学的な究明がなされていなかった。高

部遺跡一帯は特に古代史に関わる遺跡地として注目されていたが、今回はからず

も緊急発掘により解明の機会が与えられた。発掘の成果については各調査員が詳細

に記述されているところである。縄文時代早期からの遺物が出土し、中期の住居址、

古墳時代から平安時代の住居址の発見により、複合遺跡としての重要性が改めて確

認されて数々の貴重な資料を得ることができた。道路敷という限定された発掘のた

め、一帯には重要な遺構遺物の埋蔵が予測されて今後の発掘調査に期待されるとこ

ろが大きい。

発掘は 4月 21日 に開始され、種々の事情により当初の予定を大幅に延長して 7月

末にようや く終了した。幸い、行政事務組合や事業担当の茅野市清掃課のご理解に

より、遺漏のない調査を行うことができた。また、工事を担当された五味建設の五

味国雄氏には終始発掘の進捗にご協力をいただいた。ともに心からお薩申し上げる。

また、発掘から遺物整理、そして報告書の刊行までご尽力いただいた調査員をはじ

め関係された方々に深 く感謝申し上げる次第である。

昭和58年 3月

茅野市教育委員会

教育長 小  島 与四男
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1 本書は茅野富士見原行政事務組合静香苑への進入道路建設に伴う長野県茅野市

高部遺跡の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は高部遺跡調査委員会が茅野富士見原行政事務組合より委託を受けて

行ったものであり、調査委員会組織等の名簿は発掘調査関係者名簿として別掲し

てある。

口

3 発掘調査は昭和56年 4月 21日 から7

の作成は昭和56年 8月 から昭和57年 4

考古館において行った。

月28日 まで行い、出土品の整理及び報告書

月、昭和58年 4月 から6月 まで茅野市尖石

4 発掘現場における記録は主として鵜飼幸雄・守矢昌文 。関 嘉子・矢嶋恵美子
が行った。遺構写真は鵜飼が担当し、一部を樋口公男が撮影 した。また、巻首図

版使用の写真は小松大吉氏の撮影によるものである。遺物整理は宮坂篤夫・柳平

嘉彦・関・矢鳴が主として行い、遺構実測図の整理及び遺物の実測と図版の作成

は鵜飼・守矢が行った。

5 本書の作成は鵜飼と守矢が担当し、山田真子がこれを補助 し、全体を宮坂が統

括した。原稿の執筆は宮坂・鵜飼 。守矢・樋回の 4名 で分担し編集は鵜飼が行っ

た。本文中の用語 。表現方法は各分担者によって多少の相違がある点を了解され

たい。文責については各文末に明記した。

6 発掘から報告書作成にいたる過程で、井上喜久男・坂本美夫・笹沢 浩・柴垣

勇夫・小林正春・宮坂光昭の諸氏に御教示を賜つた。ここに記して深 く感謝の意

を表したい。

7 石器の岩質については岩崎祐章氏 (茅野市永明中学校長)に鑑定していただいた。

8 出土品 。諸記録は茅野市尖石考古館で保管している。

9 題袋は永田稲園先生の揮著である。
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第 I章 経緯調査

第 1節 調査にいたるまでの経過

茅野富士見原行政事務組合では茅野市宮川647番地のHこ 火葬場「静香苑Jを建設することとな

り、これに伴い新たに進入路が建設されることとなった。静香苑は高部扇状地の扇頂部付近に位

置しており、これへの進入路は扇状地末端部を通る主要地方道岡谷茅野線 (016号線)か ら扇状地内

を数回蛇行 して取 り付けるよう計画された。

ところで、この進入路の建設が計画された高部の扇状地は古 くから遺跡として知られている所

である。なかでも扇状地の中央部一帯は遺物の散布がみられ、古墳も数基現存しており、古代東

山道も通過している。また、かっての諏訪神社の神官の唇住地でもあり、諏訪神社にゆかりのあ

る史跡も存在する等、この地域は諏訪の歴史を解明して行 く上に非常に重要な地域の一つと目さ

れている。

このように、静香苑への進入路は諏訪の歴史を解明して行 く上で重要な地域を通過することと

なった。前記のとおり、扇状地中央部一帯は遺跡として知られており、遺跡台帳にもNo123・高郡

遺跡として記載された周知の遺跡である。このため、この部分を通過する分については発掘調査

の必要性がある点、主管課の清掃課へ解答した。

発掘事業については委託者として高部遺跡調査委員会を設置し、清掃課との協議の結果、発掘

面積 1,200 11nZ、 発掘費600万円にて茅野富士見原行政事務組合 と高部遺跡調査委員会との間に委託

契約を結び事業を開始 した。現場における作業は 4月 21日 より開始された。途中 5月 31日 までの

工期が諸事情により7月 31日 までに変更され 7月 28日 に終了した。 (樋口公男 )

第 2節 発掘調査の経過

進入路は扇状地内をS字状に数回蛇行する形に計画されている。この扇状地内で包蔵地として

の遺跡の広が りが想定されるのは、そのほぼ中央部から現在の高部区にかけての一帯である。進

入路はこの範囲内を北から南へ「く」の字状に屈折して貫いている。そのうち発掘予定域の I区・

H区の総延長は約190mである。また、調査の予定されているルー ト部分のうちの南北両端間の距

離は約200m、 その比高差は約27mほ どある。このように調査範囲はかなりの比高差をもって広範

囲にまたがっている。常時現場で指揮できる調査員が 1名の体制では、広い範囲にまたがるルー

ト内全体を統括的に扱って調査を進めることは不可能である。このため、旧道に接続する部分か

ら南 1員1と 北十員1の発掘予定域を I区・H区 とし、工事の進行に合わせて I区から調査を進めること
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とした。

ところで、後章でも記すとおり、発掘区の周辺には墳丘をもつ円墳が 3基現存している。これ

らの古墳は、概に煙減した古墳と共に一つの古墳群 として認識されており、諏訪盆地内でも高部

の扇状地には古墳が比較的夕く造営されたことが理解される。I区公図454番の南隅には「大石」

と呼ばれる古墳の天丼石大以上の大きな礫岩の集中する個所があり、これが記録にない古墳であ

ることが危惧 された。また、狭いルー ト幅内での上捨場確保の必要上からも、 I区の調査はまず

この大石 とその周辺の公図454番の調査から始めることとした。

大石の地形測量を4月 21日 に行い、発掘は翌日から開始 した。大石周辺の調査が終了したのは

5月 1日 である。発掘調査の結果大石は古墳とは認められず、この扇状地内の地表にいくつか突

出している巨大な礫岩 と同様の自然石群であることが判明した。この大石周辺の調査では、縄文

時代中期中葉の屋外埋甕の他、縄文時代の石器片や平安時代の土師器等が発見されたのみであり、

遺構等は検出されなかった。

大石 とその周辺の調査終了後は発掘区南端の公図476呑 に移 り、1列からグリッド掘 りを開始 し

た。しかし桑株の存在と厚い表上のために作業がなかなか進展 しない。このため小型のブル ドー

ザ~と バ ノ`クホ~を動入し、桑株と表土層を除去することとした。ルー ト幅が狭い上に
'F土

量が

多いため、ルー ト外へのつF上の許可を得、さらにルー ト内の公図480呑の東隅から487-イ 番にか

けてを上捨場 とした。したがってこの部分の12mほ どは未調査 となった。表土層除去後ジョレン

掻きを行い、確認された遺構を南から北へ向って順次精査を進めた。そして作業の進行に従って

遣 り方を設定 し、実測と掘 り下げを併行して進め、排上部までの調査を5月 30日 に終了した。

公図487-口 番・460番は桑株のない平坦な畑であり、表土も比較的薄い。その上発見された遺

構も土墳群が主体 となり、また連日の好天にも恵まれたため、この区域の作業は約一週間で完了

した。住居址の発見が少なかったためか遺物もそれほど多くはなかったが、第 7号住居址から出

上した白磁皿は特筆される。

公図457-1番には入ると表土も厚 く桑株 も残っている。 しかも小型ブル ドーザーで除去してき

た排上の山が残っているため、これをバックホーで再度除去することとした。やがて調査が進む

につれ、数基の住居址や濤 l■と共に、いくつかの土獲が密集 して現われ始めた。このため遺構の

重複関係の把握や土娠の性格を明らかにするための精査に努めた。殊に第 3号濤址は、当初いく

つかの上墳が連なりつつ重複したものとして調査したものが、後に濤 として明らかになったため、

再度調査をし直 した。また、第10号住居址の調査後には下部の旧住居址の存在が明らかになる等

の経緯 もあった。

ところで、密集 して発見された土獲の中には礫を多く包蔵するものがあり、中にはかなりまと

まって、しか も比較的しっか りした骨片を出土するものがあった。このため作業員の方々の希望

もあり、現場で供養を行って作業を進めた。

I区の調査が最後の段階に入った 6月 中旬には梅雨 となり、 7月 初旬まではほとんど作業が進



展しなかった。この頃は 4日振 りに雨が上が り晴天となる天候状態であり、再三襲う際雨を縫っ

て小雨の中実測を重ねる日々が続いた。このように天候 と人的条件に恵まれない中、 I区の調査

が終了したのは 7月 10日 であった。

H区は、 6月 20日 に下草刈りと試掘を行った後バ ノヽクホ~に よる表土除云を行い、 I区の調査

と併行 し、 7月 6日 から本格的調査に入った。

H区の地形には、公図436-1番北側と433呑東側を境に若子の変化がある。公図436-1番は一

段高い平坦な位置にあり、433番東側から430番 までは北へ向って緩 く傾斜する平坦面となってい

る。公図430番北側は台地状地形の縁辺部であり、北側へ向って強 く傾斜し、一段下の地形へ と続

いている。Ⅱ区はこの平坦部を南側から北側へ向って調査をし、ルー ト内の430呑北側と台地下を

土捨場とした。やがて調査が進むにつれ、この平坦部では遺構の密集 と重複が著しいことが判明

してきた。就中、縄文時代中期の住居址と平安時代の住居 l■の重複が激しい。このため、平安時

代の住居l■が縄文時代中期の住居址の覆土中に設けられていたものについては、プラン等の把握

に的確さを欠く状況も生じてしまった。殊に第10号住居址はプランの把握ができず、ほとんどセ

クション観察のみに終る結果となってしまった。

7月 11日 には関東中部につゆ明け宣言があり、中旬からは連 日30度 を越える猛暑の中での作業

となった。また午後になると、この地方では有数な守屋山からの雷雨が発生する。発掘現場は守

屋山直下に位置しているため、雷雨はいち早 く現場を襲う。このため年後になると空模様を気に

しての調査 となり、翌 日にはシー トからの水の汲み出しに時間を費やす日々が続いた。

公図436-1番 は発掘区内では一段高い平坦面に位置しており、表土は薄い。この部分も下段の

平坦部のあり方からみて遺構の密集が予想されたが、大型の第19号住居址 1基が検出されたのみ

であった。 7月 24日 には発見された遺構の調査もほぼ完了し、残るは第 8号住居 l■と第20号住唇

址の埋甕の取 り上げとその精査、それに実測の一部を残すのみとなった。第8号住居址の埋簑は、

覆土掘 り下げの段階で出入口部に 1体埋設されていることが明らかとなっていた。 しかし住居址

の規模があまりに大きいこと、それに炉址のあり方も通常でないことから、主軸線に沿ってサブ

トレンチを設定した。その結果床下に新たに 2体が発見されると共に、 3体のうち2体から定角

式の磨製石斧の出土を見るに及んでは、本址が増々通常の住唇址ではないとの感を深めた。 7月

27日 には第 8号住屠址の埋甕の写真撮影を行い、 7月 28日 には残っていた実測等すべての作業を

完了した。

発掘期間中は遺跡への来訪者も多く、殊に地元高部区の方々には熱心な来跡を受けた。 5月 31

日には高部公民館・PTA主 催による現地遺跡説明会が催され、 7月 26日 には茅野市郷土研究会

による現地説明会も開かれた。また、調査終了後にも宮川地区公民館主催による遺跡説明会も行

われ、地域の人々が遺跡と発掘調査に感心をもち、理解を深めてくれるなかで調査を終了しえた

ことは幸いであった。

-3-
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第H章 遺跡概観

第 1節 遺跡の地理的環境

八ヶ岳・蓼科・霧ヶ峯を水源 とする河川は合流して上川となり、霧ヶ峰山塊南西縁の永明寺山

裾 を西南から西北に迂回して諏訪湖に流入する。また、八ヶ岳山麓俎原や、入笠釜無山系の一部

の水 を集めた宮川がこれに平行 し、永明寺山と西山山系の間に沖積地を形成する。この沖積地は

諏訪盆地の南東部を占め茅野市における肥沃な水田地帯である。沖積地の西南側を画する西山山

系は、赤石山脈の北端に位置し、標高1,650.3mの守屋山を狭んで南の入笠釜無山系へ と続 く。

西山は伊那谷側では比較的緩やかな山麓を形成するが、諏訪側の山麓は急峻な地形となり、諏

訪盆地に向かって幾筋もの山脚が派出している。山脚の先端は、フォッサマグナの西縁 を画する

糸魚川―静岡構造線によって形成された釜無川断層崖 となり、西から南へほぼ一直線の斜面とな

って盆地へ尽きている。この山脚の先端部周辺には断層運動による平坦な丘陵状の地形や傾斜地

も残されており、また、山脚先端間には湖盆に向って広がる小規模の扇状地形が多数形成されて

いる。遺跡はほとんどがこれらの扇状地形に立地 している。

高部遺跡の占地する扇状地は守屋山直下に位置し、宮川に流入する下馬沢川により形成された

ものである。下馬沢川は守屋山側の宮川支流では大きな方で、扇状地の長軸規模も比較的大きい。

そして急流であるためにしばしば氾濫を繰 り返しているようである。したがって扇状地内は一様

の地形ではなく、部分的に小規模な台地形や丘状の地形が形成されており、ところどころには礫

岩の巨岩が露頭 している。北側の扇側部山裾にも小澳流があり宮川に流入している。

現在の高部区は扇状地末端が扇形に広がって湖盆沖積地 と接する扇端部に位置してお り、扇状

地は下馬沢川を挟んで東側が水田として、西側が畑として利用されている。遺跡は高部区の南側

上方、山脚先端部よりやや奥まった扇状地の中央部に位置するものと思われ、下馬沢川西側の高

台の畑一帯には遺物が広 く散布 している。標高は795～ 835mで ある。 (宮坂虎次 )

第 2節 遺跡の歴史的環境

高部は、諏訪大社上社本宮と前宮が鎮座する地形に連なった、両者の中間の扇状地に位置し、

上代から中世にかけての諏訪の歴史上枢要な地であった。このため、神長宮邸や擬祝邸の存在に

も窺われるように諏訪大社とゆか りの深い場所であり、それに関わる数多くの史跡が残っている。

神長宮邸は現在の高部区の南側、高部扇状地入口部の中央に位置している。神長守矢氏は上社

五官の主座で、諏訪明神の入諏以前からの土地神とされる洩矢神を遠祖 とするとされており、諏
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訪の原始信仰である御社宮司祭祀 と最も深い関係をもつとされている。 もとは扇状地の大半を占

める広大な邸を擁 していたが明治以降次第に縮少された。邸内にはこの御射宮司の総社である御

頭御社宮司社が戸Eら れている。そして同家には足利期頃からの多くの古文書が保存されている。

これらは信濃中世史上欠 くことのできない貴重な史料で、「紙本墨書守矢家文書」として長野県宝

に指定されている。

また、諏訪の原始信仰にかかわる遺跡地としての峰の湛と小袋石が存在する。峰のたたえは前

宮と高部を画する火燈山の中腹山頂にあり、諏訪七木の一つで湛の神事をした場所である。小袋

石は高部扇状地の扇頂部北側にそびえる山の北斜面に位置している。鳥帽子形を呈した巨岩で、

磯並社の境内にあり、別名を舟つなぎ石 とも言う。諏訪七石の一つであり、磐座信仰の遺跡と考

えられている。磯並社は前宮十二ヶ所の第二に位する末社で磯並神事が執 り行われ、境内地には

藤の森社・穂又社・玉尾社が所Eら れている。

この地、近世以降の大祝家の墓地である大祝御廟、神長家の墓地である神長廟
。はかんどう墓

地、権祝家の墓地が設けられている。また、高部は古代東山道の杖突峠直下に位置している。高

部 。神宮寺側から通 じる高遠道は、この杖突峠にかかわる古代東山道とも関係 しているものとみ

られ、高部が諏訪における古代交通上の主要地の一つであったことも窺える。高部の西側の丘陵

は武居城 (片山古城)で、元徳 2年に諏訪五郎時重の築いたものといわれ、上社本宮に近 く、その

守 りの山城といわれる。 (宮坂虎次 )

第 3節 遺跡の考古学的環境

高部扇状地には古墳が比較的多く造営されている。古墳は扇状地内一帯に広 く分布しており、

煙減した古墳も含めると6基が知られている。これらの古墳は守矢山麓古墳群 を構成するものと

して、また高部古墳群 として認識されている。

このうち現存するものは塚屋古墳・疱着神塚古墳・神長官裏古墳の 3基である。乞食塚古墳・

神袋塚古墳・風無塚古墳は既に破壊され、またはわずかに痕跡を止めるにすぎない状態にある。

古墳は本格的な調査のなされたものはなく、各々の出土遺物等が記録に残されているのみである。

しかし乞食塚古墳については破壊当時の報告があり、出土遺物や石室の状態を窺 うことができる。

それによると古墳は横穴式石室をもつ円墳で、出土遺物の中には和同開テふと神功開宝があり、注

目される。現在は石室の鏡石 1個が南側を向いた状態で現存する。神袋塚古墳は平面が長方形の

石室を有していたとされているが明らかでない。出土遺物には直刀・馬具
。金環・六角形管玉・

lTA・ 壺などがあったようである。風無塚古墳については明らかでない。疱倉神塚古墳は玄室の奥

深 藤森栄- 1974

深熙 桐原 健 1969
諧業深 宮崎 糸し 1936

『古墳の地域的研究』

「諏訪盆地に見られる終末期古墳の様相」

「信濃宮川村の一古墳」『考古学雑誌』

『長野県考古学会誌』 第 7号

第26巻第 1号
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処左右に副室をもつ T字形の横穴式石室からなる円墳である。天丼石は持ち去られているが、墳

丘・石室共に現存する。出土遺物は勾玉・管玉 。子持須恵器高lTh・ 土師器・須恵器不・六角形の

馬具轡・杏葉・直刀残片等で、現在は東京国立博物館に収蔵されている。塚屋古墳は横穴式石室を

もつ円墳で現存する。この古墳については未掘のようである。神長官裏古墳も横穴式石室をもつ

円墳であり、現在茅野市の指定文化財となっている。大正13年に再発掘されており、直刀破片・

小刀子残片等が出土 している。この他、前宮と高部を画する火燈山から北の高部側に派出した山

頂部に狐塚遺跡が所在する。古 くから狐塚 と称され、直刀・釧・鉾・土器等が出上したことから

古式の古墳が存在すると考えられていた。昭和56年秋に公園造成に伴う緊急発掘が行われ、 5世

紀末から6世紀代の周濤墓 1基 と平安時代の土娠 4基が発掘されている。この他、八稜鏡 1面が

扇頂部付近のうとう沢から寛政12年に発見されたとされている。この八稜鏡は「麟鳳瑞花八稜鏡」

として、現在は諏訪大社上社の御神宝となっている。

さて、高部扇状地内の高部遺跡については古墳 と共に周辺の畑地から遺物が採集されることで

古 くから知られていた。諏訪史第 1巻によると、高部からは古墳以外にも多くの遺物が発見され、

茅野・安国寺・小町屋 と共に盆地南方においての遺跡分布の中ッbを形成するとされ、「高部神長官

裏から疱着神古墳に雑卜かった丘陵腹には相当に広い範囲に亘って祝部上器片 夕量に散布 してい

る」 と記されている。その後、昭和42年に行われた分布調査では、遺物の採集される地点のあり

方から御廟遺跡と疱倉神塚遺跡と2遺跡に分けて報告されている。この他に分布調査ではみられ

なかった縄文時代中期前半の遺物等が採集された報告がある。採集された地′ミは今回発掘調査の

なされた I区周辺であり、保ヶ原発見の新遺跡としたが、これは分布調査時に報告された御廟遺

跡内であった。

今回の発掘調査区は昭和42年の御廟遺跡内に相当する。しかし鳥居青宮三氏の報告による「高部

神長官裏から疱倉神古墳にを卜かった丘陵腹」の「相当に広い範囲」を、あえて御廟遺跡と疱倉神

塚遺跡とに分けて理解する必要はないと考える。遺跡は地形的にも1つのまとまりをもっている。

また、本遺跡についての考古学的研究の晴矢となった鳥居氏の報告を尊重する意味からも、本遺

跡については今後高部遺跡として一括に理解するのが妥当であると思われる。  (鵜 飼幸雄 )

米 鳥居龍三 1924『諏訪史第 1巻』 信濃教育会諏訪部会
業課 長野県教育委員会 1968『中央道建設地域内、国鉄複線化等開発地域内埋蔵文化財緊急分布調
査報告書』 長野県教育委員会

業業業 鵜飼幸雄 1971「茅野市高部保ヶ原発見の新遺跡」『長野県考古学会誌』 第11号
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第III章 遺跡の地層

I区の基本層序の観察はA-6,7・ 8・ 9の各グリッド南壁面で行った (第 4図 )。

1層……表土層で現在の耕作土に当る。

2層 ……黒灰色土層で色調等は 1層に類似する。土層内には小さな礫・炭化物を含み、土師器

片等が混入する。

3層 ……礫を混入する黒褐色土層で、拳大の礫・砂利を含む。土層内への混入物のため粘性は

なくパサつく。

4層 ……ローム微粒を含む褐色土層である。粘性があり、 2。 3層に比べて小礫の混入はみら

れない。

5層 ……黄褐色土層である。内部にはブロック状のロームを含み、色調は黄味の強いものであ

る。層全体の感じより漸移層的である。

高部遺跡は下馬沢川により形成された広い扇状地に位置している。今回の調査はその地形の一

部を調査したに過ぎず、また地形等の成因により上層の堆積状態は不均衡な部分があり統一層序

を提えることは難しかった。その中に於いて特に層序の明確だった I区 のものを観察したが、基

本的には 1・ 2・ 5層が共通してみられ、 3・ 4層 は部分的に確認できた。尚、 3・ 4層は I区

に終いても部分的に観察されるのみであり、しかも層の性状のためかそれぞれの地点で若千の内

容差が認められる。

遺物の包含層は 2・ 3層で、土器片が検出された。 2層 は土師器片・縄文土器片が渾然とした

状態で出上している。 3層 内よりは若千縄文中期の上器片が出上している。しかし、適確に文化

層の把握をするのには至らなかった。また、下馬沢川の氾濫等についてであるが、砂粒や礫を含

む小規模な流れ現象は部分的に認め得たが、調査区に体いて遺跡全体を被うような氾濫等の痕跡

はみられなかった。 (守矢昌文 )

5'6。 7・ 8グ リッ

ー 11-

第 4図  I ttA― ド南壁層序(%)



第Ⅳ 退 構 と遺物
、由

第 1節 大石周辺

公図454の南側境に古墳の存在を思わせるような大きな礫岩が集中しており、これが記録にない

古墳であることが危惧された。地主はこれを「大石」 と呼んでいる。かつて、諏訪地方の古墳を

精力的に踏査された故・細川隼人氏も、この大石を古墳踏査時にボーリング・ステッキで探査さ

れたとのことも聞き及んだ。このため、想定される石室に対 して「十」字形にトレンチを設定し

て調査 を進めたが、大石は古墳とは認められなかった。また、セクション観察 (第 6図 )に よって

も周辺の上層は自然堆積を示しており、出土遺物も縄文土器や土師器片が散発的に発見される程

度であ り、その他の遺構としても認め難いものであった。

一方、大石周辺から西側にかけては、地山面のほぼ全面に不規則な形に大小の礫が認められた。

殊に大石の西側部分では南北方向に一部帯状に認められた箇所もある。このため何等かの集石遺

構を想定して調査を進めた。し力、し礫は地山中から突出して
いるものが分く、掘り方も検出され

ず、また遺物もほとんど伴わないことから、これらの集石様礫群は遺構とは見故しえなかった。

後の調査の進行により、礫群はその西端部が第14号住居址付近にあることが判明したため、礫群

は南北方向に流れた状態でこの一帯の地山面を被うものと予想される。

遺物は大石北側で発見された屋外埋甕の他、周辺の第 2層 中から縄文時代中期と後期の上器片

や黒曜石片 。打石斧片と共に、平安時代の土師器等が若千出上した。 (鵜飼幸雄 )

1、 表土層

2、 黒色土

3、 漆黒色土 (炭化物を合み第 2層よりも硬質 )
4、 黄褐色土 (礫混入)

レンチ・ Bト レンチセ

ー 12-
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Aト レンチ東壁

Bト レンチ南壁

第 6図 大石・ Aト クション●益)



第 2節 縄文時代の遺構 と遺物

竪穴住居址

第 1号住居址 (第 6。 7図 、図版第3-2・ 26-1)

検出状況 本址は I tt C-3、 B-3を 中ッSに黒色上の落ち込みが検出されその存在が明らかと

なったものである。

覆土はロームの小粒子・炭化物を含有する黒褐色土 (第 1層 )で壁際には第 1層に比ベローム小

粒子の含有の割合が多い褐色土 (第 2層 )が堆積する。

遺構の構造 本址は東西方向に長軸350X短軸286cmの 楕円形を呈し、長軸方向はS86° Eを向く。

壁は南壁側は地山に掘 り込まれており,4cmと 高く、北壁側は地形が北側に傾斜する関係より8

cmと低 く、南壁側に比べ判然としなかった。

周濤は住居址の北壁側に約/周する形で検出された。幅は 8 cmと 狭く、深さも8 omと 貧弱な断

面がU字形を呈するものであった。

1、 黒褐色土 (ローム小粒子、炭化物を含む)

2、 褐色土 (ロ ーム小粒子を含む)

3、 黄褐色土

o                   2m
l         l         l

第6図 第1号住居址(%)
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床面は割合硬いもので住居址北西側が窪みをもち、そこに若千傾斜する形で構築されている。

床面には大きさ22～44cm位の扁平な礫がP5と P7の間、南東壁下に遺存 しており、付近より打製

石斧等が出土した。このことよりこの礫は作業台が想定でき得る。

柱穴はPl・ P4・ P5'P7が主柱穴と思われ、深さも22～ 32cmと 他のピットに比較 して深いもので、

ほぼ垂直に掘 り込まれている。この主柱穴に、若千浅いP3・ P6が補助的な役害Jで加わり、柱構造

は基本的には 6本柱であったと思われる。柱の建て替えはP7に 認められる。

炉址は埋甕炉で、長軸上より若千ずれた住居址ほぼ中央部に設けられている。掘 り方は48×46

cmの不整楕円形で深さ24cmを 測る。掘 り方ほぼ中央部に、胴部下半を欠損する土器を埋設してい

る。内部には焼土等の堆積は見られずローム粒を混入する黒褐色上が堆積 していた。石囲い等の

施設は見られなかったが掘 り方東恨1に長さ50cmの柱状 をなす礫が置かれていた。

遺物の出土状態 遺物の出土量は非常に少なく覆土内より若千と、床面より底部が 1個休分、埋

甕炉に使用されていた土器が出土しただけである。この土器の他に作業台と思われる礫の付近よ

り打製石斧が出上している。

出土遺物 (第 7図 )

1:埋甕炉 として埋設されていた土器で、胴部下半 。口縁

部の一部を欠損する。器形は口縁部が外反し、胴部がわずか

に内反する深鉢形を呈する。胴部は低い隆帯が垂下し4区面

する。区画内はfl状の沈線により胴下半まで垂下する区画構

成をもつ。地文はLRの縄文を施文する。

2:胴部下半で、底部・口縁部等は欠損する。器形は胴部

が若千脹みをもち、底部で張る。文様は半我竹管状工具によ

り矢羽根状沈線を施文する。文様構成は区画文状の構成をと 第 7図  第 1号住居址出土土器(%)

る。

第 13号住居址 (第 8,9図、図版第10-1)

検出状況 本址は I ttA-44グ リットより縄文中期初頭の土器片が集中して検出され、その存在
が明らかになった住居址である①住居址北側を第14号住居址によって切られており、検出された

部分は全体の約%程度に過ぎない。また第14号住居址の貼り床下より埋甕炉が確認されている。

遺構の構造 本址は全体の約%が検出されたに過ぎず、そのプラン、規模については不明である。
南側コーナー部より推定すると不整円形プランを呈するものと思われる。住居址の規模は検出さ

れた埋甕炉を住居上の中央とすると、直径 4m程度の住居址が想定される。

壁はローム面に掘り込まれており北壁側で 8 cmほ どの高さを測る。立ち上がりは緩やかな傾斜

をもち、南西側は不明確で判然としなかった。

周濤は住居址をほぼ全周する形で検出された。幅が34cmと 広い割 りには深さは 7 cmと 浅く、断

面が緩やかなU字形を呈する。

-14-
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1、 黒禍色土 (炭化物を含む)

2、 禍色土 (炭化物・ローム粒を含む)

3、 黒褐色土 (ローム微粒子を含む )

4、 褐色土 (ロ ーム粒・炭・焼上 。灰混入)

5、 灰褐色土 (粘性強く灰多量に含む)

6、 黄褐色土

第8図  第13・ 14号住居址(%)

床は全体的に堅緻で特に壁際が顕著で、住居址中央部に傾斜する皿状をなす。

柱穴は 2箇所検出され深さ20～ 24cmの ものである。両者共ほぼ垂直に掘 り込まれており、建て

替えしについては確認できなかった。柱穴はほぼ相対する位置にあることなどを考えると、炉址

を囲むように構築された4本柱の相対する柱のものかと思われる。

炉址は第 1号住居址と同様な埋甕炉で、住居址のほぼ中央部に設けられている。炉址の掘 り方

は長軸42cm、 短軸30cmの 楕円形を呈し、深さ36cmと 深ぃ。深鉢の胴部を埋設土器とし、内部には

炭化物を混入する黒褐色上が、掘 り方内には炭化物、ローム粒子混入の褐色上が堆積 しており、

焼上の堆積は見られなかった。

遺物の出土状態 遺物は第14号住居址壁際を中心に、床面より12cmほ ど上部に礫 と一緒に廃棄さ

れるような形で、まとまって出土した。 土器は深鉢が中ッふで横倒れの状態で検出された。

出土遺物 (第 9図 )

1:器形は口縁が内鸞し、胴部には脹みはみられず底部が若千張 り出す深鉢である。胴部には

-15-
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第 9図 第13号住居址出土土器(%)

低い隆帯が垂下 し、口縁部が▼状 と三角状の区画構成をもつ。胴部は隆帯により三角形状の区画

をもち、内部に玉抱三叉文が施文される。胴部の地文はRLの結節縄文を用いる。

2・ 3:両者共底部が張 り出す器形であり、底内部は厚 く断面がカマボヨ状を呈す。文様は胴

部より垂下する低い隆帯による区画で区画内はRLの縄文 とRLの結節縄文(0を 施文し、 2は沈

線を垂下させている。

4:埋甕炉に用いられていた土器で胴部のみを残すものである。器形は残存部が少なく推定で

きなかったが、 1な どと同様な器形を呈するものと思われる。文様は連続刺突による懸垂文をも

つもので地文にLRの縄文を施文する。

5:器形は口縁部が外反し胴部に脹みをもたないもので、口縁部は折 り返しによるためか厚 く

なっている。器高が低 く小型のものである。

第 18号佳 居址 (H区第2号住居址)(第 10図 、図版第11-2)

検出状況 本址はH tt C-15グ リッドを中心に住居址の床面が検出され、その存在が明らかとな

った住居址である。住居址西側を第17号住居址によって切 られ、東側は床・壁共に水流により削

り取られており、プラン確認は南壁、各コーナーより検出された柱穴により推定し得た。

遺構の構造 本址は全体の%ほ どが残存していたに過ぎず、プラン、規模等については南壁、各

コーナーの柱穴より推定すると横長の隅九方形を呈するものと思われる。住居址の規模について

は推定の域を脱しないが、長軸530× 短軸520cm位の規模になるものかと思われる。

壁は地山礫層内に掘 り込まれているため不明確であるが、南壁側では14cmを 測る。掘 り方は南

壁側では,よぼ直に近く、南東壁側では緩やかな傾斜をもつ。
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周濤は南壁側の一部、東壁側の一部に検出された。幅16cm、 深さ 8 cmで割合幅の狭いものであ

る。

残存する床面は地山面を直接床 としており部分的に地山礫が床面に突出している。床面は若千

北東側に傾斜した形で構築されている。

柱穴は東側南北の各ヨーナー部に隅柱 と思われるピットが、また東壁ほぼ中央部にも検出され、

5本柱又は 6本柱かと考えられる。主柱の深さは30～40cmほ どでほぼ垂直に掘 り込まれている。

尚、柱穴は数回に渡 り建て替えが行われているようである。柱の建て替えしは同位置に終いて行

い、その後前位置とは異なる外側に拡張を行っている。柱穴内より唐草文系の曽利 Hの土器片が

約 1個休分出土しており、旧柱穴内に土器を投げ込んだものとして捉えられようかと

炉址は住居址の中央より若千南西寄 りに設けられている。石囲い炉址であったと思われるが石

囲いは残存していず、90× 90cmの不整方形の掘 り方が検出されたのみである。炉址内部には石囲

いに用いられたと思われる扁平な礫が遺存していたが、焼土等の堆積は見られなかった。

遺物の出土状態 遺物は後世に覆土内が攪乱されているために出土量は少なかった。

第 20号住居址 (H区第4号住居址)(第 11図 、図版第12-2)

検出状況 本址は第19号住居址の精査中に検出された住居址で、東イ員1を第19号住居址、北側を第
24号住居址によって切 られており、プラン確認は南・西壁により推定し得た。

遺構の構造 本址は第19号 、第24号住居址によって切られているために住居址プランは推定の域

を脱 しないが、南 。西壁より考えると円形プランを呈するものと思われる。住居址の規模は不明

であるが、検出された炉址を住居址のほぼ中央部 と考えると直径約 480 cmの 住居址が推定でき得

る。

壁の立ち上がりは不明確で南西側に於いては 8 cmほ どと低い。

周濤は貧弱で南東壁下に若千見られるだけであり不明確なものであった。

床は部分的に堅緻な部分が見られるだけで全体的には軟弱で北東イ員1に傾斜する形で構築されて

いる。

柱穴は隅柱と思われる柱穴がPl・ P2・ P6の 3箇所検出されただけである。深さは45～ 60cmほ ど

で、ほぼ垂直に掘 り込まれている。Plは建て替えしの痕跡が見られる。検出された柱穴より考え

ると本址は 4本柱の構造をもつ住居址ではないかと思われる。

炉址は石囲い炉址であり、住居址のほぼ中央部に設けられている。掘 り方は長軸90Cm、 短軸54

Cmの不整楕円形を呈 しており、石囲いに用いられた礫が掘 り方西南部に 3個遺存していたЬ礫は

割合扁平なもので加熱による変化等は見られなかった。炉址内に焼土等の堆積は見られなかった。

遺物の出土状態 本址の時期を決定付けるような遺物の出土はみられなかった。

第 21号住居址 (II区 5号住居址)(第 12・ 13図、図版第13-1)

検出状況 本址は第19号住居址の精査に伴ない検出された住居址で、住唇址の東側が用地外に当
たるため調査されたのは全体の%ほ どに過ぎない。住居址覆土中に第19号住居址の貼 り床が検出

―-19-―
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され、また本址も第22号住居址覆土上に貼 り床をしており数多くの重複関係をもっている。

覆土は炭化物及びローム粒、礫を含む茶褐色土 (第 3層 )の単一層で、貼 り床も覆土と同様な色

調を示すもので、第19号住居址の覆土上に硬 く貼られていた。

遺構の構造 本址は約%が用地外に当たるため全体プランを把握できなかったが、南壁 。東南恨」

コーナー等より考えると隅丸方形に近いプランを呈するものと思われる。住居址の規模は不明で

あるが、南壁 。東南側コーナー等の様子より、長軸力望80cmほ どの規模になると考えられる。

壁は南壁側は地山礫層内に掘 り込んでおり明確であったが、北壁側は黒色土内 (第 2層 内)に掘

り込んでいるため判然としなかった。掘 り方は南壁恨」ではしっかりしており高さ12cmほ どを測る。

立ち上が りはほぼ直である。

周濤は南壁下に見られ、幅28cm、 深さ26cmと しっか りしたものである。断面は□状形をなす。

確認された周濤は南壁下のみであったが未調査の部分に連なる可能性は十分にある。

床は地山面を直接床 としており部分的に地山礫が突出している。全体的に水平に構築されてお

り堅緻である。

柱穴は主柱穴と思われるP5° P6° P7・ P8が検出された。深さは60cm前 後と比較的深 く、ほぼ垂

直に掘 り込まれている。柱は拡張による外側への建て替えしが見られる。柱構造は検出された柱

穴より6本柱の構造をもつものと考えられる。

第 12図  第21号住居址出土土器(%)
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炉址は石囲い炉址で住居址のほぼ中央部に位置する。掘 り方のプランは検出できなかったが、

炉址の掘 り方の一部が第22号住居址の床面に残存しており、深さ50cmほ どのしっかりした掘 り方

の構造があったものと考えられる。石囲いに用いられている石は長さ90cm、 幅30cmの柱状をなす

もので加熱のために亀裂が生じている。石囲いの状態は崩れた状態であったが、掘 り方の四辺に

四角に囲む様に据えられていたものかと考えられる。炉址内の焼土の堆積は 6 Cmほ どであった。

遺物の出上状態 遺物は覆上である第4層内より若千の土器片が出上しているに過ぎない。

出土遺物 (第 12図 )

器形は口縁部が直線的に外反し、最大径が回縁にある。胴部は脹みが弱 く底部に直線的に降 り

る。頸部はX宇状把手をもつ。文様は渦巻文 を構成するものである。渦巻文を構成する隆帯は低

く、脇は割合幅広のナデが加えられている。地文は櫛状工具による条線で、隆帯ナデ後施文され

ているようである。

第 22号住居址 (H区 6号住居址)(第 13図、図版第13-2・ 26-2)

検出状況 本址は第21号住居址の精査に伴ないその貼 り床下より床面が検出されその存在が明ら

かとなった住居址である。西 1買Jを 第24号住唇址により切 られ、東壁部分を用地外に位置するが南・

北壁より住居址プランの大略は把握し得た。

覆土は炭化物を含む明褐色土 (第 5層 )の単一層で上面に第21号住居址の貼 り床が見られる。

遺構の構造 住居址は南壁 。北壁が直線的な在 り方をしており、東壁側は張 り出すように丸 くな

る不整形な隅丸方形を呈す。住居址の規模は480× 540cmで あり東西方向に長いものである。

壁は南壁側は地山に掘 り込んでおり高さ24cmと しっか りしているが、北壁側は茶褐色土層より

壁が掘 り込まれているため判然としなかった。立ち上が りは直で堅緻である。

周濤は住居址南側・北側に検出され、入田部を除 く壁下に巡るものかと思われる。掘 り方は断

面が□状形を呈するもので南壁側で 8 cm、 北壁側で20cmの深さを測る。

床はローム層を直接床 としており、全体的に堅緻でほぼ水平に構築されている。

柱穴はPl・ P2・ P3・ P4が検出され、この他に第24号住居址に切られた部分に 2箇所の柱穴があ

ったと仮定すると6本柱の構造を持つ住居址が想定されよう。深さ20～54cmと ばらつきがあるが、

住居址北側にある柱穴が南側のものに比べ浅い。掘 り方は垂直に掘 り込まれている。

炉址は石囲い炉で、住居址の中央部より奥まった位置に設けられている。掘 り方は120× 160cm

の大きな楕円形を呈するもので深さ50cmで ある。石囲いは掘 り方に沿う形で東端を除き扁平な板

状の礫を掘 り方壁側に貼 り付けたような具合に置いている。炉址内には焼土ブロック、焼土混り

の暗黄褐色土が堆積 していたが、焼土のほとんどは掻き出された様相を示 していた。

炉址西側に石垣の一部かと思われる石棒を伴なう遺構が検出されたが、その大半は第24号住居

址構築の際に壊されている。石壇の一部と思われる敷石は、炉址西側肩部より始まっている。用

いられている石は炉石 と同様な扁平礫である。石棒は第24号住居址構築の際にズリ落ちた様相を

呈している。埋甕の有無についてサブ トレンチを住居址入田部 と思われる部分に設定したが検出
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することはできななかった。

遺物の出土状態 本址の覆土内より若千の上器片が出土しているだけである。

第 24号住居 l■ (H区 8号住居址)(第 14・ 15'16図 、図版第14-2・ 26-3)

検出状況 本址は第23・ 26号住居址の貼床下より検出されたものである。住号址の東側が用地外

にあり、調査 したのは全体の約%に 当たる。住居址のプランは南東イ員〕壁、北東イ員1柱穴により大略

を把握 し得た。

遺構の構造 本址は全体の約%が用地外にあり、北東壁 1員Jは壁の掘 り込みがローム層内まで至っ

ておらず、住居址のプランの把握は南東側壁、北東イ員J柱穴により行った。住居址のプランは東西

方向に長い楕円形を呈するものと思われる。規模は長軸が約880cm、 短軸が720cmと 大型のもので、

長軸方向は N58°Wを 向く。

壁は南壁側は地山礫層に掘 り込んでおりしっか りしている。高さは40～ 60cmと 高い。東壁側は

褐色土中にあったと思われるが、地形が北側に傾斜する′ミ、住居址周辺が後世において激しく攪

乱されている点などにより確認はできなかった。

周濤は南壁下に検出された。東壁イ貝Jには検出されなかったが、全体の様子より考えるとほぼ住

居址を全周していたのではないかと思われる。幅は25cm、 深さ 8 cmで幅の広い害1に深さが浅いも

のである。掘 り方は割合不規則で、底に若千の凹凸が見られる。断面はなるいU字形を呈する。

床はローム層を直接床 としており堅緻で、ほぼ水平に構築されている。床下には 4基の上墳が

検出されたが、直接的に住居址に関わるものでなく、住居 l■が構築された以前のものと思われ、

土墳上面はロームにより貼 り床がなされている。

柱穴はR～ P7が検出された。本址は北側に拡張されており、拡張以前の住居址柱穴はP4～ P7で

拡張後のものと比べ、その大きさ、深さ等は小規模なものである。尚、これらの柱穴は 2～ 3回

程度の建て替えが行われている。柱穴位置等より推定すると、旧住居址は新のものに比べ規模も

小さい。拡張後の主柱穴と思われるものはPl～ P3、 P6・ P7で、これより考えると7本柱 と云 う不

規則な柱構成になる。柱穴は98× 82cm～ 69× 63cmと 大きなもので、深さも70～ 60cmと 深いもので

ある。住居址の規模等を考慮した場合、この位しっか りした柱構造を持たなければ上屋構造が維

持できなかったと考えられる。

炉址は石囲い炉址で住居址の中央部より西イ員1寄 りの奥まった位置に構築されている。旧住居に

伴なう炉址は検出されなかったことから、拡張に際して炉址の移動は行われず、旧住居の炉を新

住居の炉として用いていたことが考えられる。掘 り方は154× 134cmの方形で、四辺に板状若 しく

は柱状に近い礫 を用いている。礫は加熱を受けており亀裂等が見られる。また、石囲いの裏詰め

に利用されている礫は石棒であり、完形のものを 3分割 し、その 2点 を用いている。炉址内には

ローム粒、焼土粒、炭化物を含む黒褐色上、暗黄褐色上が堆積 し、焼上の堆積はわずかで、掻き

出されたような様相を示していた。

埋甕は住居址南東側の入口部と思われる位置に 3箇所、ほぼ長軸線上に並んで検出された。位
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置等より考えると、No 2・ 3は 旧住居址に伴なうものと思われ、No lは 拡張後の住唇に伴なうも

の と考えられる。埋甕No 2、 No 3の 上面には貼 り床がなされており、埋甕の新旧関係はその切 り

合い関係より把握できる。No 3が No 2の貼 り床を切 り、掘 り込みを作っていることにより、No 3

が No 2よ りも新 しい時期に埋設されたことが看取できた。No lと の関係については、切 り合い関

係では新旧関係は把握できなかったが、埋設されていた土器よりみると、No lが最も新 しい時期

に属するものである。以上のことをまとめてみると埋甕はNo 2、 3、 1の順序で埋設されたこと

になる。No lは 胴部下半を欠損するもので、正位の状態で口縁部を若千床面より出す感 じで水平

に設置している。掘 り方と土器の間は、粘性のある責褐色土 (第 3層 )で埋めている。埋甕内には

炭化物を若干含む暗黄褐色土が入っており、底近 くより磨製石斧が出上した。No 2は 口縁部を欠

損するもので上部に貼 り床がなされている。埋甕内には炭化物を含む暗黒褐色上が入っていた。No

3は 口縁部を欠損するもので、正位の形で埋設され、掘 り方と土器の間はロームブロックの混る

褐色土を埋めている。埋簑内にはロームブロックが混る褐色土が観察でき、堆積状態等より人為

的に埋めたものと思われるものである。また、底部近 くより磨製石斧が水平の状態で出土した。

遺物の出上状態 遺物は埋甕の他に若千の土器片が覆土内より出上している。また、炉址の裏詰
め石に用いられていた石棒の接合関係についてであるが、裏詰めに用いられていたものは接合関

係があるが、置かれた状態に捺いて接合するものでなく、一方が反転 した状態で置かれており、

置いた後に折れたものでないことを示している。この 2点に、P6の西側床上61cmょ り出上したも

のが接合した。これより考えると炉址構築時′くに於いては一本の石棒は 3分割されていたことに

な り、その内 1点は住居址廃絶時に屋外にあったと考えることができようか。以上のような状況

よりこの石棒は住居址

構築の祭祀に関わった

ものとして捉えること

もできよう。また、本

址は他の住居址よりも

規模的に大きいことな

どより他の住居址とは

性格の異なる住居址と

して捉えられようか。

出土遺物 (第 16図 )

第15図  第24号住居址埋甕セクション(%)

1:住居址入口部と思われる位置に埋設されていた埋甕Nolである。胴部下半は欠損 しており、
欠損部には調整が加えられている。器形は口縁部が直線的に大きく開くもので、胴部は上半に若

千の脹みをもつ甕形を呈する。頸部にはX宇状の把手が付けられている。文様は左巻番の隆帯の

渦巻文を4単位に構成している。地文は条線状のものを空自部に地文している。

2:1と 同様に埋甕No 3に 用いられていた土器である。器形は口縁が内彎し、頸部が くびれる

1、 暗黄褐色土 (炭化物を含む) 2、 明黄  子・炭化物を含む) 7、 褐色± 8、 暗黒
掲色± 3、 責掲色土 (埋め土) 4、 黒褐  褐色土 (炭化物を含む) 9、 ロームブロッ
色± 5、 ローム 6、 黒色土 (ロ ーム粒  ク混入掲色土 (人為的)10、 小礫のみの礫層
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第16図  第24号住居址出土土器(%)

ものかと思われる。胴部上半は脹みをもち底部の小さいものである。口縁部は欠損しており、欠

損部には調整が加えられている。文様は頸部を隆帯で区切 り文様帯を設け、右傾する沈線を施文

する。胴部は隆帯により蛇行懸垂文を付けている。地文は条線状の沈線である。

3:1・ 2同様埋甕No21こ 用いられていたものである。口縁・胴部上半部を欠損する。尚、欠損

部は調整が加えられてしヽる。器形は、胴部に脹みをもち底部で小さくなる深鉢形である。文様は

地文にRLの縄文を施文するもので、垂下する磨消部をもつ。

4:胴部に脹みはみられず、U状を呈するものである。口縁部は欠損するが内鸞するものかと

思われる。文様は地文にLRの縄文を施文するもので、沈線によりΠ状の区画をつ くり、蛇行す

る沈線を垂下させる。区画間は磨消しが行われている。
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第 32号住居址 (II区 16号住居址)(第 17・ 18図、図版第17-2・ 25-4)

検出状況 本址はH tt B-26グ リッドを中心に黒色土の落ち込みが検出されその存在が明らかと

なったものである。住居址の%ほ どは用地外に当たり、北壁側は土娠によって切られているため

にプランの大略は南壁等により把握 した。

遺構の構造 本址はその%ほ どが用地外にあるためその規模は把握できなかったが、検出された
炉址を住居址のほぼ中央部と仮定すると直径540cm位の規模が想定できる。住居址のプランは南。

西壁等により考えると不整楕円形に近い形を呈するものかと思われる。

壁は南・西壁共にローム層内に掘 り込まれている。壁の掘 り方は22cmと 深 く緩やかな傾斜をも

って立ち上がる。北壁側は地形の関係上褐色土中に掘り込まれていたと思われるが検出できなか

った。

提

｀

咀

―

_(

1、 暗褐色土 (焼土微粒子を含む)

2、 褐色土 (ロ ーム粒子)

そ

Ц∫
D ttF G―

― B K―

第17図 第32号住居址 (%)
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床はローム層を直接床としており、皿状をなす形で構築されている。全体的に床は堅緻でなく

軟弱な部分がみられた。

柱穴はPl～ P4が検出されたが、その酉己列は不規則である。深さは28～44cmと 深 く、ほぼ垂直に

掘り込まれている。配列が不規則な点などを考えると上屋構造がどのようなものになるか問題で

ある。

炉址は埋甕炉で住居址のほぼ中央部に設けられている。埋甕炉は新旧があり、旧の炉を壊し新

の炉が設けられている。掘 り方は50× 55cmほ どの不整方形を呈するもので、そのほぼ中央部に土

器を埋設する32× 22cm、 深さ30cmの 楕円形を呈する掘 り方を設ける。掘り方はロームブロックを

含む褐色上で、ある程度埋め、土器胴部を埋設している。旧埋甕炉は西側を新埋甕炉により壊さ

れているが、東側は殆ど原型を残し、内部に焼土及び炭化物を含む褐色上が堆積していた。尚、

炉址周辺に大小の礫が集中していたが、直接的に炉址に関わるものでなく、住居址廃絶の際に炉

址を中心とした範囲に捨てられたものだと考えられよう。

遣物の出土状態 遺物は埋甕炉に用いられた土器の他には覆土内より若千の土器片が出土したに

過ぎない。

第 18図  第32号住居址出土土器 (%)
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出土遺物 (第 18図 )

1:口縁部が外彎する形で折れるもので、胴部に脹みはみられず直線的に底部に至る。無文の

もので胴部に縦方向のナデ痕がみられる。

2:底部から口縁部にかけて直線状に開くものでコップ状を呈する。文様は口縁部に楕円形の

連続刺突文による横帯文をもつものである。

3:胴部のみのもので、器形はほぼ胴部中央部に脹みをもつものである。文様は低い隆帯によ

り格円形の横帯区画文を構成するもので、内部に連続刺突文を施す。

4:埋簑炉として埋設されていたもので底部・口縁部を欠損する。器形は口縁部が直線的に開

く器高の低いバケツ状の深鉢であったと思われる。施文は隆帯による横帯区画をもつもので、区

画内は格子目状の沈線が施文される。

5:胴部上半を欠損するもので、胴部中央で若千外彎し開 く深鉢形を呈する。文様は不規則な

隆帯が垂下するもので、器面には指圧痕が残る。

6:器形は胴部が直線的に開 く深鉢形を呈し、口縁部・底部を欠損する。文様は胴部に隆帯が

垂下する。隆帯上は押圧が施される。

7:浅鉢で底部を欠損する。口縁部には 2箇所突起をもつ、文様は口縁部に連続刺突文を3条

め ぐらせ、頸部に押圧隆帯をもつ。胴部にはヘラ状工具による縦位の沈線が山形状に連続し施文

さ″化る。

8:浅鉢で底部を欠損する。回縁部には捻り把手をもつ。文様は口縁部のみにペン先状工具に

よる連続刺突文が∩状に施文される。

第 33号住居址 (II区 第17号住居址)(第 19・ 20図 、図版第18-1)

検出状況 本址はH tt C-29グ リッドを中′ふに黒色上の落ち込みが検出されたもので、北側は傾

斜する地形より考えると、褐色土内に住居址が構築されていたと思われるが、床面は地形に沿っ

て崩れ落ちたと思われ検出ができなかった。

遺構の構造 住居址のプランは南壁より推定すると不整円形を呈するものと思われる。住居址の

規模については、検出された部分より推定すると直径450cmほ どの規模をもつものかと思われる。

壁は南・西壁はローム層に掘 り込まれており検出が可能であった。掘 り方は若千の傾斜をもつ

もので、高さ22cnを 計る。

床は住居址南側はローム層内に、北側は地形の都合上褐色土層内に構築されていたものと思わ

れる。床は全体的に軟弱で、若千の傾斜をもち皿状を呈する。

柱穴はPlが 1箇所検出されただけであり他には検出されなかった。この柱穴は深さ18cmで 内側

に向く傾斜で掘られている。

炉址は検出されなかった。

遺物の出土状態 本址よりの遺物は覆土内より若子の上器片が出上 しているだけである。

出土遺物 (第 20図 )
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第19図  第33号住居址(%)

器形は口縁に最大径をも

つバケツ形に近い形を呈す

るもので、口唇部が厚みを

もつ。文様は胴部に隆帯に

よる楕円 。三角形の横帯区

画文を構成するもので、区

画内に連続刺突文を施文す

る。■器の輪積み痕を残し、

器面整形の際の指圧痕がみ

られる。
第20図  第33号住居址出土土器(%)

第 36号住居址 (H区第20号住居址)(第 21,22図 、図版第19-2・ 25-5)

検出状況 本l■は25号、29号、31号住居址の貼 り床下より検出されたもので、北壁側は検出でき

なかったが、住居址プランの大略は各コーナー部に検出された柱穴及び南・東・西壁により把握

し得た。尚、本址は78号土墳 と重複関係をもつが、土墳上部に本址の貼 り床が検出され、本址よ

りも古い時期のものであることが確認できた。

遣構の構造 本址のプランは柱穴、周濤等の位置より把握できた。それによると西側壁のほぼ中

程に脹らみをもつ五角形に近いプランを呈する。住居址の規模は426× 442cmの もので大きな住居

址ではない。

壁は南 。西側に検出されたが、北側壁については褐色土中に壁が掘 り込まれていたためか検出
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はできなかった。掘 り方は南壁側で18cm、 西壁側で13cmと 割合しっかりしており、立ち上が りも

直に近い形である。

周濤は南・東・西壁下に検出された。不規員Jな掘 り方であるが、幅16cm、 深さ 9 cmで割合しっ

か りしたものである。

床はローム層を直接床 としており全体的に堅緻でほぼ水平に構築されている。

柱穴は住居址の東西南北各コーナー部に検出された。柱穴の深さは45～ 58cmである程度一定で

ある。各柱穴共に 3回以上の建て替えが行われている。柱構造は各コーナーに柱をもつ 4本柱の

構造のものと思われる。

炉址は石囲い炉址で住居址の中央部よりやや奥まった位置に設けられている。掘 り方は128× 86

om、 深さ26cmの 脩円形を呈する。石囲いに用いられている礫は扁平の割合小振 りのものである。

石囲いの半分は取 り去られていた。内部には上層に褐色土、下層に焼上が堆積 していた。

1、 暗掲色土

2、 褐色土 (ロ ーム粒子・焼土粒子を含む)

3、 焼土

4、 黒色上

5、 褐色上 (ロ ーム粒子を合む)

6、 赤褐色土

7、 黄褐色土 (ロ ーム粒子を合む)

8、 黒褐色土

9、 明黄褐色土 (7層 よリロームに近い)

0                   2m

第21図  第36号住居址(%)
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埋甕は入口部と思われる東壁ほぼ中央部に検出された。埋甕は40× 36cmの扁平の礫を蓋とする

もので、口縁部を欠損する土器を正位の状態で埋設している。掘り方は直径70cm、 深さ60cmほ ど

の不整円形で土器を埋設した後責褐色土と黒褐色土を交互に埋めている。埋甕内には上部に流れ

込みによると思われる黒色上が、下部にはローム粒子を含む褐色土が堆積していた。

この他の施設として石壇かと思われる集石が西側奥壁ほぼ中央より検出された。この集石は25

cm大の割合扁平な礫 5個 より構成されている。礫の配置のし方は割合不規則であるが、ほぼ平坦

な面を出すように置かれている。この集石の付近には深さ13～ 20cmの不整形のピットが検出でき

た。この集石が直接的に石壇かどうかは判断できなかったが、位置的関係より考えると石壇とし

て捉えることができよう。

住居址と重複関係をもつ土墳であるが、時期的には上面に本址の貼り床がなされていることよ

り本址よりも古いものと思われるが、土器等の出上がなく、時期を判断することはできなかった。

上墳内にはロームブロック・焼土粒子を含む褐色土が上層に、下層には焼土が堆積していた。

遺物の出土状態 本址よりの出土遺物は埋甕に用いられていた土器の他に、北側柱穴脇の礫の下

より上器底部が出上し

ている。

出土遺物 (第 22図 )

1:胴部の長い深鉢

形で口縁部を欠損する。

埋甕 として埋設されて

いたもので欠損部は調

整が加えられ、ほぼ平

らにイ士上げられている。

文様は櫛状工具により

垂下する形で沈線が施

文されている。

2 :底菩卜・月同音Ьが遺

存するもの。器形は胴

部に脹みをもつもので

底部が若千上げ底状を

呈する。文様は 2本一

組の隆帯を弧状・渦巻

状に付けている。地文

に刺突文をもつ。

第22図  第36号住居址出土土恭(%)
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屋外埋甕

第 1号屋外埋甕 (第 23・ 24図 1、 図版第25-6)

検出状況 大石西北のD-2グ リッドに位置しており、第 2層の掘 り下げ中に発見された。

遺構の構造 土器 (第 24図 1)は 第2層から第3層 中へ掘り込んでいる。黒色土中のため掘り方のプ

ランは検出できなかったが、埋設後に周囲を埋め戻している様である。上器は深鉢形で正位に埋

設されており、底部を欠損している。土器内には拳大から人頭大の扁平礫 7個が下部に積み上げ

られた状態で検出された。一方、土器上面にはA4大の厚い扁平礫が、土器の上に蓋をした状態

で遺存していた。

本例は調査中は単独土器として扱ったものであるが、ここでは縄文時代中期中葉の屋外埋甕と

して言己すこととする。

第 2号屋外埋甕 (第 10。 24図 2、 図版第26-7)

検出状況 17・ 18号住居址の精査に伴ない検出されたものである。上面に17号住居址の貼り床が

なされていた。検出当初住居の埋甕かと思われ、住居址の想定でき得る範囲にサブトレンチを設

定し調査したが、遺構は確認できず屋外埋甕として取り扱った。

遺構の構造 土器 (第 23図 2)は 口縁部・底部を欠損するものを用いている。土器は径90cm、 深さ
28cmの掘り方のほぼ中央部に正位で埋設している。埋設後、土器の外イ民1に はローム粒を含む黒色

土 (第 1層 )、 炭化物を若千含む色調のくすんだ暗責褐色土 (第 2層 )で埋めている。埋甕内には、

暗黄褐色土・骨片を含む黒色上がみられた。

D― |lc―
l

D-21C-2

1、 黒褐色土

2、 黒色土 (炭化物を含む粘性のある層)

3、 黒色上 (第 2層 よりもさらに黒色度が強
い)

4、 黒褐色土 (ローム粒を含む)

5、 黄褐色土

0                    50。 m

第23図  第 1号屋外埋甕(%)
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第24図 第 1・ 2号屋外埋甕(%)

遺物の出土状態 埋甕内からは遺物の出土はみられなかった。

埋甕に用いられていた土器は口縁部、底部を欠損するもので、胴部中央部が脹む深鉢である。

文様は胴部に 2本からなる隆帯を弧状に配して区画をし、区画内には末端が渦巻状を呈する隆帯

が垂下する。隆帯脇は刺突が施されている。地文はやや粗雑な綾杉文である。  (守 矢昌文 )

第 3節 古墳時代の住居址と遺物

第 2号住居址 (第 25。 26・ 27図 、図版第4-1・ 26-1)

検出状況 A-2グ リッドに一括土器と焼土を発見し、これを中ッいに精査を進めた。住居址は約

%ほ どが用地外のため、その西十員1%ほ どを調査したことになる。しかし北イ員1のプランは黒色系の

上層内に設けられていtためか、この部分の床面や壁については判然としなかった。しかし北コ

ーナー部に柱穴が検出されたことから、不確実ではあるがプランは推定しえた。

遺構の構造 本址は西壁中央部にカマ ドを有する隅丸方形に近いプランの住居址であろう。西壁

の`中点を直に通した主軸線はN62°Wを示し、主軸線に直交する軸線の長さは4.8mぁ る。

壁面は掘り込みの深い南壁でやや丸味をもっており、壁高は25cmほ どある。また、壁の西コー

ナーと北コーナーは若子の九味を帯びている。

床面は中央南側では地山面を直接床としているため、地山礫が床面に突出している。一方、中

央北側は黒色系の上層内に設けていたようだが、この部分については判然としなかった。

カマ ドは西壁中央部の主軸線上に構築されていたものと考えられる。石組は検出されなかった

が、焼土と一括土器周辺に認められた白色粘土のブロックの存在から推定される。

カマ ドの南には56× 50cmの 円形ピットP3が設けられている。貯蔵穴であろうか。
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第25図 第2号住居址カマド(%)

柱穴は北コーナー部 と西コ

ーナー部に設けられてお り、

西コーナー部のP4・ P5は浅 く、

北コーナー部のPl・ P2は掘 り

方が深い。これらは住居址コ

ーナーの対角線上に位置する

隅柱と考えられ、西・北両コ

ーナー部のものとも内側から

外側へ移動している。これは

住居の拡張によるものと考え

られるが、床面や壁等からは

拡張の状態を把握できなかっ

た。
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第26図 第2号住居址(%)
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第27図  第2号住居址出土土器(%)

遺物の出土状態 カマ ドと考えられる位置からは土師器甕 と須恵器界が一括出上し、P3内 には黒

色土器が遺存していた。その他は覆土中より出上した。

出土遺物 (第 27図 )

土器  17h(1・ 2)・ 鉢(9・ 甕 (4・ 5)がある。 1は 外側へ大きく開いた口縁部から弱い稜

を境に丸底の底部へ移行する器形。口縁部は横ナデ、腰部はナデ、底部はヘラ削り後調整されて

お り、内面はヘラ磨きと黒色手法がとられている。胎土には白色粒・雲母を含み、焼成は堅緻で

ある。 2は須恵器のlTh身 で胎土に自色微粒等を身く含み青灰色を呈す。 3は 口縁部が横ナデ、頸

部以下はハケ調整し、体部のみハケ調整後に横方向のヘラ磨きを加えている。内面は横方向のヘ

ラ磨きと黒色手法をとる。 4は 口縁部内外を横ナデ、胴部内面はハケ調整されている。 5は カマ

ド周辺から一括出土した。胴下位に最大径 をもつ長胴の甕であろう。口縁部は短か く、端部はや

や内彎気味に立ち上がっており、胴部は全体に至んでいる。口縁部内外は横ナデ、胴部内外はハ

ケ調整されており、内面はハケ調整後丁寧な調整が加えられている。

第 11号住居址 (第 28・ 29・ 30図、図版第9-1)

検出状況 本l■は第 9号住居址の床面精査中に発見された住居址である。住居址は%ほ どが用地

外にあるため、プラン等については明らかでない。

遺構の構造 プランは隅丸方形を呈すると思われる。

壁は南壁イ貝Jが地山面への掘 り込みが深いため45cmほ どの壁高をもつが、東壁中央部から東コー

ナーにかけては地山が不安定なため壁高も低 く、しかもプランが判然としない。

床は地山面を直接床面としている。全体に掘 り込みの深い南側では堅緻な床であるが、東側は

軟弱で凹凸が認められる。
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第 11号住居址

1、 表土層

2、 暗黒福色土 (小礫混入)
3、 口‐ム貼床

4、 黄褐色土 (ローム
ー
粒を多く含む)

ら、1黒禍色―土 (粘性があり炭化物を含む)
6、 皓黄穏色土

第加図 第9・ 11号住居址(‰)
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柱穴は南コーナーの隅柱であるPl・ P2の他にP3があり、南コーナーの隅柱には建直しが認めら

れる。P4は柱穴以外の施設であろう。また、東壁中に土羨様のピットが検出されたが重複関係は

判然としなかった。本址に伴うものではないだろう。

遺物の出土状態 出土遺物は土師器と須恵器の破片でほとんどが覆土中の出上である。床面から

の出土遺物はlTh l点 と祗石 1点のみである。

第29図  出土土器(%)

出土遺物 (第29,30図 う

土器  jThが ある。lThは

口縁部の短い有稜の不で

ある。口縁は外傾 して開

き、稜下部は内彎しつつ

九底の底部へ続いている。

口縁部は横ナデ、稜下か

ら底部はヘラ削りの後磨

いているようである。内

面はヘラ磨きが施され、
第30図  第11号住居址出土祗石(%)

内底面では同心円上に弧を描いており、暗文に似ている。内面は黒色手法をとっているが部分的

に黒色化していない。外面は全面紅彩である。胎土は比較的良 く、微赤粒等を含み焼成は普通で

ある。

砥石 扁平な安山岩を用いており、表裏の他側面にも平坦な磨 り面を設けている。表面には並

列する長短 4本の沈線状のキズが認められることから、鉄器の砥石 としても使用されたことが窺

われる。 (鵜飼幸雄 )

第 4節 平安時代の住居址と遺物

第 3号住居址 (第 31・ 32・ 33・ 34図 、図版第4-2・ 26-2)

検出状況 本址は住居址の北西部約%ほ どが用地外にある。 しかし住居址の東 。西 。南の 3コ ー

ナーをほぼ把握でき、また西コーナー部にカマ ドが設けられていたことから、プランは大略であ

るが推定し得た。ただ東側コーナー部は下位の第 4号住居址の西コーナー部 と重複関係にあるた

め貼床の広がりによって把握したが、柱穴周辺は判然としなかった。この部分での本址の床面は
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下位の第4号住居 l■西コーナー部の床面より約30Cm上位に設けられている。

遺構の構造 西壁コーナー寄りにカマ ドを有する住居址である。平面形は540× 440Cmほ どの隅丸

長方形を呈し、主軸はS17°Wを向く,

壁は地山への掘 り込みの深い南壁と東壁が深 く40～45Cmを 測るが、北壁は黒色系の上層中に設

けられていたため判然としなかつた。

床面は地山を掘 り込んだ後埋め戻して貼床をしており、水平で堅い。東コーナー部は第4号住

第31図 第3号住居址(%)
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居l■と重複するため、この部分

には厚さ10Cmほ どのロームを主

とした貼床を行っている。

カマ ドは西壁の西コーナー寄

りの位置に構築されている。石

組カマ ドで、袖石には厚い扁平

礫を用いて直立させており、天

井石も認められる。燃焼部は窪

んだ底面で、焼土が残っている。

両袖石間の燃焼部底面には拳大

の礫が遺存しており、これが支

脚であると考えられる。燃焼部

奥壁は西壁ラインより半円形に

突出しており、煙道部は緩やか

な傾斜をもって外へ続いている。

柱穴はP2・ P5° P6であり、南

コーナー部のものは浅 く数回の

建直しが認められる。いずれも

住居l■コーナーの対角線上に位

黒褐色土 (粘性を有し若干の焼土粒を含む)

黒褐色土 (粘性が弱く焼土・炭化物を含む)

焼土

黄掲色土 (礫混入 。炭化物・焼土を含む)

１

２

３

４

第32図  第3号住居址カマド(%)

置する隅柱であろう。P3と P4は柱穴以外の施設と考えられる。P3内には緑色岩の角礫が 3個遺存

していた。また、工作台を想定させる厚い扁平礫 と角礫が床面に遺存しており、P4の脇からは刀

子が出土した。 したがって両ピットは何等かの作業に関わる貯蔵穴的施設とみてよいであろう。

遺物の出土状態 遺物は覆土からも若千出上したが、床面でまとまった出土状況を示 したのはカ

マ ドを中心とした部分である。カマ ドでは焚田部と左袖部周辺からlThの 出土をみ、カマ ド内には

甕の胴上部 と底部が一括出上した。またP4の脇からは刀子、P2に近い東側床からは、床面から若

千浮いた位置で金銅製金具が出土した。

出土遺物 (第 33・ 34図、図版第34図 )

土器 皿・lTh。 高台lTh・ 碗・甕がある。

皿(1)底部から立ち上がる部分がくびれ、腰部がやや張 り、口縁がわずかに外反気味に開く皿。

粘土紐巻き上げ後、左回転によるロクロ成形されており、 llR部は糸明りで内底側に″/く 仕上げ

られているのが特徴である。内外面は丁寧にロクロナデされているため外面のロクロ痕は顕著で

なく、特に内底は丁寧に調整されている。胎土は良好で、焼成も他のものに比べて良い。色調は

赤褐色を呈す。

不はロクロ成形糸切 り底であり、これらは口径の大きさによって大 。中・小に 3分類される。
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粘土紐巻き上げ後、左回転によるロクロ成形されており、底部は糸切 りで内底側に厚 く仕上げら

れているのが特徴である。内外面は丁寧にロクロナデされているため外面
|のロクロ痕は顕著でな

く、特に内底は丁寧に調整されている。胎土は良好で、焼成も他のものに比べて良い。色調は赤

褐色を呈す。

不はロクロ成形糸切 り底であり、これらは口径の大きさによって大・中 。小に3分類される。

I類 (2～ 6)口径が■cm代 と比較的小さいもの。 2・ 3は底部から立ち上がる部分がくびれ、

口縁は直線的に開く。全体に器肉が厚く、特に 3の底部は厚く仕上げられている。 2は粘土紐巻

き上げ後、左回転のロクロ成形されており、内底側がする鉢状に深くなっている。 2～ 6は いず

れも内外面ロクロナデされており、焼成はあまり良くない。 2～ 5は胎土に微赤粒を含み、橙褐

色を呈す。 6は胎土に石英粒・自色粒を含み乳褐色を呈している。

H類 (7～10)口径が13cm代の中程度のもの。 7は 口径12.2cmと やや小形であるが本類に入れ

Ⅶ 蒙 理 ノ ＼豆

＼¬/

~15

第33図 塩ね 号住居址出土土器(/)
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た。腰部がわずかに張る器形で、これは I類の 6と 類似する。胎土に微石粒 。自色粒を含み、焼

成はあまり良くない。色調は乳赤褐色を呈している。 8は 口縁が緩 く外反し、 9は 口唇が丸 くお

さめられている。10は腰部が厚 くやや張っている。いずれも内外面ロクロナデされており、胎土

には微赤粒を含んでいる。焼成はあまり良くなく、橙褐色を呈す。

Ⅲ類 (11～ 13)口径が14cm以上のもので比較的大型のもの。 8は 口径13.9cmであるが本類に入

れた。11は 口縁が緩 く外反し、H類の 8と 器形が類似する。内面は丁寧に調整されている。12は

丸くおさめられた日唇部が緩 く外反する器形、内外面ロクロナデされているが、内面にはロクロ

痕が残っている。13は 全体に器肉が厚いが、口縁部は薄 く仕上げられ、内外面はロクロナデされ

ている。胎土にはいずれも微赤粒や白色微粒を含んでおり、焼成はあまり良 くなく、色調は赤褐

色を呈す。

高台ITX(14。 15)14は 口縁が直線的に開く器形。粘土紐巻上げ後右回転のロクロ成形されてい

る。底部は糸切 り後高台を付け、丁寧にロクロ調整され糸切 り痕は消されている。高台部・身共

に内外面ロクロナデされており、ロクロ痕が顕著でない。内底中心部には凸起を残している。胎

土は微赤粒を含み、焼成はあまり良 くなく、赤褐色を呈す。15は低い高台が付き、底面には貼付

け時のおさえ痕が残る。内底面は平坦で、底部は厚い。胎土は雲母・微赤粒を含み、焼成はあま

り良 くなく橙褐色を呈す。

碗には灰釉陶器がある。16は 外面と口縁部内側に施釉されている。釉は漬桂卜で青味のかかった

灰白色を呈している。胎土・成形・焼成共に良い。折戸53号窯期の東濃産である。17は静止後に

内底面を調整しており、底部でも糸切 り痕を消している。内外面共施釉されているが、施釉範囲

は不明瞭である。胎土は責白色で、高台には一部タールが付着 している。折戸53号窯期の東濃産

であり、この他の灰釉陶器の破片もすべて東濃産である。

甕はカマ ド内よリー括出土した18が ある。

口縁部に最大径をもち、直線的に底部へ移行

する器形。口縁部は短 く外反し、屈曲部内面

には緩い稜がつ く。 口縁書hは折 り返しと米占土

紐によって肥厚し、指圧痕を残す。口縁端部
第34図  第 3号住居址出土刀子(%)

は面取 りをしている。全体に雑なつ くりである。胴部は軽 くハケ調整されているが内面にはみら

れない。胎土は砂粒を含み、焼成は良い。全体に暗褐色を呈すが、部分的に煤けて黒色を呈して

いる部分もある。底部には木葉痕を残す。

刀子 (第 34図 )全 長10.3cm、 刃部残長 6.8cmで切先部 を欠損している。身部は平造 りの両関式

で断面形はクサビ形を呈す。刃先は軽いそりを有している。茎部は背圧 6 mmと ゃゃ厚 く造り、茎

尻は丸味をもっている。重さ21.6g。

金銅製品 (図版第34)長 さH.5cm、 幅 4 cm。 板状のものが 3回折 り曲げて重ねられた後、短軸

方向に潰されている。片面残存部には径 l mmほ どの鋲留め状の小穴が 1箇所認められる。馬具の
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1、 黒掲色土

2、 褐色土 (ロ ーム小ブロック・小礫・炭化
物を含む)

3、 黄褐色土 (ロ ーム粒を多量に含む)
4、 黄褐色土

5、 黒褐色土 (ロ ーム職 。小礫を含む)
6、 黒褐色上 (ロ ーム粒・小礫・炭化物を多

く含む)

―H

第35図 第4・ 16号住居址(%)
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鞍金具 とも考えられるが、どのような性格のものか判然としない。

第 4号住居址 (第 35'36・ 37・ 38図 、図版第5-1)

検出状況 本址は第 3号住居址の床面精査中に存在が明らかとなった住居址である。住居址の西

側は第16号住居址 と重複し、また一部は用地外のため未調査ではあるが、プランはほぼ把握でき

た。

当初、ローム面で確認された黒色上の落ち込みの範囲が広いため複数の住居址の存在を想定し

て調査を進めたが、第 6号土獲 との切 り合いが把握された外は、規則的な隅丸方形の大型プラン

となった。プラン確認後床面への掘 り下げを行い、この段階で中央やや北寄 りの覆土中にカマ ド

を検出した。カマ ドは覆土中での発見であったためにこれに伴う壁が判然としない。また、床面

が第 4号新・旧のものと区別がつかない状態にあるため、カマ ドの帰属が問題 となった。しかし

カマ ドの主軸方向と、プラン追求中に西コーナー部に切 り込んで発見された壁のあり方とが関連

していると考えられたため、ことカマ ドを有する住居址を第 4号住 Bと して調査を進めた。この

段階では第 6号土墳を通してのセクション観察が終了していたが、第 4号住 Bと の切 り合い関係

は確認できないでいた。

この第 4号住 Bについては、報告に際し、新たに第16号住居址の番号を付し別項で説明するこ

ととする。

第 4号住居址は上下 2枚の床面を提えることができ、下位の床面に伴う壁の立ち上が りも捉え

ることができた。また柱穴の切 り合い関係 も明確に把握できたことから、本 l■は一度拡張の行わ

れた住居址であることが明らかとなった。

本址には第16号住層址が重複する他、 2基の上獲が重複関係にある。第 6号土獲は本址埋没後

に南壁部に掘 り込んでいる。また第28号土娠は旧住居址の東コーナー部床下に発見された。

遺構の構造 本址は630× 610cmのほぼ隅丸方形に近い平面形を呈し、主軸方向はS26° Wを 向 く。

壁高はローム面からの掘 り込みの深い東壁と南壁で50cmほ どあり、わずかに傾斜をもって立ち

上がっている。

周滞は旧住居址には設けられていないが、拡張した新たな住居には壁下に幅の広い周濤を設け

ている。

床は旧住居址の床面よりも10cmほ ど高 くなっている。拡張部の床は地山面を直接床面とする部

分と、埋め戻して床面としている部分、それに埋め戻して 5 cm前後の貼床をし、床面を設けてい

る菩Ь分 とがある。

発見された柱穴はP5° P6・ P7である。拡張前の主柱穴はPl・ P2・ P3'P4で 、これらは拡張後の

ものよりも深 く、掘 り方も安定している。主柱穴はいずれも対角線上に位置する隅柱であり、旧

住居址のものには貼床がなされていた。

旧住居址のカマ ドは南壁中央やや西寄 りの位置に設けられており、濤状に浅 く掘 り窪められた

燃焼部 と熱変した地山面が認められた。拡張後は新たに南コーナー寄 りの位置に構築されたもの
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と思われるが、後の第 6号土獲の掘 り込みによって破壊されたのであろう。

遺物の出土状態 床面からの完形 。あるいは一括遺物の出土は、P4と PS間から完形の須恵器高台

不と土師器の小型甕、やや北へ離れて完形の小型甕が出土した。またP3の脇からは黒色土器、中

央部の旧住居址貼床下から灰釉lTh蓋が出上し、旧住吾中央部の床面から滑石製模造品が出上した。

以上の出土遺物のうち、旧住居の貼床下から出土した不蓋は折戸10号窯期のものとみられ、住

居構築時を推定させる資料 として注目される。

出土遺物 (第 36・ 37・ 38図 )

土器 不・蓋・小形甕・甕がある。

不は黒色土器 (1～ 4)と 須恵器高台不 (5'6)と がある。 1は内彎気味に開く器形で内面はヘ

ラ磨きされている。底部は糸切 り後周辺までヘラ削りした後磨いている。焼成は良く赤褐色を呈

＼ ね/3

第36図  第4号住居址出土土器 (%)
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し、口縁部も黒色化している。 2も 1と 同じ器形で底部は糸切 り痕を残す。口縁部下に「丸」字が

逆位に墨書されている。焼成は良く明褐色を呈す。 3に も墨書が認められるが、書体は明らかで

ない。 4は Pl出土、手捏ねによるlThで全体に盃んでいる。内面はカキロ調整と黒色手法がとられ

れており、底部はヘラ削りされている。焼成は良く明褐色を呈す。全体につくりが雑である。5・

6は底部回転ヘラ削り後高台を付けている。腰部からの立ち上がりが強く、5は 回唇がわずかに

外反する。胎土には白色粒を含み、5は青灰色を呈し、 6はやや黒味がかっている。

蓋 (7・ 8)7は 旧住居址を埋め戻して床とした床下の掘り方から出上した灰釉の蓋である。
平坦な天丼部に扁平な凝宝殊のつまみを付したもので、日縁部はやや丸味をもって下がり、端部

も軽い丸みをおびている。天丼部のつまみ寄り%ほ どは回転ヘラ削りされ、天丼部には淡青色の

自然釉がかかっている。内面はロクロナデされており、中心部のみ丁寧に調整されなめらかであ

る。胎土は白色粒を含み自柴灰白を呈す。折戸10号窯期の猿投産

である。 8は須恵器の蓋である。内外面ロクロナデされ、天丼部

は回転ヘラ削り後部分的に調整が加えられている。内面%ほ どか

ら外面天丼部端までは自然釉がかかり、この部分には重ね焼きの

熔着が認められる。胎土は黒色粒を多く含み、これが熔出してい

る。青灰色を呈す。

小形甕 (9～ 11)月 形ヽ簑には粘土組巻き上げ法によって成形さ

れた 9と 、その後再びロクロ成形された10。 11と がある。 9は 口

縁部内外を横ナデし、体部内外は丁寧に調整している。底部には

木葉痕をとどめ、日縁部内側には炭化物が付着している。胎土に

は砂粒を多く含み、焼成は良 くない。10は粘土組巻き上げで成形

した後に縦方向のカキロ調整をし、その後に再度ロクロによるカ

キロ調整を行っている。11は 口縁内側にも軽いカキロ痕をとどめ

る。共に薄手で焼成は良い。

甕 (12・ 13)121よ 所謂武蔵型の甕と親縁関にある甕であり、頸   第37図  出土石器(%)

部は若千「コ」の字形を呈 しつつある。口縁部から頸部にかけては内外面共ヨコナデされ、肩部

は横方向の小さなヘラ削 りがなされている。全体に薄手で焼成は良 く明褐色を呈す。13は胴上部

に最大径をもつ。外反した短い口縁部はヨヨナデされ、肩部内外には第 1成形時のオサエ痕をと

どめ、さらに内外面共ハケロ調整されている。下位には

軽いヘラ削り痕が認められる。全体に厚手である。胎土

には雲母を含み、焼成は良 く暗褐色を呈す。

敲石 (第 37図 )安 山岩製の敲石である。下端が敲打面

で、敲打のため平坦となっており、上端は磨 り面となっ

ている。覆土より出土したか、縄文時代の石器 とは思わ 第38図 石製模造品 。鉄鏃 (%)
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れない。

石製模造品 (第 38図 1)旧 住居址の床面から出上した。1.9× 1,9Cmの梯形を呈し、中央部に径

2.5 mmの 孔が斜めに穿たれている。表裏とも斜め横方向に磨かれており、上下側面も磨かれてい

る。左右両側面が磨かれていることから、折断後再利用されたものと考えられる。重さ4.2g。

鉄鏃 (第 38図 2)鉄 鏃の茎部である。

ざ
不
  P5   月争

第39図 第 5号住居址 (%)
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第 5号住居址 (第 39・ 40、 図版第5-2・ 26-3)

検出状況 本l■は今回の発掘調査によって発見された遺構としては最も高位に位置している。住

居址は北コーナー寄りの部分が用地外にあるものの、北壁中にカマ ドが設けられており、また住

居址の3コ ーナーが明らかになったことから、プランの大略は知ることができた。住居址は全体

に地山への掘り込みが浅 く、カマ ド周辺の北壁際は黒色系土層への貼床である。このため、この

部分については床の広がりによってプランを想定した。また、南壁側の地山は礫を多く含むため、

壁・周濤・床面に地山礫が分く出ている。

遺構の構造 北壁中央部にカマ ドを有する隅丸長方形プランの住居址である。住居址の規模は
500× 380cmほ どあり、主軸方向はN20° Eを向く。

壁は北壁が検出されなかったが、南壁・東壁は10cm前後の高さをもって発見された。

周濤は北壁部以外はすべて壁下をめぐっており、深さは南壁下で 5～ 8 cm、 南コーナーから東

壁下では 3～ 4 cmと 浅い。

床は地山面を直接床面としているが、東コーナー部からカマ ド周辺部では黒色系土層へ貼床を

して水平な床面を設けている。床面は全体に水平で堅緻であるが、地山礫の出ている南コーナー

部では凹凸もあり、判然としない部分もあった。

主柱穴はPl・ P2° P3であり、用地外のものも含めると、おそらく4本主柱となるであろう。柱

穴は比較的深いPlが対角線上から若千南に外れて位置しているが、基本的には対角線上に位置す

る隅柱である。

カマ ドは北壁中央部に設けられている。残存する両袖石からみて石組カマ ドである。袖石には

厚い扁平礫を用いているが、左袖先端部には長さ24cmの 縄文時代の石棒を用いている。焚口部の

幅は40cmあ り、熱変 した地山面が両袖石先端部から半円形に住居中央部へ向かって突出していた。

遺物の出土状態 土器類はカマ ド焚口部西側に集中して出土した。いずれも杯類であり、 2箇重

なった状態のものなど、床面から7～ 10cmほ ど浮いた位置で出上した。この他はP4の近 くから高

台皿が、またP5脇 の礫の近 くから高台lThが出上した。

出上遺物 (第 40図 )

土器 lTh碗 。高台皿・甑がある。

不はロクロ成形、糸切 り底であり、口径の大きさによって三分される。

I類 (1・ 2)口 径が10cm代のもの。 1・ 2共に底径が小さい。底部は比較的厚 くつ くられて

おり、底部から立ち上がる部分にくびれをもち、口縁は直線的に開 く。 1・ 2共にロクロナデさ

れているが、 1の内底面は丁寧に調整されている。 1は胎土に微赤粒を含み、 2は砂粒を含む、

焼成は普通で橙褐色を呈す。共に右回転によるロクロ成形である。

H類 (3～ 5)口 径が1lcm代で土類よりも底径の大きいもの。 3は 口縁部が緩 く外反する器形

で、内底中央部がヘソ状に凹んでいる。内外面はロクロナデされている。 4は器肉がやや厚い。

底部から立ち上がる部分が くびれ、口縁はやや内鸞気味に開 く。内外面共にロクロナデされてい
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る。 3・ 4共に胎土には白色粒 。石英粒・雲母を含み、焼成は普通で赤褐色を呈す。 5は腰部の

くびれる器形で底部内面が浅 く凹んでいる。内底面にはロクロ痕が顕著に残る。胎上に白色粒を

含み、焼成は十分でなく暗褐色を呈す。 3～ 5共に有回転ロクロによる成形である。

高台lTh(6～ 11)高台lThに は黒色手法をとるものとそうでないものとがあり、黒色手法をとる

ものは破片で数が少ない。いずれも高台の低いもので、灰釉陶器の模倣品と考えられる。 6は低

い高台で底部に糸切 り痕をとどめた黒色土器。7は腰部から内彎 し、口縁部がわずかに外反する。

高台は端部が九 くおさめられた低い高台で、底部はロクロ調整され糸切 り痕は消されている。胎

土には白色粒・雲母を含み、ロクロ痕は顕著でない。焼成は普通で明褐色を呈す。 8は 口縁が直

線的に開く。外面はロクロナデされ、内面は磨かれている。底部は高台貼付け後ロクロ調整され

ているが、糸切 り痕をわずかにとどめる。胎土に自色粒・雲母を含む。焼成は普通で橙褐色を呈

す。 9も 高台貼付け後、底部はロクロ調整されている。胎上に微赤粒を含む。焼成は普通で橙褐

色を呈す。10は 全体に器肉が比較的厚い。口径は 7～ 9と ほぼ同じであるが、わずかに浅 く、高

台も低い。外面はロクロナデされており、内底面は丁寧に調整されている。高台は厚 く短いもの

で、底部は高台貼付け後ロクロ調整されている。胎土に微赤粒を含み、焼成は普通で橙褐色を呈

す。11は 口縁が直線的に大きく開き、口縁部は薄 く仕上げられている。口径は 7～ 10よ りも大き

いが器高は低 く、むしろ皿とした方がよいのかもしれない。外面にはロクロ痕が残り、内面はロ

クロ調整されている。胎上には砂粒を含み、焼成は普通。明褐色を呈す。

高台皿 (12)腰部から高台部にかけて厚みをましており、高台の付け方が11と 同様である。内

外面共にロクロナデされており、底部は低い高台貼付後ロクロ整形されている。胎土に自色粒を

含み、焼成は十分でない。灰釉陶器の模倣品であろう。白責褐色を呈す。

飯 (13)底 部中央に径1.3cmほ どの孔を有す。孔は円形で、穿孔は両面から行われている。底部

第40図  第 5号住居址出土土器 (/)
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は糸切 り、内面はロクロナデされている。胎土に砂粒を含み、焼成は他のものに比べて良い。赤

褐色を呈す。

第 6号住居址 (第 41・ 42・ 43図、図版第6-1)

検出状況 本址はローム面の安定している西コーナー部周辺の落ち込みを発見したことにより存

在が明らかとなった。住居址は東南部%ほ どが用地外にあるため詳細の多くは不明である。また、

住居址の北側には一部重複する形で第 1号濤址が発見されたが、住居址の床面が黒色土中への貼

床であったこともあり、両者の重複関係は判然としなかった。

遺構の構造 平面形が隅丸長方形を呈す住居址であると考えられる。

ローム壁面は南壁では緩い傾斜をもって立ち上がっているが、西壁中央部ではかなり緩 くなり、

北コーナー部ではみられなくなる。

周濤は西壁下と南壁下に設けられており、用地外の部分も含め、北壁下以外の壁下にも設けら

れているものと思われる。

床はローム層を掘 り込んで構築 し、中央南側ではローム面を直接床面 としているが、中央北側

ではローム面の上に貼床をして水平な床面を確保している。

主柱穴はP2と P3が発見された。P2は掘 り方も大きく対角線上に位置する隅柱であるが、P3は対角

線上から外れた位置にあり、掘 り方も大きくない。共に 1回の切 り合い関係が認められ、同地点

での柱の建て替えが行われたことを物語っている。

遺物の出上状態 全体に遺物は少ない。床面からの出土遺物はP2脇 の周濤肩部から黒色土器底部、

中央やや北寄 りの位置から
jTh底部が出土した他、P3に近い床面には磨 り石が遺存していた。その

他はすべて覆土中から出上した。

出土遺物 (第 42・ 43図 )

土器 皿・lTh・ 蓋・碗がある。

皿 (1)腰 部がやや張 り、口縁が外反気味に開く器形。底部は厚いが、内底側に厚いのが特徴

である。ロクロ成形で底部は糸切 り、内外面ロクロナデされ、内底面は黒」落している。赤褐色を

呈す。

lTh(2～ 5)2・ 3は ロクロ成形糸切 り底で、 3は 内面をヘラ磨 きと黒色手法をとっている。

4・ 5は高台底。 4は 高台貼付後、ロクロ調整されている。 5は 高台部内外面・底面共に丁寧に

ヘラ磨きされている。P2脇 の周濤肩部より出土した。

蓋 (6・ 7)6・ 7共に須恵器の蓋である。 6は内外面ロクロナデされ、摘み内側の調整が丁

寧でない。胎上に自色粒を多く含み、青灰色を呈す。 7は扁平な宝珠のつまみがつ く。天丼部は

回転ヘラ削 りが施され、内面はロクロナデされている。胎土には黒色粒 と白色粒を含み、焼成は

あまり良 くない。共に覆上の出土であり、混入品である。

碗 (8)身 の深い碗である。釉は薄 く透明で、内面には施釉されていない。折戸53号窯期の東

濃産である。
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第41図 第 6号住居址 。第 1号濤址 (%)
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6

第42図  第6号住居址出土土器(χ )。 紡錘車(%)

紡錘車(9)高 台lThの高台部を利用した紡錘車 と思われる。

孔は径が1.3cmほ どあり、側面の一部を磨きとって平坦面として

いる。

磨り石 (第43図 )底 面に据えられていた磨 り石である。安山

岩製で、左側面と下側面を打ち欠いて調整 し、平面形を長方形

に整えている。上側面にも一部自然面を残し手J離痕が認められ

る。また左上端部は黒色にすすけている。

第 7号住居址 (第 44・ 45図、図版第6-2)

検出状況 本址周辺は地山のローム面までの上層が浅く、耕作

土一層のみという堆積状態を示している。地山のローム面は緩

く傾斜しながらも安定しているため、掘 り込みの深い住居址南

側は容易に検出された。一方、プランの北側はローム面に設け

られていなかったことと、また耕作が深 く及んでいたこともあ

り、ほとんど判然としなかった。しかし本址に伴うと考えられ

る柱穴が発見されたことから、大略ではあるがプランは推定し

えた。
第43図 出土磨 り石(%)

ところで、本址の対角線上に位置する東コーナー部には100× 100Cmほ どの大きな礫が遺在する。

これは本址構築にかなりの支障を来たした様である。礫は円形の掘り方内に遺存しており、この

掘り方が礫を取り除くためのものであったことが理解される。しかしこの礫は根付きの地山石で

あり、動かしきれなかった様で再度掘り方を埋め戻している。このため対角線上に位置する隅柱

を北側にずらしており、本址はやや変則的な柱穴配置の形態をとる住居址となっている。

遺構の構造 南壁中央左寄りの位置にカマ ドを有する住居l■である。平面形は主軸方向に長い400
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×340cmほ どの隅丸長方形を呈すると思われるが、南コーナーは九味を帯びず、逆に西コーナーで

は九味が強くなっている。

壁は掘り込みの深い南壁と東壁の一部が良好な形で検出されたも壁面の深さは東壁で25cmほ ど

あり、ほぼ直に立ち上がっている。南壁は傾斜をもっており、深さは40cmほ どある。

周濤は掘り込みの深い南壁下のカマ ドから右側に設けられている。

床は地山に掘り込んで設けられた南側/ほ どはローム面を直接床面としているが、北側%ほ ど

は黒色土中への貼床であったものと思われる。ローム面を床面としている部分は水平で堅緻であ

るが、カマ ド左の南コーナー部のみ一段低 くわずかに窪み、若千の凹凸も認められる。

柱穴はPl・ P2・ P3・ P4であるが、P3は地山石を避け、対角線上からわずかに外れた位置に設け

られている。掘り方の規模はほぼ同一であるが深さは北側のものが深く、Plのみ浅い。

カマ ドは南壁中央左寄りの位置に設けられている。石組カマ ドであり、袖石として使用された

扁平で厚い礫が数個遺存していた。焼土はごくわずか認められた程度であり、カマ ド構築の掘り

第44 第 7号住居址(%)
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方も認められなかったため、カマ ドの構造については夕くが不明である。カマ ド周辺の床面に散

在する礫はカマ ドに関わるものであろう。

遺物の出土状態 出土遺物は少ない。床面からの出土遺物は皿底部と17hがカマ ド周辺から3個体

出上したのみであった。

出土遣物 (第45図 )

土器  土師器皿・不・灰釉碗・須恵器甕があるがいずれも破片であり、図示できたものは 3点

である。 3点はいずれもロクロ成形・糸切 り底をもつもの

である。

皿 (1)左 回転ロクロ成形で底部は厚 くつくられている。

内面には黒色物の付着が認められる。胎土には石英粒・雲

母を含み焼成は普通。暗褐色を呈す。

不 (2・ 3)内 外面共ロクロナデされている。 2は底部

内面に黒色物が付着 しており、 3も 内面に黒色物の付着が

認められる。 2は胎上に微赤粒、 3は雲母を含んでおり、

暗褐色を呈す。

第 8号住居址 (第 46・ 47・ 48図、図版第7-1・ 26-4・ 5)

検出状況  本址は487-イ の南隅に位置している。上捨場を480の東隅から487-イ にかけて設けた

ため、本址の南壁側は厚い排土を取 り除いての調査 となった。

本址は南コーナー部に設けられている石組カマ ドの発見によって明らかとなった住居址である。

住居址は全体にローム層中まで掘 り込んで構築されていたため、遺構の検出は容易に進められた。

ただ、西側%ほ どが用地外にあるためプランの詳細については不明である。 しかしカマ ドの存在

と共に、東コーナーと南コーナーを明らかにすることができたため、プランのあり方については

ある程度推定 し得た。

遺構の構造 カマ ドを東壁の右隅に有する主軸方向に長い隅九長方形プランの住居址である。規

模は明らかでないが、P5が隅柱である可能性が強いため、それから推定すると560× 480cmほ どと

なろう。主軸方向はE13° Sを 向 く。

壁は住居址がローム層中へ掘 り込まれていたことから調査部の全周に認められたものの、東壁

から東コーナー部にかけては浅い立ち上がりとなっている。

周濤は南壁下の中ほどの位置と東壁下の中央部、それに東コーナー部と各々壁下に断続的に設

けられており、壁の立ち上が りの弱い東コーナー部のものは12cmと 深ぃ。

床はローム面を直接床面としている。水平ではあるが中央から東コーナー寄 りにかけては軟弱

な菩る分 もあった。

柱穴はP2・ P3'P4・ P5で あり、P5と P6は対角線上の隅柱であろう。P2に は貼床がなされていた。

カマ ド左脇には86× 64cmの 断面形が台形を呈するPlが設けられている。貯蔵穴とも考えられる

＼＼学
I

＼
＼
沌_丑 三 づ /3

0                   1 0Cm

第45図  第 7号住居址出土土器 (χ )
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が、ビット内には焼土や炭化物・灰が多量に詰まっていたことからみて灰落しとして利用された

施設とも考えられる。また、南壁中央部には150× 134cmの小竪穴が重複しているが、本址に伴う

可台を陛は少ない。本址との時間的な関係については判然としなかった。

カマ ドは東壁右隅に構築されている。石組粘土竃であり、今回の調査によって発見されたカマ

ドの中では最も造りの良い立派なカマ ドであった。カマ ドは182× 138cmの楕円形の掘り方をもち、

両脇に厚い扁平礫を深 く直立させて袖石としている。焚口から燃焼部にかけての掘り方の低面に

は第 5層 を入れ、第 5層上面を燃焼面としている。燃焼面は 1枚であり、舟底状を呈した燃焼部

は 1段高い掘り方にある煙道部へと続いているむ底面には長さ約15cmの角柱礫が遺存しており(

第46図 第8号住居址(%)
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これが支脚であると考えられる。両袖石間には天丼石 と思われる板石が崩落しており、これらの

礫間や袖石間には灰白色の粘上の存在が著 しかった。

カマ ド手前の床面には人頭大の礫や角柱礫を集めた集石が遺存していた。カマ ドに関わる礫だ

とは思われないが、性格は明らかでない。

遺物の出土状態 土器群はカマ ドとPl内からの出上が多い。カマ ドでは煙道部からlThと 須恵器甕

の破片、崩落した天丼石の中に須恵器甕の破片、燃焼部上位の第 8層 と第 2層 の境よりlThが出土

した。Pl内 からは皿 1点・lTh l点 と須恵器甕、ピットの肩部からlTh 2点、ピットとカマ ドの間か

らlTh l点が出土した。ピット内から出土した須恵器甕はカマ ドから出土したものと同一イ団体であ

る。 この他にはP2の北側床面より灰釉長頸瓶破片と白磁皿片が一括出土し注目された。

出土遺物 (第48図 )

土器 皿・高台皿・lTh・ 白磁皿・須恵器甕・灰釉陶器がある。

皿 (1)底 部が厚 く、底部から立ち上がる部分にくびれをもち、口縁は直線的に開く。内外面

A＼
＼
工
/戸

2

1、 灰白色粘± 2、 黄赤禍色土 (ロ ームブ

ロック・焼土ブロック混入) 3、 赤褐色土
4、
｀
焼± 5、 黒禍色土 (ロ ームブロック・

焼土ブロック混入) 6、 黒褐色± 7、 黒
福色土 (ロ ーム粒・炭化物を含む) 8、
赤褐色土 (炭化物を多く混入) 9、 乳赤禍
色土 (粕上の焼けた層 )

Im

第 8号住居址カマ ド(%)
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ロクロナデされており、底部は糸切 りである。胎土には白色粒・石英粒を含み、焼成は比較的良

く橙褐色を呈す。

高台皿 (2)底 部の厚い皿に高台を付 したもの。ロクロ痕が顕著でなく、内外面ロクロナデさ

れ、底部はロクロ調整されている。内面には黒色物がわずかに付着 している。胎土には砂粒を含

み、焼成は比較的良く黒褐色を呈す。

JTh(3～ 8)ロ クロ成形糸切 り底のlThで、口径の大きさはほぼ似た数値を示すものである。 3

は擬似高台状の底部をもつもので、口縁部は外側へ大きく開 く。内外面ロクロナデされておリロ

クロ痕が顕著でない。内面には黒色物の付着がシミ状に認められる。胎土には砂粒を含み、焼成

は比較的良 く暗褐色を呈す。 4は腰部が張 り、内底面は平坦となる。 5は 口縁が直線的に開く器

形、内外面ロクロナデされており、4は 内面に黒色物が付着する。いずれも胎土に砂粒を含み、

焼成は比較的良い。 6は右回転ロクロ成形による。いずれもロクロ痕が顕著でない。

自磁皿 (9)口 縁下内面に稜をもち、面取 りされた鋭い口縁が開く輪花皿である。輪花の施文

法はやや崩れており、口縁下までヘラによる押圧痕が認められる。輪花は 8単位 となると考えら

れるが、単位間が均等割 りされていない。口縁部は体部より1段薄 く成形されているが稜はつか

ない。体部はロクロナデされており、条線状の痕跡が認められる。胎土は乳灰自色で釉は薄いが、

口縁下の胎上が薄 くなる部分には厚 くを卜けられている。色調はわずかに緑がかった乳灰白色を呈

す。産地は明らかでないが、景徳鎮窯系のものとみられる北宋代の灰白磁である。

須恵器甕 (10)器形は底部から大きく開 くが底部付近は盃んでいる。外面は底部付近まで平行

詔

電 露 ＼こ/＼▼ ＼_8

第48図  第 8号住居址出土土器(%)
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叩き目文。内面はナデられ、指圧痕をとどめている。胎土には白色粒を含む。表面には黒色粒が

熔出しており、青灰色を呈す。

灰釉陶器  碗・輪花皿 。長頸壺等の破片がある。いずれも折戸53号窯期の東濃産である。

第 9号住居址 (第 28・ 49図、図版第7-2)

検出状況 本址は北西部%ほ どが用地外にある。住屠址はローム面に掘 り込んでいるが、下位の

第11号住居址際の部分では浅 く、壁の立ち上がりもほとんど認められない状態にある。住唇址の

東側は下位の第11号住居址の覆土中に貼床をして設けられているため、この部分のプランについ

てはセクション観察から推定した。

遺構の構造 南壁中央やや右寄 りの位置にカマ ドを有する隅丸長方形プランの住居址であると推

定される。住居址の規模は明らかでないが、主軸方向は S20° Wを 向く。

壁はローム面への掘 り込みの深い南壁では壁高も20cm前後あり安定している。東壁は南コーナ

ー寄 りの部分では安定しているが公々に低 くなり、第11号住居址の南壁際ではほとんど認められ

なくなる。第H号住居址 と重複する部分の壁については判然としなかった。

床はローム層を掘 り込んだ後に埋め戻して床面としているが、第11号住居址 と重複する部分に

は覆土への貼床をしており、この部分は水平な床 となっていない。

周濤は南壁下のカマ ドの掘 り方に接してわずかに認められる。

柱穴は南コーナーの隅柱が発見されたのみである。掘 り方は大きく安定しており、P2か らPlへ

建て直しが認められる。

カマ ドは南壁中央やや右寄 りの位置に設けられていたものと考えられる。カマ ドの掘 り方と煙

道部が認められたのみであり、その他のカマ ドに関わるものは何等発見されなかった。

遺物の出土状態 覆土が浅 く、耕作が深 く及んでいるためか遺物は少ない。床面からは土師器 lTh

が出上した。

出土遺物 (第 49図 )

土器 lThと 岳がある。

lTN(1・ 2)1は須恵器lThで口縁が内鸞気味に立ち上がる。

胎上には黒色粒 。白色粒を含み、黒色粒が目立つ。口唇部に

は自然釉がかかっており、焼成は良く灰色を呈す。 2は 甲斐

型lTh。 外面と底部はヘラ削りされた後磨いており、底部には

わずかに糸切 り痕が残る。内面底部と腰部の境には沈線がめ

ぐり、内面と内底面端部には暗文が施されている。胎土は良

好で焼成も良く、赤褐色を呈す。
3

1 0Cm

蓋(3)須 恵器蓋である。天丼部は丸 く

る。天丼部は回転ヘラ削 りされ、内面はロ

る。胎土に白色粒を含み青灰色を呈す。

、口縁部は内折す

クロナデされてい
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第 10号住居址 (第 50・ 51・ 52・ 53図、図版第8-1・ 2)

検出状況 A-37グ リッドを中心にカマ ドが発見されたことにより存在が明らかとなった。住居

l■の南東部は用地外にあるが、プランの大略は推定しえた。本址は一度拡張を行った住居址であ

り、拡張前の住唇址の存在が明らかになったのは新住居址調査後、雨の日を扶んで数 日を経てか

らであつた。

住居址はローム面を掘 り込んで構築されている。このため掘 り込みの深い南壁側は安定した壁

をもっており、容易に検出された。 しかし西壁は第 3号濤址を切って設けられており、しかも部

分的に重なっているため整った壁としては検出されなかった。また、本址は拡張に伴って貼床を

して床面を上げている。このため新住居床面での施設の精査では、確認した落ち込み面が掘 り下

げの段階でかなり広がってしまったり、あるいは深さが判断しにくいこともあった。殊にP2は 当

初のプランよりも大きくなってしまったし、北壁下の周濤も十分には把握 しきれなかった。また、

東コーナー部には床面に地山礫が出ており、この地山礫の周囲の掘 り方と施設 との関係について

もほとんど判然としない状態であった。

遺構の構造 新住居址は北壁中央部にカマ ドを有する住居址であり、平面形は各コーナーの九味

が弱い隅丸長方形を呈 している。住居址の規模は700× 580cmほ どあり、主軸は N22° Eを 向く。

壁は住居址がローム面まで掘 り込んで設けられていたことから全周に認められるが、特に掘 り

込みの深い南壁は深さもあり安定している。

周濤は拡張前には西壁下に設けられていたが、拡張後は同じ壁下にも認められない。

床は旧住居の床面上にロームと粘上を混えた貼床を行い、 6 cmほ ど上位に設けている。水平で

堅緻な床である。

柱穴はPl・ P2'P3・ P4以外は明らかでない。

カマ ドは北壁中央部に設けられてお り、この位置は拡張後も変更されていない。略楕円形の掘

り方をもち、断面形は舟底状を呈している。燃焼面は 2枚認められる。これは、住居の拡張に伴

う床面レベルの変更と関連 しているものと思われ、拡張後も位置が変わっていないことと符合す

る。燃焼部のやや奥まった位置には下位の燃焼面に食い込んで直立する焼けた角柱礫が遺存する。

これは支脚であろう。カマ ドには袖石や天丼石が認められず、小さな板石が上面に数イ固散在して

いたのみであった。また、両イ員J面や上面には灰自色の粘土が認められたことから、粘土を主とし

て構築されたカマ ドであったことが理解される。住居の拡張が各コーナーを中心に北壁と南壁側

へ行われているが、カマ ドの位置は変えられていない。

旧住居のプランはコーナーの九味が強い隅丸方形に近い形態にあるが、拡張後は主軸方向に規

模が大きくなっている。旧住居址の規模は590× 560cmほ どである。

主柱穴は対角線上に位置するPl・ P2・ P3が発見されている。 4本主柱 と考えられ、各コーナー

部よりも内側へ寄った位置に設けられている。この他、北壁下の幅広い濤状の掘 り方内には、カ

マ ドを扶んで 2個一対の隅丸方形を呈する柱穴P4・ P5° P6・ P7が設けられていた。
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第50図 第10号新住居址 (1/。 )
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第51図 第10号旧住居址(%)
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遺物の出土状態 今回の調査で発見された

同時代の住居址の中では出土遺物が最も多

い。しかしそのほとんどは覆土中からの出

上である。床面では中央部とカマ ドの両イ員‖

から完形品及び半完形品が出土した。

出土遺物 (第 53図 )

土器  lTh。 高台不・蓋・小形甕・小形短

頸壺・短頸重がある。

土師器lTN(1～ 4)1・ 2は 口縁が内鸞

気味に立ち上がる黒色土器である。 1は底

部と底部周辺をヘラ削 りした後磨いている。

1・ 2共に焼成は良く赤褐色を呈す。 3は

甲斐型のlThで、外面と底部をヘラ削りした

後磨いている。内面と内底面には暗文が施  0
されており、胎土は良好で焼成も良 く、赤

褐色を呈す。混入品であろう。 4は手担ね

の不で口唇部に沈線が認められる。胎土に

砂粒を含み、焼成は不十分で赤褐色を呈す。

本址に伴うものではないだろう。

1、 禍色土 (焼土・炭化物・ローム粒混入)

2、 粘± 3、 焼± 4、 褐色土 (第 1層 よ

り黄味が強い) 5、 赤掲色土 (焼土・炭化
物多量に混入) 6、 黄褐色土 (焼土・炭化
物・ローム粒混入)

第52図  第10号住居址カマド(%)

須恵器lTh(5～ 9)須 恵器lThは法量がほぼ等しい。5は 口縁が内鸞気味に開き、6は直線的に

開 く。 5。 6共に内外面ロクロナデされ、底部は糸切 りである。 5は胎上に白色粒を含み、焼成

は良 く青灰色を呈す。 6は胎上に自色粒を比較的夕く含み、焼成はあまり良 くない。黒青灰色を

呈す。 7・ 8は酸化炎焼成によるもので鮮やかな橙褐色を呈す。内外面ロクロナデされている。

底部は糸切 りであるがかなり雑である。胎土には自色粒を含み、内外面には火だすき痕が認めら

れる。 9はやや厚手で口縁が直線的に開く白色須恵器である。内外面はロクロナデされており、

底部は回転ヘラ削りである。胎上には白色粒をわずかに含み、猿投産灰釉陶器の胎土と似ていると

色調は自色である。                               |

高台lTh(10～ 15)い ずれも須恵器である。10～ 12は 口径が小さく、13～ 15は 口径が比較的大き

い。10は 日縁が強 く立ち上が り、腰部内外面に稜をもつ。底部外周を回転ヘラ削りして高台を付

けており、中央には糸切 り痕をとどめている。高台は比較的高 く端部はやや膨らみをもつ。胎土

には白色粒を含み、焼成は良 く青灰色を呈す。11は腰部が張る器形である。内外面ロクロナデさ

れているが内底面は特に滑らかである。底部は外周を回転ヘラ削りして高台を付けており、中央

部には糸切 り痕をとどめている。高台は低いもので端部を外方へ突出させている。胎土は白色粒

と黒色粒を含んでおり、わずかに責味のかかった青灰色を呈す。12は胎土に白色微粒をわずかに

3   6
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含み、焼成は良く灰黒色を呈す。13は 口縁が直線的に大きく開く深身の高台lThである。底部は回

転ヘラ削 り後高台を付け、内イ員1のみロクロ調整されている。高台は低 く高台の稜は鋭い。胎土に

は自色粒・石英粒を含んでおり、焼成は不十分で器面は全体にザラついている。14は 底部回転ヘ

ラ削 りで高台付け後調整されている。底部は厚 く、高台は台形を呈す。胎土には白色粒を多く含

み、焼成は良 く青灰色を呈す。15は 外面に自然釉がかかっている。

蓋 (16～ 21)蓋 には口径の大きい16と 、中程度の17・ 18、 やゃ小振 りの19～ 21と があり、17の

み灰釉陶器の蓋である。16は平坦な天丼部から緩やかに内彎 しつつ口縁に至る器形である。口縁

はやや外開きであり、先端部は丸味をおびている。天丼部は回転ヘラ削りされており、宝珠のつ

まみを付けた後その周辺のみ調整されている。内外面ロクロナデされており、内面には外周に沿

って自然釉がかかっている。胎上には白色粒・黒色粒を含んでおり、焼成は良 く青灰色を呈す。

17は灰釉の蓋である。口縁は内折 した後丸味をおびて外側へわずかに端部が突出する。天丼部は

厚 く、天丼部全面に淡責緑の釉がかけられている。折戸10号窯期の猿投産である。18は 口縁が外

開きに内折する。全体に薄手で焼成は良く、内面には自然釉がかかる。19は天丼部に回転ヘラ削

り痕 をとどめる。口縁部はわずかに内折しており、先端部は断面三角形を呈す。胎土には自色粒

を含んでおり、黒灰色を呈す。 20・ 21は 口縁部が一旦外側へ屈曲した後に垂れ下がる。20は 先端

部が平坦に近いが、21はやや尖 り気味である。21は天丼部が糸切 りのままであり、摘みを付けて

いない。胎上には白色粒を含んでおり、全体に黄味のかかった青灰色を呈す。

刈ヽ形甕 (22)口縁に最大径をもつ須恵器の小形簑。口縁部は短かく緩 く外反し、日唇部は平坦

で外傾 している。内外面ロクロナデで外面は特に丁寧である。胎土には黒色粒 。自色粒を含み、

内面には黒色物が熔出している。青灰色を呈す。

刈ヽ形短頸壺 (23)肩部に最大径をもつ須恵器の小形短頸壺。短い口縁部は外反気味に開き、端

部は丸味をもっている。内外面共に肩部から口縁にかけては丁寧にロクロナデされている。胎土

には自色粒を含み、色調はやや黒味をおびた青灰色を呈す。

短頸壼 (24)須恵器の短頸壺。扁球形の胴上位に最大径 をもち、口縁はやや外返気味に強 く立

ち上がる。全体に薄手で、粘土紐巻き上げ成形後ロクロ調整されている。胎土には黒色粒を含み、

焼成は良 く黒青灰色を呈す。口縁部内側と胴部には自然釉がかかる。

第 12号住居址 (第 54・ 55図、図版第9-2)

検出状況 本址は発見された住居址の%ほ どが455-1の 南隅に位置している。455-1は 南隅全
体に切土と削平をし、この上に石積みをして畑の境 としている。石積みはカマ ド上の壁際に地山

面から積み上げられている。このため本址は全体に攪乱を受けており、殊に西側での攪乱と削平

が著 しい。 しかし第15号住居址の壁に切られた形で発見された柱穴が東コーナー部に設けられて
いたものと考えられたため、本址の規模とプランについては大略を推定しえた。

一方、本址の北側には本址を切った形に第15号住居址が設けられている。本址は第15号住居址

上に貼床をしていた可能性 もあるが、攪乱が激しいこともあり、両者の重複関係は判然としなか
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った。また、本址の床面下には第61・ 63号土娠、南コーナー部には第57・ 58号土壊が存在する。

遺構の構造 南壁中央右寄 りの位置にカマ ドを有する住居址である。住居址は400× 380cmtュ どの

主軸方向に長い隅丸長方形を呈すものと考えられ、主軸は S15° Wを 向 く。

壁は掘 り込みの深い南壁が比較的安定しており、30cmほ どの壁高で遺存している。東壁
。西壁

は攪乱のため不整な壁となっており、西壁はその中央部までしか検出できなかった。

周濤は西壁下にわずかに認められた。

床はローム層を掘 り込んだ後に埋め戻して貼床をし、床面 としているが、北側は掘 り込みが浅

いこともあり、おそらく黒色系土層中への貼床であったと想定される。検出された床面はそれほ

ど堅 くはなく、西イ員」では攪乱による凹凸が著しい。

主柱穴は西ヨーナーのP6、 それにP6と 対角線上に位置するPlであり、南コーナー部には発見さ

れなかった。P4・ P5は カマ ドに関わる施設とみられ、P2'P3は柱穴とすれば補助的なものであろ

うか。

カマ ドは南壁中央右寄 りの位置に設けられている。隅九方形の掘 り方をもち、断面は浅 く船底

状に窪んでいる。左イ員‖面部から肩部にかけて灰白色の粘土が付着 していた他は、焼土や礫等はま

ったく検出されなかった。焚口部に円形の浅い掘 り方があり、これは袖石を据えるための施設で

あったのだろうか。掘 り方の規模からみて、全体に小形で粘土を主として構築されたカマ ドであ

ったと考えられる。

遺物の出上状態 住居址の掘 り込みが浅 く、また、全体に攪乱を受けているためか出土遺物は少

ない。床面からの出土遺物はほとんど認められなかった。

出土遺物 (第 55図 )

土器 土師器・簑がある。甕は口縁に最大径を

ヨナデ、胴部は縦方向に軽 くヘラ削りされており

等を含んでおり、焼成は良 く明褐色を呈す。

第 14号住居址 (第 8・ 56図 、図版第10-1)

検出状況 第13号住居址の精査に伴い明らか

となった住居址である。住居址の北側は未調

査 となってしまったが、カマ ドを調査しえた

のは成果であった。住居址は南の第13号住居

址 と西側の第15号住居址を切っており、カマ

ド東脇の床下には第13号住居址の埋甕炉が発

見された。

もつ長胴形のものであろう。口縁部内外面はヨ

、内面は丁寧に調整されている。胎土には雲母

第55図  第12号住居址出土土器(%)

遺構の構造 南壁中央右寄りの位置にカマ ドを有する住居址である。規模は明らかでないが隅九

長方形を呈する住居址と考えられ、主軸は S14° Wを 向く。

壁はローム面に掘り込んでいる北壁が 8 cmほ どの高さをもっている。東壁はほとんど認められ
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ず、西壁も判然としなかった。

周濤は各壁下に設けられている。

床は北壁際でローム面を直接床面としている他は、全体にローム面上へ貼床をしている。床面

は全体に軟弱であったため、十分に検出しきれなかった。

柱穴は南コーナー部にP2と P3の 2箇所、西コーナー部のP5内 にP6が 1箇所設けられている。P5

は柱穴と重複しており、第15号住居址の施設とも考えられたが判然としなかった。上面に貼床は

行われていない。

カマ ドは南壁中央右寄 りの位置に設けられている。86×82cmの 平面形が円形を呈する掘 り方を

もち、燃焼部は船底状を呈 している。袖石や天丼石は認められず、上面にわずかに礫が遺存 して

いたのみである。全体に粘上の小ブロックが認められ、特に燃焼部では灰褐色の粘土を主体 とし

た層が厚 く堆積 していた。カマ ドは粘土を主として構築されたものと考えられる。

遺物の出土状態 遺物の出土量は少なく、覆土とカマ ド内から若子の上師器と須恵器が出土した

のみである。

出土遺物 (第 56図 )

土器 不・蓋・小形甕 。甕があり、量的には須恵器が多い。

不 (1～ 3)1は 黒色土器で底部に糸切 り痕をわずかにとどめる。内面は黒色手法をとってい

るが光沢はない。胎上には微赤粒・砂粒を含み、焼成は比較的良 く橙褐色を呈す。 2・ 3は須恵

器。 3は底部糸切 り。 2。 3共に胎土に白色粒・黒色粒を含み灰色を呈す。

蓋(4)須 恵器蓋。内外面ロクロナデされており、端部はやや厚 く仕上げられている。胎土は

ややガサついており、白色粒・黒色粒を含む。

小形甕 (5)胴 都中程に最大径をもつロクロ成形された小形甕。口縁部内恨Jと 胴部にカキロが

施される。胎土に砂粒を含み、焼成は良 く明褐色を呈す。

甕(6)6以 外にカマ ド内から出土した須恵器甕の大破片がある。 6は 口縁が強 く外反し、口

縁部内側に段をもつ。口縁部内外面はヨコナデされ、内面はその後丁寧にナデられている。胴部

内外面はカキロ

様の調整が施さ

れており、外面

は若干ナデられ

ている。胎土に

は雲母 と砂粒を

含み、焼成は良

く赤 褐 色 を呈

す。

＼
          3

1 0Cm

5

第56図  第14号住居址出土土器(/)
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第 15号住居址 (第 54図、図版第10-2)

検出状況 本址は東側を第14号住居l■に切られており、南側の第12号住居址を切った形にある。

住居址はローム層を掘り込んでいるものの、地表までが浅いため攪乱が多く及んでいる。しかも

調査できたのが一部分であったことから、本址については不明な部分を多く残している。

遺構の構造 コーナーの九味の強い隅丸長方形プランの住居址と考えられる。

壁は緩い傾斜をもつ南壁が検出されたのみである。

周濤は設けられていない。

床面は攪乱のためか軟弱で凹凸があり、判然としない。ローム層まで掘り込んだ後に埋め戻し

て貼床をしたものと考えられる。

遺物の出土状態 遺物は覆土から数点の土器片が出土したのみである。

第 16号住居址 (第 35・ 57・ 58図、図版第5-1)

検出状況 検出状況については第4号住居址の項を参照されたい。

遺構の構造 住居址の大部分は用

地外にあるものと考えられ、また

第 4号住居址 と重複する部分でも

柱穴等は発見されず、プランはほ

とんど判然としなかった。そのた

めここでは発見されたカマ ドにつ

いてのみ記すこととする。

カマ ドはD-8グ リッドに位置

しており、主軸はE30° Sを 向 く。

扁平礫が 1枚ずつ両袖に直立して

いるが、 これがネ由先端苦Бに 7贅 ると

は思われない。焚田部から煙道部

にかけては平面形が柄鏡形を呈す

る掘 り方があり、断面形は煙道部

で一段高くなっている。燃焼部の

上面には天丼石と考えられる礫 も

遺存したようであるが、詳細は不

明である。

遺物の出土状態 カマ ド西側より

皿と不が出上した。

出土遺物 (第 58図 )

土器 皿・不がある。

1、 赤褐色土

2、 焼土

3、 黄褐色土

4、 黒褐色土

5、 黒褐色土

(焼土粒多量に含む)

(焼土・ローム粒混入)

(焼土・ローム粒混入)
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皿(1)底 部から立ち上がる部分がわずかにくびれ、厚い口

縁が直線的に開 く。内外面ロクロナデされており、底部は糸切

りである。全体に厚手のつ くりで底部も比較的厚いがそれほど

特徴的ではない。胎上には石英粒を含み、焼成は比較的良く明

褐色を呈す。

lTh(2・ 3)2は 底音Ьから立ち上がる部分にくび/Lを もち、

腰部がやや張 り、口縁は外反する。内外面はロクロナデされて

いるがそれほど丁寧ではない。底部は糸切 りである。全体に厚

手のつくりであるが、底部はそれほど厚くない。自色粒・石英

粒を比較的夕く含む。成形・焼成はあまり良い方ではなく、明

くくミ〔二[[]::::号ララフ
I

瓜

く
そこ]L三 多

ケ

π

2

3

1 0Cm

第58図  出土土器(%)

褐色を呈す。 3は底径が大きい割 りには器高が小さく皿に近い形態である。底部から腰部への移

行部は丸味をもってお り、回縁はやや内彎気味に開く。内外面共丁寧にロクロナデされているが、

外面にはロクロ痕をとどめる。内底面は平滑であり、底部は糸切 りで平lBである。胎土は比較的

良く、白色粒・微赤粒を含む。焼成は普通で明褐色を呈す。

第 17号住居址 (H区第 1号住唇址)(第 10・ 59図、図版第11-1)

検出状況 D・ E-16グ リッドに堅緻な床面が発見されたため、この床面の広がりを追求し、プ

ランの把握に努めた。住居址の南側約%ほ どは用地外にある。また、東側は縄文時代中期の第18

号住居址 と重複し、北側は第19号住居址に接している。

プラン把握への手掛か りとなるものと思われた床面は、礫を多く含む不安定な地山面を貼床状

に整えて設けられている。このため堅緻な部分の周辺部は部分的に検出されるのみであり、殊に

東北のコーナー部に相当すると思われる部分では非常に不明確であった。このように、本址は他

の遺構と重複関係にある等、また地山面が安定していなく壁の立ち上が りが検出されなかったこ

ともあり、プランは堅緻な床面の広がりと、部分的に認められた貼床の残存部の位置、それに本

址に伴うと考えられる柱穴との相互関係から想定した。

遺構の構造 本址は平面形が隅丸方形を呈する住層址 と考えられる。規模については明らかでな

いが、各コーナー部の対角線上に位置する隅柱 と考えられるPl・ P2間 は460cmほ どあり、P2'P10間

では440cmほ どある。住居址の方向は、H区で発見された同時代の他の住居址 と同様の方向をとる

ものと考えられる。

壁は、礫を多く含む不安定な地山面に掘 り込んだ東壁が、わずかな立ち上が りをもって発見さ

れた。他の同時代の住居址 と同様に、おそらく南壁は地山中に比較的深 く掘 り込んでいるものと

思われる。

周濤は検出されなかった。東壁下では、掘 り方を埋め戻して床を設ける際に、おそらく周濤も

設けられたものと思われるが、検出できなかった。

床面は地山礫を多く含む地山面を貼床状に整えて堅緻な床面 としているが、東コーナー部周辺
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では貼床状の床面が部分的に認められた程度である。また、東壁側の濤状の掘 り方部は埋め戻し

て貼床をしたものと考えられるが、堅緻な床面は認められなかった。

柱穴は各コーナー部に設けられていたものと考えられる。Pl'P2'P10であり、対角線上に位置

する隅柱であろう。

遺物の出土状態 東側濤状の掘方底面に甕の胴部片が遺存していた。また、床面からは鉄鏃が出

土した。その他はすべて覆土中からの出上であり、本址の時期決定に足る

資料はない。

出土遺物 (第 59図 )

鉄鏃 広根型式の鉄 と思われる。柳葉形を呈する腸袂のつ くものであろ

う。重さ5,3g。

第 19号住居址 (II区 第3;住居址)(第 11・ 60・ 61図 、図版第12-1)

検出状況 B-16グ リッ ドに鉄製鎌と床面が発見されたことにより、存在

が明らかとなった住居址である。住居上の北側から西イ貝1に かけては縄文時 
第59図 出土鉄鏃 (%)

代中期の第20・ 21・ 22号住唇址 と重複関係にある。一方、南側では縄文時代中期の第18号住居址

と部分的に重複しているとみられる。また、住屠址の南ヨーナー部床下には第74号土墳が存在し、

西南部では第17号住居址 と接 した形に設けられている。

床面はローム層中に設けられているものの、明確に検出できたのはB-16周辺のみであり、他

の部分は軟弱で判然としなかった。このため住居址の西側は周濤の検出によってプランを把握 し

た。また、住居址の北側から東側にかけての約%ほ どは縄文時代中期の第21・ 22号住居址の覆土

中に設けられていたため、この部分についてはプランの把握に的確 さを欠いてしまった。しかし、

セクション観察によって第21号住居址の覆土中に本址の存在を認めえたため、規模やプランにつ

いては略々推定しえた。 したがってセクション観察でも明らかであったが、本址の東ヨーナー部

は用地外に存在している。

遺構の構造 検出された住居址の最大幅は、南壁に並行する住居址の主軸線となるものと思われ

る位置で約600Cmほ どある。これに直交する軸線の長さは、第21号住居址のセクションに現われた

状態から推測すると480cm前 後となろう。平面形は検出された住居址のあり方からみて隅丸方形を

呈するものと思われる。

壁は地山面への掘 り込みが全体的に浅いため、掘 り込みが比較的深 くなる南壁部のみ検出され

た。しかし、ローム壁高は高い部分で10Cmほ どしかなく、西側コーナー寄 りの部分ではごくわず

かに認められた不呈度である。

周濤は南壁下の西イ員1か ら西コーナーヘかけて設けられており、さらに石組状遺構を挟んで北へ

続いている。また、一部分ではあったが南コーナー部にも認められるため、南コーナーを中′いに

東壁へかけて、西十員1と 対称的な形で設けられていたことも考えられる。

残存する床面は地山面を直接床面としているが、B-16周辺以外は軟弱であり、これらの部分
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では地山礫が床面に突出している。 B

-16周辺は、下位の第74号土獲上に貼

床をする等堅緻な床面を残していたが、

それに連なる東側部分は不安定な礫を

多く含む砂質の地山層中に設けられて

いたため、壁等 と共に検出できなかっ

た。

カマ ドは発見されなかった。当初、

住居址西側の周濤ライン上に石組が発

見されたため、カマ ドを想定して精査

した。石組は小規模ながらも袖石や天

井石らしきものを有して箱形に組まれ

ていた。 しかし、浅い掘 り方は認めら

れたものの、遺物や焼上 。粘土等はま

ったく検出されず、カマ ドとは認め難

い施設であった。

柱穴は明らかでないが、コーナー寄

りのものとしてP4と P5が考えられよう。

A B
，

２

３

責禍色土

褐色土

ロームブロック

第60図  第19号住居址石組 (1/0)

遺物の出土状態 住居址南コーナー部の床から鉄製鎌が出上した。鎌は、焼土粒と木炭粒が100×

80cmの楕円形を呈して集中する硬い床面上に遺存していた。付近からは遺物は出土せず、また粘

土等も認められないことから、この部分はカマ ドl■ とは考えられなかった。この他、本址の時期

を決定できるような遺物の出土はない。

出土遺物 (第 61図 )

鎌 刃部最先端 と基

部を欠損する。刃部は

直線を呈し、逆に背は

丸味をもって基部へつ

らなる。基部は身部よ

|)も 幅が狭いが l cmほ

ど厚い。

第61図  第19号住居址出土鎌(%)
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第 23号住居址 (Ⅱ 区第7号住居螂  (第 62・ 63・ 64図、図版第14-1・ 26.-6)

検出状況  C-20グ リッドに石組カマ ドを発見したことにより、存在が明らかになった。
本l■は、縄文時代中期の第24号住居址覆土中に構築されている。東壁部はローム面へ掘り込ん

でいるものの、プランの大概は第24号住居址覆土中での床面の広がりによって把握した。まず、

カマ ド周辺の床面を露呈し、東壁側と北壁側へ床面を追求した。床面はカマ ド周辺部では厚い貼

床となっているものの、北壁側へは緩 く傾斜して薄くなり、北壁部では下位の第24号住居址の床

面へと続いてしまう。一方、西壁側では床面の追求から一部壁の立ち上がりを検出しえたものの、

西コーナー部から西壁側にかけては十分検出しきれなかった。このため西コーナー部のプランに

ついては、柱穴と考えられたP3と床面の広がり、それに西壁の一部との関係により推定した。

第62図 第23号住居址(%)
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ところで、カマ ド周辺の貼床の状態と貼床下の施設の存在、それに東壁十員1に設けられている同

規模の小竪穴状の施設が同地点で新たに設けられていること等からみて、本址は改築の行われた

住居址であることが予測された。しかし、住居を拡張 した様子は認められず、また、カマ ドにつ

いても移動した痕跡等検出しえなかった。このため本址は住居を拡張することなく、何等かの理

由によリカマ ド周辺部のみ部分的に改築 し、これと共に東壁側の施設も新たに設け直された特異

な事情をもつ住居址であると考えられた。

遺構の構造 南壁中央やや西寄 りの位置にカマ ドを有する隅丸方形プランの住唇址 と考えられる。

住居址の規模は450× 440cmほ どあり、主軸方向は S24° Eを 向 く。

壁は、ローム層中に掘 り込まれていた東側でごく浅い東壁部の立ち上が りを検出した他は、西

壁の一部を除いてほとんど検出できなかった。

周濤も、ローム層中に掘 り込まれて設けられた東壁部に沿ってのみ検出された。周濤は 1本の

濤状 を呈すものではなく、長円形の小ピットが連続するものであり、深さは 6 cm前後と比較的浅

い。

床は、ローム層中に設けられた東壁沿いの部分が直接ローム面を床面としている他は貼床であ

る。貼床はカマ ド周辺が厚 く、北イ員1へ薄い。カマ ド周辺では、改築前にはカマ ドに伴ったと考え

られるPlと P2に貼床がなされており、P6も床下に検出された。

柱穴は東コーナー部のP8の他は、P8と 対角線上に位置する西ヨーナー部のP3が相当しよう。P8

は底面に上面の平IBな地山石が存在する。床面からの深さは21cmで ある。一方、北コーナー部と

南コーナー部では柱穴は検出されなかった。 しかし変則的ではあるが、北壁際のP5がこのうちの

1つに相当しよう。

カマ ドは南壁中央やや右寄 りの位置に構築されている。石組カマ ドで、袖石には厚い角柱礫 と

厚い扁平礫を据えている。燃焼部は船底状を呈して一段高い煙道部へと続いており、煙道部の先

にはカマ ド石が散在している。焚田部から燃焼部・煙道部にかけては焼土・炭化物・灰を含む黒

褐色上が充満し、燃焼部ではこの上層の上に燃焼面が一枚みられる。焚口部周辺の床面には煤状

の漆黒土が広 く認められた。

カマ ド焚口部 と焚口部右側にはピットが設けられている。Pl・ P2共 にカマ ドに関係 した施設と

考えられるが、両者共に上面に貼床がなされている。Plは カマ ド焚田部に設けられており、カマ

ド燃焼部を埋める土層とほとんど同質の上層で埋まっている。P2は拳大から人頭大の角礫や扁平

礫 を底面に遺存しており、ピットは炭化物や焼上を含む責褐色上で埋められている。Plと P2は共

存 したものではなく、各々カマ ドとセットをなしたものと推測される。しかしカマ ドは最終的に

はこうした施設を伴っていないため、問題が残るソ点でもある。

また、これらのピットと同規模で、P2と 同様、ピット内に礫等を有するP6と P7がPlを挟んだ東

壁寄 りの位置から発見された。このP6'P7は 縄文時代中期の第 8号住居址の柱穴と同地点で重複

している。このうちP6に は貼床がなされてお り、後に同地点に設けられたP7に切 られている。共
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に覆上中に礫を有しており、P6か らは礫の他に不が 1点出土した。P7か らは遺物は出上しなかっ

たものの、P6`P7は同性格の施設とみてよいであろう。Pl・ P2に貼床がなされていること。また、P6

に貼床がなされ、同地′ミに同性格の施設と思われるP7を新たに設けている等、これらの施設のあ

り方には一連する事象の存在を想定させるものがある。

1、 黒褐色土 (焼土糧・炭化物混入) 2、
暗黒掲色土 (焼土粒。炭化物混入で硬質)
3、 焼± 4、 黒褐色土 (焼土粒・炭化物・

山一ム粒・煤状漆黒土塊混入) 5、 暗責掲
色土 (第24号住居l■覆土) 6、 黄褐色土 (

第24号住居址覆上) 7、 漆黒色土 (煤状を
呈す) 8、 貼床 9、 黒褐色土 (灰混入)

第63図 第23号住居址カマド(%)
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P4は 灰釉陶器 と土師器を出土したが、本址に伴う施設であるのか判然としない。

遺物の出土状態 床面ではP2の脇から皿が出上した。また、カマ ド右側の貼床中からも皿が出土

し、P6内 からはlThが出上した。この他はカマ ド焚田部周辺から出土した。

遺土遺物 (第 64図 )

土器 皿・lThがある。

皿 (1～ 7)ロ クロ成形糸切 り底の皿である。 1～ 3は底部を厚 く切った皿で、口縁がやや内

鸞気味に立ち上がる。 1は底部を厚 く切るために糸のをヽけ口を 3 mmほ ど下位に下げて掛け直した

後切っている。右回転ロクロ成形で胎土には白色粒を含み、焼成は比較的良く明褐色を呈す。 2

は胎上に微石粒を含み、焼成は比較的良 く、やや くすんだ橙褐色を呈す。 3はやや薄手であり、

内底面中央部がやや深 くなっている。右回転ロクロ成形で胎上に石英粒を比較的多く含む。焼成

は良 く赤褐色を呈す。 4は底部を擬似高台にしたもので、器高が高く全体に厚手のつ くりである。

厚 く丸い口縁が直線的に開 く器形で皿部は浅い。胎土には石英粒を身く含んでおり、成形・焼成

共にあまり良 くない。明褐色を呈す。 5は 全体に器肉が厚 く、口縁部が内彎気味に立ち上が り、

底部が張 り出さない器形。内底面は平坦で、外面にはロクロ痕が認められないが口縁部内面のみ

ロクロナデされている。焼成はやや劣 り明褐色を呈す。口縁内イ貝1に黒色物が付着している。 6は

回縁が内彎気味に大きく開 く器形。底部は比較的薄 く上底様の底部となり、糸切 りは比較的丁寧

である。右回転ロクロ成形で内外面はロクロナデされており、ロクロ痕は顕著でない。胎土には

粒子をそれほど多く含んでおらず、焼成は良 く赤褐色を呈す。 7は器高が低 く口縁が直線的に開

く器形。底部は薄 く上底状を呈 し、糸切 りは比較的丁寧である。右回転ロクロ成形で内外面ロク

ロナデされているが、外面にはロクロ痕が残る。胎土には微赤粒を含み、焼成は良 くくすんだ橙

褐色を呈す。

lTN(8。 9)8・ 9は P6内 出土。 8は 口縁が直線的に開く。腰部にロクロ痕をわずかにとどめ

る。内外面ロクロナデされているが、内底面は特に丁寧に調整されている。胎土には石英粒等を

含み、焼成は 9ほ ど良 くなく橙褐色を呈す。 9は 口縁が内彎気味に大きく開 く器形。外面にはロ

クロ痕をとどめずロクロナデされており、内面も丁寧に調整されている。胎土の状態は 8と 同じ

で、焼成は良 く明褐色を呈す。

V＼ ヱ マ 叉丘 ψ 5

ー

＼

第64図  第23号住居址出土土器(/)
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第 25号住居 llL(H区 第9号住居址)(第65・ 66図、図版第15-1・ 26-7)

検出状況 本址は北側を第31号住居址に切 られると共に、第30号住居址の北十員1に切 り込んでいる。
また、東コーナー部は第29号住居址西コーナー部上に貼床をして設けられていた。

地山面は全体に北側へ緩 く傾斜しており、北壁側床面は地山面に掘 り込まずに直接地山面を床

面 としている。この部分の床面は堅緻であり、床面の北側ラインは容易に検出しえた。一方東コ

ーナー部は第29号住居址覆土中への貼床であり、貼床は部分的に検出しえた程度であった。 しか

し床面から灰釉陶器が出上したことから、この灰釉陶器の位置と貼床のあり方の両者から、この

部分のプランを捉えることができた。

遺構の構造 平面形はコーナーの九味が弱い長方形を呈するものと思われる。長軸方向の大きさ
は不明であるが、発見された部分での短軸方向には330cmほ どある。長軸はN30° Eを 向く。

壁はローム層への掘 り込みが深い南壁から東壁にかけては20cm前 後の立ち上がりとなり、壁面

も安定 している。北壁は検出しえなかった。

周濤は南壁下と東壁下に検出された。比較的幅が広 く、深さも10cm前後あり、周濤内には小ピ

ットが認められる。

床は水平で堅緻である。北壁イ貝1は ローム面を直接床面 としているが、掘 り込みの深い南壁イ民1は

埋め戻して水平な床面としている。第29号住居址 と重複する東コーナー部は覆土への貼床であり、

部分的に検出しえた。

住居中央部に相当すると思われる位置に拳大、人頭大の礫を有するPlが設けられている。ピッ

トは平面形が80× 70cmほ どの楕円形を呈し、断面形はタライ状を呈 している。ピット上面に貼床

はない。ピットは、その覆上下部 2層が住居址の覆土と同質であることから、ピットは住居廃棄

時には開口していたと考えられた。ピット内からは遺物は出上しなかった。

また、ビットから東壁イ民!へ 120cmほ ど離れた位置に集石が設けられていた。集石周囲には掘 り

方がなく、覆土中にも掘 り込みが認められないことから、集石は本址に伴うものと考えられる。

集石は大きい角柱状のものが一部床面に食い込んでおり、大きいものは床面に立てられていた様

である。集石間の礫下からlThが 2点出上した。

柱穴やカマ ドは検出されなかった。

本址は第30号住居址 と同規模の住居址である。第30号住居址は火災に遭った住唇址 と考えられ、

その状況からみて、そのまま放置されずに整理されたものと思われる。また、本址の南壁の掘 り

込みが第30号住居址の覆土中には観察されなかったことから、本址は第30号住居址が埋没しきら

ない比較的早い段階に設けられた住居址であることが理解される。このため本址は第30号住居址

焼失後、新たに建て替えられた住居址である可能性が強い。

遺物の出土状態 ほとんどが覆土中からの出土である。特異な例 としては、集石間の礫下床面よ
りlTNの大破片が 2個体分出土した。

出土遺物 (第 66図 )
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皿

1、 表土層 2、 第3号住居luLA± 3、 黄

掲色土 (ロ ームブロックを含む) 4、 黒禍
色土 (ロームブロックをわずかに含む)

5、 禍色土 (ホ炭片・ロームブロック等を合

む) 6、 褐色土混りの責褐色土 (貼床に用
いた土層) 7、 暗黄編色± 8、 晴裾色土

(炭化物・ローム粒を含む) 9、 暗禍色土

第65図 第25。 30号住居址(%)
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土器 皿・不・碗がある。

皿 (1～ 9)ロ クロ成形糸切 り底の皿。 1・ 2は底部を厚 く切 り、厚い口縁が直線的に開く。

1は底部をわざわざ厚 く切っており、底面を磨って平坦面 としているため糸切 り痕をとどめない。

内外面ロクロナデされておリロクロ痕は顕著でない。胎土には石英粒 。長石粒を含み、焼成は比

較的良 く赤褐色を呈す。 2は器高がやや低 く明褐色を呈す。 3は底部がやや張 り出し、口縁部が

内彎気味に立ち上がって開 く。内外面ロクロナデされておリロクロ痕は顕著でない。焼成は比較

的良い。 4は底面の平坦な擬似高台状の底部を有し、厚い口縁がわずかに立ち上が り気味に開く。

右回転ロクロ成形で内外面ロクロナデされており、外面にはロクロ痕をわずかにとどめる。胎土

には白色粒を含み、焼成は普通で明褐色を呈す。 5～ 8は底部が高台状に厚 くつ くられ強 く張 り

出す。器高は 3 cm以上あり、厚い口縁が直線的に開く。 5は右回転ロクロ成形。胎上に石英粒を

含み明褐色を呈す。 6は 内外面ロクロナデされており、外面にはロクロ痕をとどめない。底部は

やや雑な糸切 りである。 7は内外面ロクロナデされ、内底面中央部が窪んでいる。底面は平坦で

糸切 りは比較的丁寧である。焼成は良 く明褐色を呈す。 8は 口縁が外へ弘き出てお り、底部は外

へ大きく張 り出す。内底面中央部が一段低 く凹む。内外面ロクロナデされており、ロクロ痕をと

どめない。底面は平坦で糸切 りは比較的丁寧である。胎上には白色粒を含み、焼成は良 く明褐色

を呈す。 9は 口縁が直線的に開き、底部のつ くりが薄い。器高は比較的低 く口径に対する底径比

が比較的大きい。内外面ロクロナデされており、ロクロ痕をほとんど残さない。焼成は良 くくす

んだ橙褐色を呈す。

不 (10・ 11)10は底部から立ち上がる部分に括れをもち、腰部が内彎しつつ開く器形。底部は

比較的厚 く糸切 り痕をとどめる。内外面ロクロナデされているが内底面にはロクロ痕が残る。11

は内そぎ状の口唇部をもち口縁部が直線的に開く器形。内外面ロクロナデされており、外面から

内面にかけて縞状に黒色物が付着 している。 10。 11共に集石中の礫下床面より出土したもので、

10は覆土中出土のものと接合 している。

マ I逹IL/2Y た‐/4＼珪ぼ 5

ピ 6連 7Ⅵ 休 ウ 9

第66図  第25号住居址出土土器(%)
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碗 (12)口 縁が内彎 しつつ開く深身の比較的大形の碗。底部付近の腰部はヘラ削りされておら

ず底部には糸切 り痕をとどめる。高台は貼付け後ロクロ調整されているが付け方は雑であり、高

台には亀裂が入っている。内外面共に施釉は不明であるが内面には自然釉が甚卜かっている。また、

欠損部のほぼ全周には黒色物が付着 している。折戸53号窯期の東濃産の碗である①

第 26号住居址 (H区第10号住居址)(第 14・ 67図 )

検出状況 第24号住居址の覆土掘 り下げの段階で遺物が比較的夕く出土し、また部分的に硬質の

貼床状の面が認められたが、プラン等十分確認しえなかった。このため本址についてはセクショ

ン観察を主として推定することとなった。

遺構の構造 遺物の出上した部分 と貼床状の硬い面が認められた範囲、それにセクション観察を

合わせて本址のあり方を推定すると、本址はそのほとんどが用地外に存在するものと考えられる。

遺物の出土した部分と貼床状の面が認められた範囲は、おそらく住層l■の東コーナー部であった

と思われ、住居址の方向は第23号住居址以外の同期の住居址 と同様の方向をとっているものと予

測される。

セクション観察によると、本址は第24号住居址の覆土上部に掘 り込んで設けられており、第24

号住居址の床面上40cmほ どの位置にある。竪穴の掘 り込みは南側が30Cmほ どあり、北十員1は 20cmほ

ど掘 り込んでいる。覆土は炭化粒を含む黒味の強い黒褐色上である。

床は15cm前後の厚さで全体に埋め戻して床面を設けている。埋め戻した貼床部はローム粒混入

の黒褐色土で、しまりの良い黒褐色の硬質ブロックを含んでいる。床面は堅緻であるが北側では

軟弱な部分が多く、全体に緩 く北へ傾斜している。床面には中央部に人頭大の礫が遺存 していた。

遺物の出土状態 出土した遺物は東コーナー部の覆土中、あるいは床面出土のものと考えられる。

この他、丁寧で作 りの良い完形の高台皿が、セクションに現われた南壁寄 りの貼床中から正位の

状態で出土した。高台皿は竪穴の掘 り方の底面に遺存していたことになり、埋め戻して床を設け

る時点かそれ以前のものとして、そのあり方が注意される。

出土遺物 (第 67図 )

土器 皿・高台皿・ lTh・ 高台lTh・ 鉢がある。

皿 (1～ 6)ロ クロ成形糸切 り底の皿である。 1～ 3は底部を厚 く切 り、口縁が直線的に開く

もので、 1・ 2は 口径がやや大きく器高も高い。共に底部は擬似高台状につ くられている。 1は

底部を平坦にするため厚みのある糸切 りの出口を焼成前に取り除いて調整 している。このため糸

切 り痕が%ほ ど消えている。 2の底面は平坦で糸切 りは丁寧である。 1・ 2共に内外面をロクロ

ナデし、外面にはロクロ痕をとどめない。胎土は良好で色調も等しく、焼成も良い。 2は右回転

ロクロ成形である。 3は 口縁がやや内彎気味に立ち上がる。内外面ロクロナデされているが外面

にはロクロ痕が残る。底部の糸切 りは雑で、底部%ほ どは糸のを卜け口で切っていない。このため

切 り残 りの部分があり、不安定な底面となっている。胎土には石英粒を比較的多く含み、焼成は

良 く暗褐色を呈す。 4～ 6は比較的厚い底部をもち、皿部が浅い。器高は低 く、口径に対する底
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径比が比較的大きい。 4は 口縁が内彎気味に立ち上がる。右回転ロクロ成形で内底面は平坦であ

る。内外面ロクロナデされており胎土に微赤粒を含み橙褐色を呈す。 5は 口縁が直線的に開 く。

内外面ロクロナデされており、ロクロ痕は認められない。胎土に粒子を多く含み、焼成はあまり

良 くない。右回転ロクロ成形である。 6は 1・ 2と 同質の胎土。口縁がわずかに内鸞気味に立ち

上がり、内底面は平坦である。右回転ロクロ成形で内外面ロクロナデされており、ロクロ痕は残

らない。焼成は良 く明褐色を呈す比較的丁寧なつ くりの皿である。

高台皿(7)口 縁は外方へ直線的に開く。高台は外方へ開き、端部は丸 くおさめられている。
高台は貼 り付け後ロクロ調整されており、底部の糸切 り痕は消され、丁寧に調整されている。右

回転ロクロ成形で内外面共に丁寧にロクロナデされ、ロクロ痕をとどめない。胎土は 1・ 2・ 6

と同質で良好である。焼成も良 く橙褐色を呈す丁寧なつ くりの皿である。

lTh(8)底 部が厚 く底径の小さいlThで、日縁内イ貝」がやや肥厚 して直線的に開く。内外面ロクロ

ナデされているが内底面にはロクロ痕をとどめる。胎上に石英粒を含み焼成は良く、内面が橙褐

色で外面は黒褐色を呈す。

高台lTh(9・ 10)9は 高い高台をもつ、高台はロクロ調整されており、底部中央には円形の凹
みを残している。内外面ロクロナデされているが内底面にはロクロ痕をとどめる。10は高い高台

が外反気味に開く。高台端部は丸 くおさめられており、高台は丁寧にロクロ調整されている。底

部は糸切 り痕をとどめず内外面はロクロナデされている。

鉢 (11・ 12)11は灰釉大平鉢。胴部は口縁部よりも厚 くつ くられ、この部分はヘラ削りされて

＼
軍` ▼ ヤ

4

第67図  第26号住居址出土土器 (%)
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いる。内外面には釉が漬け掛けされている。折戸53号窯期の東濃産である。12は粘土紐巻き上げ

成形による土師器の浅鉢である。口縁はやや内鸞気味に開き、口唇部はヘラで削 り取って平坦な

口唇部 としている。口縁部外面は指頭ナデ、胴部は維方向の軽いヘラ削り、底部は外周を横方向

にヘラ削 りしており、内面はハケ調整されている。胎土には雲母・微赤粒・石英・白色粒を含み、

焼成は良 く墨橙褐色を呈す。内底面には油煙状っ付着物がわずかに認められる。

第 27号住 居 l■ (H区第11号住居址)(第 68・ 69図 、図版第15-2)

検出状況 第28号住居址を切 り、西コーナー部から西壁側にかけては上位に第29号住唇址が重複

する。住居l■は南西部%弱 を調査したことになり、北東部の%強は用地外にある。本址は南壁側

と東壁側へ 1度拡張を行った住居址であり、それに伴 う床面の状況等も把握できた。

遺構の構造 住居址の規模は明らかでないが、検出された南壁間は520cmほ どあり、比較的規模

の大きな住居址と考えられる。旧住層上の南壁間は420cmほ どあり、拡張は西壁側へ広い部分で60

cmほ ど、南壁側へ100cmほ ど拡張している。

壁は掘 り込みの深い南壁側ではかなりの高さをもっていたと考えられる。しかし、第28号住居

址の覆土への掘 り込みと第29号住居址により切 り取られているため、残存する南壁は安定してい

るものの、ローム壁高はそれほど高いものではなくなっている。また、旧住居址の南壁も新住居

址の南壁同様力|な り深 く安定していたものと考えられる。一方西壁は北イ員1へ向って公々に低 くな

っている。このため表土層直下に設けられていた北隅の壁は不明確であった。

周濤は南壁下から南コーナー部にかけて設けられている。幅の広い安定した濤状の周濤であり、

深さは10Cm前後ある。地山面への掘 り込みが深 くなる東壁下にも設けられているものと予測され

る。周濤は旧住居址にも設けられている。幅10Cm・ 深さ15Cmほ どあり、新住居址のものと同様に

南壁下から東コーナー部にかけて濤状にめ ぐっていた。

床は全体に北側へ緩 く傾斜しており、新住居址の床は旧住唇上の床面より10Cmほ ど高 く設けて

いる。床面は新たに拡張した部分は直接地山面を床面 とし、拡張前の部分は全体に旧住居址の床

に埋土をし、堅緻な貼床面を設けている。旧住居址の床は中央部では直接地山面を床面とし、北

側は漸移層の茶褐色土中に設けられている。また、北隅では下位のピットと重複したため、この

部分の貼床部が若千窪んでいる。一方、西コーナー部から東コーナー部にかけては中央の床面よ

りも15cmほ ど深 く、しかも幅広い濤状の掘 り方が検出された。この部分の床は、この掘 り方を設

けた後に埋め戻され、周濤と共に計面的に設けられている。

柱穴は旧住居址のものがPl'P2で あり、新住居址のものはP3・ P4である。旧住居址のものがコ

ーナー部よりもかなり内側に位置していたのに対し、新住居址のものはかなり外十員1の コーナー部

に設けられており、規模 と深さも大きくなっている。

カマ ドは発見されなかったが、旧住居址の南壁側の濤状の掘 り方内に焼土址が発見された。焼

土址は旧住居址の長軸線上に位置してお り、これがあるいは旧住居l■のカマ ドの跡であるかもし

れない。
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第32号住居址 |

第27号住居址
第29号住居址

1、 表土層  2、 黒色± 3、 黒色土 (ロ ー

ム粒・炭化物を含む) 4、 黒褐色土 (第29
号住居址覆土) 5、 明褐免土 (第29号住居
llL覆土) 6、 明褐色± 7、 黒褐色土 (炭
化物・ローム粒等を合む) 8、 貼床 (ロ ー
ム小ブロックを多く含む硬質の禍色土)9、
埋土 (ロ ームブロックを多く含む硬質の禍色

土)10、 貼床 (焼土ブロック・粘土を含む
埋土) 11、 貼床 (焼土・ロームブロックを

合む埋土) 12、 黒色± 13、 暗黒褐色土
14、 黄褐色± 15、 褐色土 (第32号住居l■覆
土)16、 茶掲色土

や
―
―
―
―
―
―
米
ゴＢ
恭

「磁

K―    一 L

ア

第68図 第27・ 28号住居址(%)
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この他に特殊な施設として、旧住居址の南コーナー部に小規模な石組みが発見された。石組み

は濤状の掘 り方の底面に設けられており、掘方完成後の床面構築前に設けられた施設であること

が判る。石組みは拳大の礫を両イ員‖に据えて中央部に扁平礫を置き、その上に扁平な三角形の焼石

を覆せている。焼石下には焼土がわずかに認められた。

遺物の出土状態 遺物はほとんどが覆土中より出上した。

出土遺物 (第69図 )

土器 土器類は比較的多いがほとんどが破片であり、実測できるものは少ない。土器類の中で

は須恵器が比較的夕い。

lTh(1)須恵器の不である。内外面ロクロナデされており、胎土には白色粒・黒色粒を含む。

高台不 (2)須 恵器高台lTh。 底部は回転ヘラ削りによる平lB面 と、高台貼付けのための傾斜し

た回転ヘラ削り面とからなる。胎土に自色粒を含み、焼成は良 く青灰色を呈す。

蓋 (3)須 恵器の蓋である。

2存

孵 鰐 態 H酌 聴 居り 帥 欧 酬 経

    |

検出状況 第27号住居址 と第29号住居l■によって住唇址     、  ‐_ 2
の大半以上を切られており、わずかに南壁側のみ検出さ

れた。また、壁が弧状に張 り出した突端部に焼土址が検   /  咽 _tと 当. 3
出された。当初第28号住居址のカマ ドの可能性も考えら        0       1 0cn
れたが、精査の結果本址に伴うものでないことが判明し

第69図  出土土器(%)た。

遺構の構造 南壁は緩 く弧状に張 り出し、南コーナーは鋭角で九味を帯びていない。

壁はローム層中へ掘 り込んで設けられている。ローム壁高は20cmほ どあり、壁面は安定してい

る。

周濤は壁直下に設けられている。地山面への掘 り込みが深い南壁下に設けられている点、他の

住居址と同様である。

床面は地山面を直接床面としており、水平で堅緻である。床面には第27号住居址の壁にかかっ

て大きな角柱礫や厚い扁平礫が 3個遺存していた。

柱穴は南コーナーのP5が本址に伴うものと考えられるが、プランのコーナー上に位置している

点、特異である。

遺物の出土状態 本l■の時期を決定付けられるような出土遺物はない。すべて覆土中からの出土

であり、混入が多い。

出土遺物

重複関係が著しく残存部が少ないため遺物量も少ない。混入と考えられる土師器・灰釉陶器が

ある。
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第 29号住居址 (II区 第13号住居址)(第 70・ 71・ 72図 、図版第16-1)

検出状況 本址は第28号住居l■を切 り、第27号住居址西コーナー部の覆土中へ貼床をしている。

一方、西コーナー部の覆土中には第25号住居址の床面が設けられており、床下には縄文時代中期

の第36号住居址が存在する。

本址はローム面への掘 り込みが深い南側プランは容易に検出しえたが、縄文時代中期の第36号

住居址の覆土中に設けられていた北側と西側プランは容易には検出されなかった。この部分のプ

ランについては、部分的に検出される壁のあり方と床面の広がりの状態の相互関係から把握 した。

また、東側のプランについては第27号住居址覆土中の貼床が明確でない部分もあったため、第27

第70図 第29号住居址(%)
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号住居l■Lと のセクション観察によってプランを推定した。

遺構の構造 平面形は南コーナーのみ丸味を有した長方形を呈する。規模は540× 380cmほ どあり、

長車由はE33° Nを 向く。

壁はローム面への掘 り込みが深い南コーナー寄 りの南壁で36cmほ どの高さがあり、南壁は全体

に壁面が安定している。西壁は西コーナー寄 りの部分が明確に検出しえたものの、北コーナー寄

りの部分と北壁は、床面の追求から部分的に立ち上がりを検出しえた程度である。

周濤は南コーナー部から南壁下に設けられている。幅・深さ共に安定した 1本の濤状の周濤で、

周濤内には小ピットがみられない。

床は、他の住唇址と重複しない部分の中央から南側は直接ローム面を床面としている。その他

の部分はすべて貼床である。特に第28号住居l■Lと 重複する部分には黒褐色土を厚 く盛 り、水平な

床面を設けている。床面は中央から南イ員】は堅緻な床面であるが、北イ員1や第27号住居址覆土中への

貼床等やや軟弱な部分が分い。

柱穴やカマ ドは検出されなかった。

遺物の出土状態 住居址中央やや南寄 りの床面から完形の須恵器高台lTh、 中央部の床面から鉄鏃

が出土した。その他はすべて覆土中からの出上である。

出土遺物 (第 71・ 72図 )

土器 lTh・ 高台lTh・ 甕がある。

lTh(1)日 縁がやや外反気味に開く内面黒色の不。底部には糸切 り痕をとどめており、口縁部

内イ員1に は幅 2 mm以下のヘラ磨 き痕が数条認められる。胎土には白色粒・微赤粒を含み、焼成は良

く明褐色を呈す。

高台lTh(2)床 面からの出土である。日縁に盃みがあり、底部は糸切 り後丁寧に回転ヘラ削 り

をし、高台を付けている。高台は断面形が台形を呈 し、底部の外周部よりもやや内側へ寄った位

置に付けられている。内外

面はロクロナデされており、

外面は自然釉がかかって光

沢を帯びている。胎土には

白色粒を含み、焼成は良 く

黒青灰色を呈す須恵器であ

る。

甕 (3)最大径を胴部中

程にもつ粘土紐巻き上げ成

形による長胴形の中形簑で

ある。胴部は軽 くハケ調整

されており、口縁部内外は 第71図  第29号住居址出土土器 (χ )
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横方向に調整されている。胎上に雲母と石英を含み、焼成は比較的良く暗褐色を呈す。混入品で

あるかも知れない。

鉄鏃 (第 72図 1・ 2)11よ圭頭式で腸狭をもつ鏃の根部。根部は両丸造りで腸狭部の一方を欠

第72図  出土鉄鏃(%)

損する。重さ10,Og。 2は鏃の茎であろう。

第 30号住居址 (II区第14号住居址)(第 65。 73図 、図

版第16-2)

検出状況 本址は北西部を第25号住居址によって切 ら

れている。また、西コーナー十員1は用地外にある。この

ためプラン等本址については不明な部分が夕い。

ところで、本址の覆土には大きな木炭片が多く含ま

れており、また床直上には柱状の炭化材が部分的にわ

ずかに残っていた。このため本址は火災に遭った住居址 と考えられた。しかし床上の炭化材は散

乱する状態で多量に遺存 しているのではなく、わずかに残る短い炭化材の状況は、これ等の炭化

材等が被災後片付けられた状態を思わせるものであった。

遺構の構造 平面形はコーナーの丸味が弱い長方形を呈するものと思われる。長軸方向の大きさ

は不明であるが、東壁間は約340cmtュ どある。長軸方向はN30° Eを 向 くものと思われる。

壁はローム層へ掘 り込んで設けられている東壁と南壁が検出された。ローム壁高は10cm前後と

比較的浅 く、南壁は東壁よりも浅いためか壁面はそれほど安定していない。

周濤は東壁下と、壁が検出されなかった北壁 1員1に設けられている。地山面への掘 り込みが比較

的深 くなる南壁下に設けられず、壁がほとんど検出されない北壁下に設けられている本址のあり

方は、今回の調査で発見された同期の住活址 と比較してみるとやや特異な例と言えよう。

床はわずかに埋め戻して設けられており、床面には若千の凹凸がある。床面はそれほど堅緻で

はない。

柱穴はPlと P2が検出された。共にコーナー部で周濤に接して設けられている。

遺物の出上状態 遺物は少なく、ほとんどが覆土中からの出上である。床面からはlThと 、炭化し

たヘラ状の木製品が出土した。

出土遺物 (第 73図 )

土器 皿 とlThがある。

皿 (1)口縁はわずかに内彎気味に立ち上がって開 く。内底面は平坦で皿部は浅い。底部は厚

く糸切 りされており、内外面はロクロナデされておリロクロ痕をとどめない。胎土には白色粒・

雲母を含み、焼成は比較的良 く褐色を呈す。

lTh(2)底部から立ち上がる部分にくびれを有し、口縁は内彎気味に開く。底部は糸切 りであ

り、内外面はロクロナデされている。内底面にはロクロ痕が残るが、この部分は丁寧に
ロクロナ

デされている。胎土には石英粒 。白色粒を含み、焼成は比較的良い。色調は内面が明褐色であり、
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外面・底部は煤けた黒色を呈

す。

木製品 (第 73図 3)炭化し

た木製品である。下端は丸味

をもっており、下端に向かっ

て次第に薄く削られており、

ヘラ状を呈す。下端部は反っ

ており、上部は欠損している。
第73図  第30号住居址出土土器(/)・ 木製品(%)

楔 とも考えられるが‖生格は明らかでない。現存長6.9cm、 幅1.8cm、 重さ3.5g。

第 31号住居址 (H区第15号住居址)(第74・ 75'76図、図版第17-1)

検出状況 本址はH区の本調査に先立って行った試掘の時点で存在が明らかになっていた住居址

である。住居址は縄文時代中期の第36号住居址の西壁イ員1と 一部重複し、北壁東コーナー寄 りの位

置にある第75号土装には貼床をしている。また、第25号住居址の埋没後に第25号住居址の北イ員1に

掘 り込んで設けられており、軌を―に連続する切 り合い関係にある第30。 25。 31号の 3軒の住居

址の北端に位置する、最 も新 しい時間的位置にある。

住居址は、地形が緩やかな平JB面から傾斜部へ移行する部分の肩部に設けられている。また、

ローム面への掘 り込みが浅いため、地形が傾斜して行 く部分に設けられた北側プランは明確には

検出できなかった。しかし北コーナー部は部分的に貼床を把握でき、加えてセクション観察によ

り褐色土中心の貼床 と壁の立ち上が りを漸移層とみられる第 6層上面に認めえたため、この両者

から北コーナー部のプランはほ1難えることができた。

遺構の構造 平面形は各コーナーの九味が弱い隅丸方形を呈 し、東壁部はやや弧状に張 り出して

いる。規模は500× 400cmを 有し、長軸はN29° Eを向 く。

壁は東壁を中′し、に北壁部の一部と南壁が検出された。ローム面への掘 り込みが北較的深い南壁

でもローム壁高は10cmほ どであるが、セクション観察によると、第25号住居址の覆土から掘 り込

んだ南壁の壁高は34cmほ どある。

床は直接ローム面を床面としているが、北十員1は褐色土中への貼床である。ローム面を床面とし

た部分は堅緻であるが、床面は全体に水平でない。

周濤や柱穴、その他の施設は検出されなかった。

遺物の出土状態 床面に近い覆土から完形の皿の他、復元可能な皿 と不が出土している。

出土遺物 (第 75。 76図 )

土器 皿と17hがある。

皿 (1～ 4)ロ クロ成形糸切 り底の皿で擬似高台を呈すものがある。 1は底部が厚 く口縁が直

線的に大きく開き、内底面中央が皿状に凹む。内外面ロクロナデされており、ロクロ痕は顕著で

ない。焼成は良く暗褐色を呈す。全体に 2に 近い器形である。2は 内底面中央部が一段低 くなり、
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1、 表土層

2、 第25号住居址覆土

3、 皓褐色土 (第 2層よりも明みが強い)
4、 黒褐色土

5、 褐色土 (炭化物・焼土粒・ロームブロック混入)

6、 明茶褐色土

第74図 第31号住居址(%)

口縁がやや内彎気味に開く。右回転ロクロによる成形で内外面ロクロナデされており、ロクロ痕

は顕著でない。底部の糸切 りはやや雑である。胎土に雲母を多く含み赤褐色を呈す。 3は擬似高

台状の底部をもつもので不とした方がよいかも知れない。高台状の底部は外側へ強く張り出し、

端部は平坦な面を構成する。糸切 り底の底部は厚く平坦で重い。底部には糸切 り痕の上に板状圧

痕が認められる。成形は良く内外面ロクロナデされており、ロクロ痕をとどめない。底部%ほ ど

は第23号住居址からの出土で接合関係にある。胎土には雲母を含み、焼成は良く黒味の強い赤褐

色を呈す。 4は短い口縁が直線的に開く浅い器形。内外面ロクロナデされており、ロクロ痕をと

どめない。底部は平坦で糸切 りは丁寧である。
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第75図  第31号住居址迅土土器(%)

jTh(5・ 6)5は 腰部が張 り、口縁が外反気昧に開く器形。内外面はロクロナデされており、

ロクロ痕は顕著でない。 6は 口縁が内鸞気味に開く器形。内外面ロクロナデされており、ロクロ

痕はそれほど顕著でない。共に底部はそれほど厚 くなく右回転ロクロ成形であり、焼成は比較的

良い。 6は内面が黒色に煤けている。

土錘 (第 76図)床面から 1点出土した。完形で長さ2.3cm。 重さ0。 6g、 中央部に径0.2cmの 孔を

本址は一度拡張を行った住居址である。拡張は南壁側へ行われたものと考え 
第76図 土錘(%)

られ、新住居址の拡張に伴い旧住居址に埋土をし、床面を20cmほ ど高 く設けている。この新住居

址の北側プランについては、床面が軟弱であり、また既に流出したり削られているためほとんど

検出できなかった。旧住居址についてもプラン等夕くは不明である。 しかし住居址の南コーナー

部を検出できたため、セクション観察と共に、旧住居から新住居への拡張のあり方を部分的では

あるが捉えることができたのは成果であった。

遺構の構造 住居址の規模やプランは明らかでない。発見された部分の旧住居址の東壁部は41ocm

ほどの長さをもつ。壁はやや弧状に張っており、南コーナー部は丸味がない。発見された部分の

新住居l■の東壁部は480cmあ る。

壁はローム層へ掘 り込んで設けられている。しかし掘 り込みが浅 くなる北側ではローム壁は検

出されなかった。一方、南側の壁は地山面への掘 り込みが深 くなるため高い壁となっている。こ

のことからみても、旧住居址の南コーナー部は50cm前後の壁高があったと考えられるし、また新

住居址の南隅のローム壁高は40cmほ どある。

周濤は旧住居址 。新住居址共に壁下に設けられている。殊に新住居址の拡張した部分に新たに

設けられた周濤は幅 も広 く安定している。
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発見された部分の旧住居址の床は、南コーナー部以外は直接ローム面を床面としており、水平

で堅緻である。南コーナー郡は減く幅広い掘り方が設けられており、この部分は一度埋め戻して

床面としている。新住居址の床は拡張に伴って旧住居l■の床面よりも2ocmほ ど上位に設けられて

いる。拡張した部分の床面は旧住居l■Lと 同様に直接ローム面を床面としており堅緻である。その

他、旧住居址分については粘土やロームブロック・焼土ブロックを含む黒褐色上の厚い埋土をし

て覆い貼床としており、全体に軟弱な床面となっている。セクション観察によると、新住居址の

床面は北側へ向つて緩 く傾斜しており、全体的には皿状を呈するものと思われる。

柱穴はPI・ P2・ P3が検出された。P3は十日住居址の南コーナー部に設けられた柱穴であるが、Pl

とP2についてはどちらに伴うものであるのか判然としなかった。

遺物の出土状態 発見された部分の南隅の新住居址の床面から完形の須恵器17hが出上した外は、

ほとんどが覆土中からの出上である。

― F

1、 表土層

2、 明茶掲色土

3、 茶褐色土

4、 茶掲色土 (回 ―ムブロックを多く合む)

5、 茶福色土 (ロ ームブロックが少量混入 )

6、 黒褐色土 (ロ ーム粒・炭化物を含む)

7、 貼床 (粘土 )

8、 貼床 (粘土・ ロームブロック・ 焼土プロ

ックを含む埋土 )

第34号住居址(%)

―-93-―
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出土遺物 (第 78図 )

土器 完形の須恵器 JThがある。胎土に自色粒を含む焼成のあま

り良くないもので、青灰色を呈す。右回転ロクロ成形で内外面ロ

クロナデされてお り、底部は糸切 りである。

第 35号住居址 (II区 第19号住居址)(第 79・ 80。 81・ 82図、図版

0

第78図  出土土器(%)

第19-1)

検出状況 本址はH区の調査区域内では一段高い地形となる平坦面に位置している。これよリー

段低い緩やかな平坦面では遺構が重複密集した状況を呈して発見されたため、当初この平坦面で

も同様な状況を呈 して遺構が発見されるものと予測された。実際に本址の落ち込みを確認した段

階では、その規模が大きいことから住居址 2軒ほどの重複が想定された。 しかし予測に反し重複

関係はまったく認められず、本址 1基が単独に発見されたのみであった。このため、本址の規模

と出土遺物の内容 とも合わせ、本址は特殊な性格の住居J■であるとの感を深めた。

住居址は東ヨーナー寄 りの北東部%ほ どが用地外にある。住層址は粘性の強い地山面に掘 り込

んで設けられているため容易に検出しえた。一方、北コーナー寄 りの西壁は地山面が北西へ向か

って傾斜して行 く地形の黒褐色土中に設けられている。この黒褐色土は浅い耕作上の直下に位置

し、礫を多く含んでいる。このため黒褐色土は石抜きと耕作により不安定な状態にあり、壁は検

出できなかった。 しかし周濤が地山面に掘 り込んで設けられていたことから、周濤を追求するこ

とで北コーナー側のプランも明らかにしえた。

遺構の状態 平面形は840× 770cmほ どの隅丸方形を呈し、長軸はE33° Nを 向 く。

壁は地山面への掘 り込みの深い南壁が25cmほ どの高さをもっており、最も深 くなる西コーナー

部のローム壁高は30cmほ どある。壁はわずかな傾斜をもって立ち上がっている。壁面は安定して

いるが部分的に地山石が突出している個所もある。西壁中央部から北コーナーにかけては黒褐色

土中に設けられていたため壁は検出できなかった。

周濤は地山面への掘 り込みが深 くなる南壁下と、西コーナー部から壁が黒褐色土中に設けられ

ている北コーナー部にかけて検出された。南壁下の周濤は西コーナー部には及ばず、両端には浅

い小ピットが設けられている。西壁下の周濤に比べると幅がやや狭いが、深さは 8 cm前後と変わ

らない。西壁下の周濤は幅がやや広い。南壁下の周濤と同様に 1本の濤状を呈するが、周濤内に

は小ピットもみられる。周濤内には地山石が認められるため、濤の下場は南壁下の周濤のように

直線を呈さない。

床は直接地山面を床面 としている。このため地山礫が床面に出ている個所がある。床面は中央

部がやや皿状を呈すが、ほぼ水平である。全体に堅緻な床面であるが、浅い皿状を呈す中央部は

やや軟弱である。

主柱穴はPl・ P5° P7で、これは対角線上に位置する隅柱であろう。掘 り方の規模 も大きく、P4

はP5へ と同地点で建替えをしているようである。P7は底面 と壁に地山石が突出しており、Plは P4・
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P5'P7と 比較すると深さが浅い。P3・ P6は長軸に直交する形の短軸線上に設けられている。P3は

住居址のほぼ中央部に位置しており、P6は P5と P7のほぼ中間に位置している。主柱穴に比べると

掘 り方の規模は刻ヽ さく、P3は 同地点で建替えをしているようである。

カマ ドやその他の施設は検出されなかった。

遺物の出土状態  出土遺物はほとんどが土師質土器の皿であり、破片の出土量が多い。床面か床

面に近い覆土中から出土した完形か完形に近い土器類は、南壁側のP6と 西コーナーのP7間 に集中

していた。この中には鉄滓が 1点あり、P7の掘 り方から西へ16cm離れた位置で床面より1lCm上位

で出上した。また、P4内からも皿が出上し、その底面からは祗石が出土している。

出土遺物 (第80,81・ 82図 )

土器 皿・高台皿・lTh・ 高台不・碗がある。

皿 (1～ 9)ロ クロ成形糸切 り底の皿で底部が擬似高台を呈すものがある。 1・ 2は底部から

立ち上がる部分がわずかにくびれ、腰部がやや丸 く張 り、口縁が外反して開くもの。底部は内底

側に厚 くつ くられている。 1は左回転ロクロ成形で内外面は丁寧にロクロナデされている。外面

にはロクロ痕をとどめない。底部は糸切 りの出口を中心に周縁がナデられている。胎土は良好で

微石粒を含み、焼成は普通で明るい赤褐色を呈す。 2は 内外面が丁寧にロクロナデされ、外面に

はロクロ痕をとどめない。底部は糸切 りの出口を中ッふにナデられて水平な底面となっており、糸

切 り痕が消えかかっている。胎土・焼成・色調は 1と 同じ。 3～ 6は底部を擬似高台的に厚 く切

り、口縁が直線的に開いたもので、 3～ 5は 口縁がやや外反する。 3は 内外面共丁寧にロクロナ

デされており、ロクロ痕は顕著でない。底部は糸切 り後糸切 りの出口を中ッと、に周縁部をナデてお

り、水平な底部 となっている。胎土・色調は 1・ 2に 同じで焼成はやや良い。全体に丁寧なつ く

りの皿である。 4も 内外面が丁寧にロクロナデされており、外面にはロクロ痕をとどめない。底

＼ユ五 (‐ 零 ― ―― ― Lノ8          9

＼ ＼
髯    3＼

第80図 第35号住居址出土土器 (%)
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部は糸切 り後ナデられており、糸切 り痕が消えかかっている。胎土 。色調・焼成共に3と 同じで、

丁寧なつ くりの皿である。 5も 丁寧なつ くりである。内外面はロクロナデされ、外面のロクロ痕

はそれほど顕著でない。底部はナデられ水平な底部 となり、糸切 り痕をわずかにとどめている。

胎土・色調は 1と 同じで、焼成は普通。 6は 口径が小さい。内外面ロクロナデされており、外面

にはロクロ痕をとどめない。底部は糸切 り後ナデられている。胎土・焼成・色調共に 3。 4と 同

じで丁寧なつ くりである。 7～ 9は底部が厚 く、口縁が内鸞気味に立ち上がる器形で皿部は平坦

で浅い。 7は内外面ロクロナデされている。 8は左回転ロクロ成形で内外面ロクロナデされてお

り、ロクロ痕はそれほど顕著でない。底部は擬似高台状を呈 し、わずかにナデられている。胎土・

色調・焼成共に 1と 同じである。 9も 内外面ロクロナデされており、ロクロ痕は顕著でない。

高台皿 (10～ 12)10。 11は腰の張る器形で小さな高台が付 く。12も 腰部がやや張 り、口縁がや

や外反する皿部をもつ丁寧なつ くりの皿である。皿はいずれも高台部内外面共にロクロナデされ

ており、ロクロ痕は顕著でない。10は左回転ロクロ成形である。いずれも胎土は良好で微赤粒を

含む。焼成は普通で、10。 Hが明るい赤褐色を呈 し、12は 赤褐色を呈す。

JTh(13・ 14)13は 口唇部が尖 り、口縁部が丸味をもって内折する厚味のある小形lThである。底

部は糸切 り後ナデられており、糸切 り痕が消されている部分が多い。ロクロ痕は顕著でないが腰

部にわずかに認められる。胎土は良好で微石粒を含み、焼成は普通で明るい橙褐色を呈す。14は

左回転ロクロ成形、胎土・焼成・色調は13と 同じである。

高台17h(15・ 16)内外面はロクロナデされてお り、16は 外面にロクロ痕がわずかに認められる。

胎土は良好で微石粒を含み、焼成は普通で明るい赤褐色を呈す。

第81図  第35号住居址出土鉄滓・土錘(%)
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碗 (17・ 18)灰釉陶器の碗で、

共に発色のわるい釉がかけられて

お り、施釉範囲が不明瞭である。

17はやや小形の碗で底部に糸切 り

痕をわずかにとどめる◎内外面ロ

クロナデされており、高台の付け

方は比較的良い。胎土には白色粒

を含む。折戸53号窯新期の東濃産

である。18はやや大形の碗で口縁

がやや外反気味に開く器形。底部

のつ くりは比較的良く糸切 り痕を

とどめないが、底面には亀裂が認

められる。折戸53号窯新期の東濃

産である。

鉄
'宰

(第 81図 1)P7の東傾1か ら

ｎ
ｕ

◎



出上 した。8.4× 5.5cmの 梯形を呈 し、厚さ

は 3 cmほ どある。表面には小さな礫が付着

している。多孔質でアバタ状の表面を呈 し

てお り、重さは210,8gあ る。

上錘 (第81図 2)紡 錘形の上錘である。

長さ3.lcm。 重さ5。 3g、 中央に径0.4cmの孔

をもつ。

砥石 (第 82図 )乳棒状を呈する緑色岩で、

全体に小規模な磨 き面が何箇所か認められ

る。 また下端には敲打痕が認められ、敲打

器 としても使用されたことが窺われる。 長

さ20,7cm。 重さ1,000g。

(鵜飼幸雄 )

第 5節

第82図 第35号住居址出土祗石(%)

その他の遺構と遺物

柱穴址

第 1号柱穴址 (第 83図、図版第22-1)

B-27～ 29グ リッドに位置する。南北方向に 2間 )あ り、柱穴間寸法は1.8mあ る。軸線はN

3° Eを 向く。掘 り方は円形でその規模もほぼ同様である。ただ中間のもののみ中央をビット状に

一段深 く掘 り下げている。掘り方内からは縄文時代後期と思われる磨減した無文土器片が 1片 出

土した。これは本址に直接伴うものではないだろう。

本址は建物址の一部とも思われるが、存在が想定される東イ民Jが未調査のため判然としない。所

属時期については明らかでない。

濤 址

第 1号溝址 (第 41図 、図版第20-1

第4号住居址の北壁中央部から第 6

)

号住居址の東側にかけて、発掘区を横切 る形に、公図 480
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番の東側に発見された。

検出された部分での

濤の長さは 1,040 cmほ

どあり、北端での幅は

210cm。 東端の幅は100

cmほ どを測る。濤はロ

ーム層 を掘 り込んでお

り、ローム壁は緩い傾

斜をもっている。底面

は平坦で、幅の狭まる

東側へ緩 く傾斜してお

り、深 さも東側では浅

1、 褐色土 (ロ ーム粒少量含む)

2、 黄褐色土

C-261c-27
B-2S毛 -27

A―

第83図  第 1号柱穴址 (%)

くなっている。濤西端には柱穴様のP6・ P9が 2箇所並んで発見されており、P9は 第 4号住居址の

壁を切 る形に設けられている。この他にも南側の壁上にP4・ P5が 2箇所並んで検出されたが、こ

れら4箇所のピットが本址に伴うものであるのかは判然としなかった。また、本址の南壁中央部

には第 6号住居址が部分的に重複する位置に設けられているものの、第 4号住居址との関係同様

に重複関係は判然としなかった。

遺物は出土していない。

第 2号溝址 (第84図、図版第20-2・ 21-2)

第10号住居址の西壁に沿って、ほぼ直線的な形で発見された。濤北端は第3号濤址へ続くこと

なく切れているが、南端部は105° の角度をもって南側へ続いている。第10号住唇址に切られては

いるが、南側の濤が存在したことは明らかである。

長軸方向はN35° Eを向き、第3号濤址の長軸方向に直交している。全長800cm、 幅は54～82cmほ

どあり、深さは深いところで60cmを 測る。濤はローム層中へ掘 り込んでおり、全体的に北端へ向

かって緩 く傾斜している。壁はほぼ直線的に立ち上がっている。覆上の状態は不自然な堆積を示

していた。濤はいくつかの上渡と重複しているが、それらとは異なる柱穴状のピットを北端部と

底面に設けている。この柱穴状のピットは、南側に続いて設けられていた滞内にも掘り込まれて

いたものと考えられ、その虞面の一部が第10号旧住居址の壁に切られて認められた。

出土遺物は縄文土器の他土師器が出土している。土師器の中には赤彩の施された破片もある。

第 3号溝址 (第 85図、図版第20-2・ 21-3)

A-39か らD-38に かけて、ほぼ直線的な形で発見された。濤は縄文時代後期の第40号・第41

号B土娠を切ってローム層中に掘り込んでいる。

全長540cm、 最大幅74cmを測り、深さは36cmほ どぁる。長軸はE35° Sを向き、第 2号濤址の長軸

方向に直交する。底面は平坦であるが、中央やや西寄 りの掘 り方が不安定な部分では凹凸が認め
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られ、壁面はほぼ直に立ち上がっている。覆土は不自然な堆積を示しており、掘り方の不安定な

部分の覆土中には集石が認められた。出土遺物はこれらの礫のみである。

本址の西端部にも第2号濤址同様柱穴状のピットが設けられている。この両者間は160cmほ どあ

り、この空間部は方形周濤墓にみられる陸橋部を思わせる。本址は第2号濤址との関係からみて

C―   工D E―    ―F K一    一 L

曹
Vu

I_    i   _」    G-     1  -H

▽
3

第 10号住居址

°~¬

【_＼
、、__ノ

ニ

P  O=｀

ヽ
〔_ッ
//´

三

R

黒褐色土 (小礫・砂粒含む)

黒褐色土 (ロ ーム混入)

黄禍色土

１

２

３

第34図 第 2号濤址 (%)
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1、 粘性ある責掲色土 (炭化物・ロームブロ

ックを含む)

2、 黒禍色土 (ロ ーム粒・ローム小ブロック

を含む)

3、 責褐色土 (粘性なくポソボソした状態 )
4、 黒褐色土 (親指大のロームブロックを含

む)

硬質の黄褐色土

黄色土 (ロ ームブロックを多量に含む粘

性のある層 )

7、 漆黒色土

第85図  第 3号濤址(%)

もさらに東側に他の濤址が存在するものと予測され、この空間部についても陸橋を思わせるもの

がある。

本址は第 2号濤l■ と組み合わさって 1つの遺構となるものと思われる。プランは長方形か方形

と考えられるが、東側が用地外にあることと、南側濤が第10号住居址によって破壊されているこ

ともあり、詳細は明らかでない。規模は東西方向が不明であるが南北方向には10mほ どある。時

間的には縄文時代後期の第40号 。第41B号土獲以降、第10号住居址の平安時代初期以前 となるが、
所属時期や性格等明らかでない。

焼土址 (第 68図 )

第 H tt B-22グ リッドに位置し、第28号住居址の南壁が弧状に張 り出した突端部の壁外に検出

された。

焼土址は北側を第28号住居址の南壁の一部によって切 られており、残存部は52X30cmほ どの不

整な楕円形を呈 している。焼土は地山面上の暗褐色土中にブロック状に堆積 しているが、この茶

褐色土中には炭化物や焼土粒が認められない。

以上のことから、焼土址はここで焚火がイ予われたことを示すものではなく、なんらかの形で焼

上のみが遺棄されたものと考えられる。遺物はなにも出上 していない。

５

６
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土 獲

(第86,87`B8・ 89・ 90・ 91・ 92や 93。 94図、図版第20-2.23・ 24・ 25-3.26-8)

発見された主羨はI区詢基、■区6基の1計95基である。しかし重複関係にあるものや、あるい

は住居上に付属するような形にあり、確実に住居址に付属するかどうか判恭としなかったlJllヽ 土

羨として扱うと、その実数は
―着千多くなる。ここではそ―れらについては扱わず、単独に土損とし

て扱ったもののみを取り上げることとする。

ゝ

〆

う
，
　

　

　

　

‐
・
一

S―     ,T

V

ⅢVB浮最隙む
0-

第36図 ■張(1)(1/o)

一-lo2-

魯二t:弓|二 ::



θ

∫f君唱二冦
,三緋 商

脚

甘
卜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞
ト

ｈ

巳

一
　

く
引

ノ

静
　
　
　
　
　
　
辞
　
　
　
　
Φ
Φ
　
　
　
　
　
　
　
　
協

」ρ
寸
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞
∞

:)

L/~

33        34

Ь
り 「

12

―5             6

U
7     8

¬
げ

35        36

:lω

53     54

RuΓ

63        64

V

寄

II

り           70

可 4副「

中▼

プ ぜ
第87図 土獲(21(1/m)

馬 6辞

uri



第H号住居址

Ｊ
肛

颯
Φ

　

　

う

‐・
∪
　
　
〇

浮(三5)北
_N

わ

！ｒ
∝

Mヽ

畦⊇らヒずみ「
N

第38図 土獲(31(‰ )

第89図 第5・ 28号土壊出キ土器(%)

-105-



Й

≫

被

抑
勒
　
ρ

〕翠

もプ 瑠

11            12    23        24

"L/―

第90図 土獲14)(%)

-106-

ヴ 雨 薄

→我三::

Uv



ｙ

，

ｂ

帝
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞
一　
　
　
　
　
　
∞
一　
　
　
　
　
　
　
　
卜
一

:持 :脚一　

一
モ

:|カ

ユ>

:カ

:均

く

□

，

ノ

ｒ

Φ
苛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｎ
寸

第91図 土羨(51(%)

-107-



ギB

!号ゞ
　
　
　
　
聰

④

十

・Ш　　　　　　挙

〇        〇A―

2号

A―

A― ―B 4号
¬♪ ° ノ
「

~

―        ―DR_丁 Q 。

中

ｒ

（

］

「

‐

‐

‐

‐

潤

州

徊

‐

Ｊ

／

／

ｒ

，

。

　

　

一時

Q

5号

A―       ―B

U
A― -8

ゝ
留

Ｆ
　
嶋

０

‐
　

　

Ｂ
　
　
　
‐
ｏ

Ｂ

U

7◎嗚
A―         ―B

― 16号

第92図 土獲(6)(%)

一-108-―

9号

〔
潔

Ｏ

ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
Φ

A＼

滅

B   19号

21号

2m

3  Φ



― B

- 75号

第93図 土獲17)(%)

-109-

― B

√ 孵

う

√

王
　
，　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐　
Φ

口▼
７７

氏
が

」

‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐　
Ш

「
ぅ
／

‐・

ω

‐



発見された土羨は縄文時代・古墳時代・平安時代に属する

ものと考えられ、中でも I区の縄文時代後期 と考えられるも

のが圧倒的に多い。縄文時代後期の上墳は、第V章に記すよ

うに、骨片や副葬されたと考えられる遺物の出土、覆土の埋

没状態や土獲中の礫の状態、それに土渡の設けられた位置の

あり方等からみて土墳墓 と考えられる。古墳時代の上墳は 1

基発見されたが、これもまた覆上の状態や副葬されたと考え

られる遺物のあり方からみて土渡墓 と考えられる。また、平

安時代の上墳も形態や覆上の状態、副葬されたと思われる遺

物の出土からみると土装墓の可能性が窺われる。

発見された個々の上墳についてはその属性を第 1表にまと

めてあるので参照されたい。 (鵜飼幸雄)  第94図  第69号土獲出土土器(%)

第 6節 縄文土器

住居址以外の発掘区からは早期 。前期 。中期 。後期の土器片が検出された。

第 1群土器

(1)第 1類 (第 95図 1・ 2)

楕円押型文土器が 2片出上した。 1は第 1区 70号A土渡より検出されたものである。色調責褐

色を呈 し若千の砂粒を含有する。細長い穀粒状の押型文で、穀粒の形態大きさは不揃いである。

2は暗褐色を呈し自色の砂粒を含有する。脩円の彫 りは浅 く縦位に密に施文される。 1区 C-3

グリッド出土。

(2)第 2類 (第 95図 3・ 4)

条痕を施文したものを本類とする。 3は灰褐色を呈し、繊維を含有するが焼成はよい。内外面

に横位に条痕が施文される。 4は 口縁部破片で、胎土に粗い砂粒を含有する。色調黄褐色を呈 し、

器面文様は手」落して不鮮明である。内面に粗い横位の条痕がみられる。前者は粕畑式に比定され

よう。

第 2群土器

前期に編年されるものを一括して第 2群 とする。

(1)第 1類 (第 95図 5'6)

5は櫛状竹工具による連続刺突文 。平行沈線文・列点文により文様を構成し、器厚はやや厚 く、

6は赤褐色を呈し無節縄文が施文される。神之木式に比定されるものである。
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12)第 2類 (第 95図 7～ 11)

竹管による爪形文・平行沈線文土器で諸磯 Aと して分類される。 7は縄文 と爪形文、 8は微量

の繊維を含有し幅広の爪形曲線文である。 9は斜縄文を地文 として、鋭 く深い平行沈線文間の縄

文を磨消する。10は 円形竹管文 と平行沈線の組合せ した肋骨文の手法とるものである。11は 曲直

線と縄文を施文する。

(3)第 3類 (第 95図 12～ 18)

前期末葉の上器を一括する。12は平行沈線文の胴部破片。14は 口縁部破片で、口唇は幅広 く内

鸞 し、口唇に山形の突起を貼付する。13は沈線文にボタン状突起が貼付されたものである。下島

式土器に比定される。15は 平行沈線文に粗雑な刻目をつけたもの、16は結節状浮線文土器である。

17は粘土紐を貼付 して地文の縄文の同じ施文具で、粘土組上にも縄文を施す。18は貼付した浮線

文上に繊細な爪形文が施文される。17は 十二菩提、18は北白川式系のものであろう。

第 3群土器

(1)第 I ttA(第 95図 19～ 21)

口縁部文様帯が細線文 と三角陰刻文で特徴付けられるもの。19・ 20は 口縁が 4単位の波状をな

す深鉢である。口縁部文様帯下には無文帯を配し、無文帯を扶んでさらに一段文様帯が構成され

ている。共に波頂下の無文帯部には橋状把手状の突起が設けられており、19は頸部に連続Y字状

文が施文されている。21は 口縁が波状 とならないが 4単位の突起をもつものと思われ、単位の中

間下に小さなX字状を呈す把手状の隆帯を配している。

偉)第 I ttB(第 95図 22～ 26)

地文に縄文を施文したもので沈線を伴なうもの。22は 口縁部に R跡電文からなる縄文帯をもち、

以下に山形文を充填 している。23・ 24は縄文地の上に沈線を施文 した後刺突文を加えており、24

は口唇部に同じ施文具で亥1み を施こしている。縄文は23が LRで 24は RLである。25・ 26は胴部

破片で地文にRL結節縄文をもつ。26は 第 4号土装からの出土である。

(3)第 I ttC(第 7図 1・ 第9図 1～ 3・ 第94図 )

地文に縄文をもち、胴部を垂下する隆帯で4分害1す るもの。第 9図 1は 口縁が内彎する深鉢で

口縁部文様帯と胴部文様帯からなる。口縁部文様帯は舟底状の区画と三角形状の区画が縄文を抱

文した半隆起帯で構成される。胴部は垂下する隆帯で 4分割され、隆帯の頂部には三角形状の区

画が成立し、玉抱三叉文が施文されている。胴部はRL結節縄文である。 2は縦位の隆帯間に沈

線を垂下させており、縄文はRL。 3は RL結節縄文である。第 7図 1は 口縁が外反気味に開 く

深鉢である。口唇部・口縁はLR縄文で施文され、頸部には隆帯が横位にめ ぐる。胴部は垂下す

る隆帯で 4分割され、頸部下区画中央部には沈線間に三角形状の区画が成立し、玉抱三叉文が施

文されている。第94図 は垂下する隆帯が 1本であるが本類に含めた。短かい口縁が外反気味に開

く胴部の長い深鉢で、口縁部文様帯 と胴部文様帯 とからなる。口縁部文様帯には浅い並行沈線と
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隆帯が配される。上位の隆帯は部分的で全周せず、下位の隆帯からは胴部に向って隆帯が 1本垂

下する。頸部は並行沈線が施文され、胴部は頸部から垂下する並行沈線と孤状沈線により4分割

されている。縄文は口縁部内側 と胴部に施文されているが、胴部はごく軽 く施文されている。底

部には木葉痕が残る。

(4)第 I ttD(第 95図 27・ 28)

地文に木目状撚糸文をもつもの。他の同類土器が胎土に雲母等を多く含んでいるのに対し白色

粒を含んでおり、焼成は普通で赤褐色を呈す。色調や焼成も他のものとは異なり、搬入品とみら

れる。

(5)第 I ttE(第 95図 29～ 32・ 第 7図 2・ 第96図 1・ 3)

半裁竹管による並行沈線が文様の主体となるもの。第95図 29～ 32・ 第96図 3は太 く深い沈線で

構成される。第 7図 2は底部付近まで施文されており、区画文状の文様構成をとる。第96図 1は

口縁部に隆帯をもつ。日縁部・頸部共に沈線が施文されており、隆帯上にも施文されている。同

類のものの中ではやや新 しい様相にある。

(6)第 二類 F(第 9図 4・ 第96図 2・ 4)

連続刺突文をもつもの。第 9図 4は連続刺突による懸垂文をもつもので地文に縄文をもつ。第

96図 2は 口縁部に幅広い縄文帯をもち、頸部に連続刺突文帯をもつ。また口唇部にも刻みを施し

ており、縄文はRLで ある。第96図 4は半隆起線上に連続刺突を加えたもの。

(7)第 I ttG(第 9図 5)

無文のもの。 5は小型の深鉢形土器で折 り返し状口縁をもつ。

(8)第 I ttH(第 96図 5・ 6)

浅鉢形の器形となるもので、直線的に開く口縁部内面に文様をもつもの。共に口唇部には亥1み

が施されている。

(9)第 H ttA(第 18図 4・ 第96図 7)

横帯区画をもつもので、区画内を沈線で施文するもの。第18図 4は底部付近まで文様帯をもつ

もので、区画内は格子目状に施文されている。器形はやや浅めのバケツ形を呈する。第96図 7は

バケツ形に近い器形となるもの。口縁下は山形に施文し、楕円形区画内は維位に施文 している。

10 第 H ttB(第 20図・第18図 2・ 3・ 第96図 8～ 13)

三角形や脩円形の横帯区画文を構成し、区画内に連続刺突文を配した深鉢形土器。器面のほぼ

全体に文様が構成されるが、第20図 は口縁下に 2段のみ構成されている。第18図 2の小型深鉢は

口縁部のみ施文されている。

(0 第H ttC(第 18図 5・ 6)

横帯区画文や連続刺突文が施文されず、垂下する隆帯のみで文様が構成されるもの。 5は指圧

痕が残り、隆帯は不規則に垂下する。あるいは口縁部には連続刺突文が施文されるものかも知れ

ない。 6は押圧隆帯が懸垂するのみであり、同類土器の中ではやや特異な土器 と言えよう。
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tり 第Ⅱ類D(第 18図 1)

無文のもの。 1は無文の小型深鉢で、短かい口縁がわずかに外反して開く。

10第 HttE(第 18図 7・ 8)

浅鉢形土器。 7は 口縁に連続刺突文を3条め ぐらせ、頸部に押圧隆帯をもつ。胴部はヘラ状工

具で縦位に沈線が施文される。 8は 口縁に捻 り把手をもつ。文様はペン先状工具により口縁部に

のみ細かな連続刺突文が施文されている。

10第 Ⅲ類A(第 96図 14～ 20。 第97図 1)

藤内 I・ H式に相当するもの。半隆起線や隆帯・沈線等によって口縁部から胴部までほぼ全体

に文様が構成されるもの (14～ 16)や口縁部が無文となるものOり、胴部が縄文 となるもの90、 ま

た口縁部に縄文帯をもつ第97図 1と 沈線が施文される18の ように、頸部が無文帯 となるものがあ

る。

19第Ⅲ類B(第 24図 1・ 第97図 2～ 7)

井戸尻式に相当するもの。第24図 1は 口縁が頸部から「 く」の字状に開 く深鉢。口縁部は無文 と

なり、頸部下に文様をもつ。文様は櫛形文に近いものであり、 1箇所のみ隆帯による円形の文様

が垂下する。本例は丁度口縁部文様帯部を欠 く例であり、やや特異な土器である。第97図 2・ 3・

7は半隆起帯による区画内に太い沈線を施文 したもの。 4・ 5は 口縁部に彫刻的手法により施文

したもの。 6は 胴部が縄文 となる深鉢の底部である。

10 第Ⅳ類A(第 16図 2・ 第22図 2・ 第97図 8～ 13)

曽利H式に相当するもの。第16図 2は 口縁部が内折する器形となる深鉢形土器。頸部を隆帯で

区切って幅の狭い文様帯を構成しており、胴部には隆帯による蛇行懸垂文が配されている。口縁

部・頸部は右傾する条線状沈線を施文 し、胴部は縦位の条線状沈線が地文 となる。本例は第97図

11と 共にやや新 しい様相のものである。第22図 2は地文に刺突文をもち、あまり調整されない隆

帯による渦巻文をもつ、やや新 しい様相にある。第97図 8～ 10は 口縁部が内折する深鉢形の器形

となるもので、太い条線上沈線の上に隆線を配したもの。 12・ 13は大型の深鉢形を呈する器形と

なるもので、X字状の把手が付 くものとみられる。

1つ 第Ⅳ類B(第 97図 14～ 20)

曽利H式段階に平行する唐草文系の上器。14。 15は 条線状沈線を地文にもつもので、剣先状の

渦巻文が構成されるものであろう。16～20は綾杉状沈線を地文にもつもの。20はその口縁部で刺

突文を伴なう。

(0第Ⅳ類C(第 16図 1・ 第22図 1)

曽利皿式に相当するもの。第16図 1は X宇状把手の付 く大型の深鉢形土器である。口縁部は無

文で胴部には大きな渦巻文が構成される。第22図 1は 長胴を呈す大型の深鉢形土器。胴部は櫛状

工具により条線状の沈線が施文されているのみである。

10第Ⅳ類D(第 24図 )
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曽利Ⅲ段階に平行する唐車文系土器。第24図 2は最大径が口縁部か胴部中程にあり、口縁が開

くものである。地文の綾杉文はやや粗雑 となっており、隆帯や沈線も退化した形を呈 している。

QO 第Ⅳ類E(第 12図 )

曽利Ⅳ式に相当するもの。最大径が口縁にあり、胴部の張 りが弱いのが特徴である。頸部にX

字状把手をもち、胴部にはやや簡略化された渦巻文が酉己されている。

10 第Ⅳ類F(第 98図 1～ 9)

曽利 V式に相当するもの。 1～ 4はやや古手の様相をもったもので、 1～ 3は櫛状工具により

条線状の沈線が施文される。 5は櫛状工具を用いた施文であるが、施文は刺突様となっている。

その他はヘラ状工具による施文であり、 7～ 9はハの字文 を呈す。

QD第Ⅳ類G(第 16図 3・ 4、 第98図 10～ 18)

縄文を地文にもつものを一括した。この中には曽利系のもの (第 98図 13・ 14)と 加曽利 E系のも

のがある。加曽利 E系のものは曽利Ⅲ段階に伴うもの (第 16図 3・ 4・ 第98図 10～ 12・ 15'16)と そ

れ以降に伴 うもの (第 98図 17・ 18)と がみられる。第16図 3は 丁寧な磨消部をもつ。糸電文は丁寧に

施文されたRL縄文である。搬入品であろうか、同図 4は磨消部の幅がごく狭 く縄文はLRであ

る。10は 回縁部に隆帯による渦巻文、11は沈線による渦巻文をもつ。12も 口縁部に渦巻文をもつ

ものであろう。13は 口縁部から胴部全体に縄文が施文される深鉢で、口縁部から胴部まで蛇行沈

線が施文されるもの。14は LR縄文地に沈線をもつもので在地型の土器である。 15。 16は磨消部

をもつが、16は糸電文が磨消されていない部分が残っている。 17は 口縁下に隆帯をもち、RL縄文

を施文 している。 18は 口縁下に沈線をもつもので、沈線下にRL縄文 とLR縄文 を羽状に施文 し

ている。

第 4群土器

(1)第 I ttA(第 99図 1～ 3)

称名寺式に相当するもの。 1・ 2共に沈線による区画施文後、区画内へ LR縄文を施文 してい

る。 1は波状 口縁の深鉢である。 3は逆 」宇状の文様構成をもつものとみられ、沈線による区画

内へ L R4電文 を施文 している。

(21 ttHttB(第 99図 4～ 14)

口縁部に沈線をもつものを一括した。 4・ 5は 口縁部に 1本の沈線をめ ぐらしたもの。 3は沈

線内と口唇部に円形の刺突文をもつ。 8は波状部に縦位の沈線を施文しており、横位にめ ぐる沈

線の先端には円形の刺突文をもつ。 7・ 13・ 14は頸部に文様を施文 したもの。 9はやや特異な器

形となるものである。

(3)第 HttC(第 99図 10～ 12)

深鉢形土器の把手部である。10は波状部に円孔をもつ。11は把手部に円形の刺突をもつ。12は

カエル形の把手をもち、地文にRL縄文をもつ。
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(4)第 HttD(第 99図 15'18～ 20)

隆帯上に刺突や刻みを加えたもの。15は波状口縁 となる深鉢で、口縁部の沈線下に刺突を加え

ている。 18。 19も 同様な施文法をとるものであるが、29は隆帯上に施文している。18は 口縁下に

円形の刺突文をめ ぐらしている。

(5)第 HttE(第 99図 16・ 17・ 21)

沈線による区画内に刺突や亥1み を加えたもの。 16・ 17は沈線状の刺突を加えたもので、21はヘ

ラ状工具による浅い沈線を斜位に施し縄文状の効果を出している。

(6)第 HttF(第 99図 22・ 23)

口縁部に沈線をめ ぐらし、頸部以下を縄文 と沈線で施文 した深鉢。共にLR縄文を地文 として

縦位の沈線を施文しており、23はやや区画状の文様構成となっている。

(7)第 H ttG(第 99図 24～ 26・ 第100図 1～ 5)

甕形土器の胴部で、文様は地文の縄文と隆線で構成されるもの。第99図24～ 26。 第100図 1～ 3

は太いもの。第100図 4は数条の沈線で文様を構成し、広い空間部に縄文を配 している。 5は沈線

がやや細 く、縄文は区画内にわずかに施文されている。

(3)第 H ttH(第 100図 6・ 7)

磨消縄文によって文様が構成される深鉢。 6・ 7共に胴部に数条の磨消縄文をもち、それぞれ

の縄文帯が橋状に接続した形を呈す。施文された縄文はLR縄文で細かなものである。

(9)第 Πtt I(第 100図 8・ 9)

無文の粗製深鉢形土器の口縁部。 8は 口縁が立ち上がって開く器形。 9は直線的に開 くもの。

(0 第Htt」 (第 100図 10～ 13)

粗製の深鉢形土器で文様が施文されたもの。10は胴部に最大径をもつもので、口縁下に浅い沈

線 と弧状の凹線が施文されている。11は 白縁下に隆帯をもち、隆帯下には沈線が弧状に施文され

てお り、維位にヘラ磨 きされた部分もある。13は小さな円形の刺突文が弧状に配されている。

1, 第HttK(第 100図 14・ 15)

他地域からの搬入品と考えられるもの。14は頸部が無文 となり、胴部には瓜形状の刺突文が逆

時計廻 りに重層的に施文されている。頸部を扶んで橋状把手が付 くものであり、把手部は剖落 し

ている。胎上には砂粒を含め黄褐色を呈す比較的焼成の良い土器である。二十稲場式の胴部が九

くなる甕形土器である。15は 勾玉状把手をもつ。把手部には沈線内に円形刺突が加えられている。

胴吉Ьは縦位の沈線が施文され、口縁下には沈線内に円形の刺突文が弧状に配されている。胴部か

ら口縁が直線的に開く円筒形を呈する深鉢であろう①

ぐD ttH類L(第 100図 16～ 19)

後期中葉の上器で、胴上部に縄文帯や無文帯、それに間隔のつまった文様帯等をもつもの。16

は口縁部沈線下に刻みをもち、17は 口縁先端部に刻みをもつ。18は 口唇部と口縁部沈線下の隆帯

上に亥1み をもつ。19は 口縁下に幅狭い無文帯をもつ。口唇部には刻みを施し、口縁内面にも無文
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帯が形成されている。

10 第H ttM(第 100図 21・ 22)

後期中葉の上器で、器内面に文様帯をもつもの。21は内面口縁部に並行沈線をめぐらせ、口唇

直下に斜傾する沈線を施文している。22はやや下った口縁部に文様帯をもつ。並行沈線による区

画帯内に刻み状の沈線を施文する。

中0第 HttN(第 100図 20,第 101図 1～ 5)

後期中葉の土器で、口縁部に重層的に縄文帯を配したもの。いずれも縄文帯間の無文帯部に短

線や弧線を施文するのが特徴である。第100図 20は口縁部に小さな突起がみられ、内面口縁下に無

文帯が構成される。第101図 1は 口縁部に玉抱三叉文がみられる。2～ 5は 口縁が大きく開く深鉢。

縄文はいずれも細かなLRである。

(D 第Ⅲ類A(第 101図 6・ 7)

甲縁が立ち上がって開く器形で、口縁部に沈線がめぐるもの。 6・ 7共に頸部は無文である。

焼成は良い。

10第Ⅲ類B(第 101図 8・ 9)

頸部に沈線を施文したもの。 8は頸部に斜イ頃する沈線を配したもので胴部は無文となろう。 9

は沈線を横位にハの字状に施文したもので、沈線は綾杉状のものがやや くずれた形を呈す。

中D第 Ⅲ類C(第 101図 10)

胴部に沈線で文様を構成した注口土器の胴部。 (宮坂虎次 )
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第 7節 糸岡 代

本遺跡から出上した土器のうち網代痕を有するものは17′点ある (第 102図 )。 この中には中期初頭

のものが 1点あり、他は堀ノ内 I式・H式・加曽利BI式が含まれているものと思われる。

1は 中期初頭。緯の条に対する経の条は 1本越え、 1本潜 り、 1本送 りである。 2～ 12は緯の

条に対する経の条が 2本越え、 1本潜 り、 1本送 りであるが、 3・ 4。 7は部分的に 2本潜って

いる。13の経は 6本越え、 5本潜 り、 3本送 りであり、緯は 6本越え、 6本潜 り、 3本送 りでや

や変則的である。14は緯の条に対する経の条は 6本越え、 4本潜り、 2本送 りである。

1は中期初頭でやや類例が少ないようである。 2～ 12は他遺跡でも夕くみられる普遍的な編み

方であるが、13・ 14は特異な例で注意される。 (鵜飼幸雄 )

f甘持オ`   13
第102図

第 8節 縄文時代の土製品
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1 土製円板

(第 103図 1～ 5)

土器片を九 く打ち欠いたも

ので、 2・ 5は周縁を磨耗し

ている。比較的大きい 1・ 2

とやや小型の 3～ 5がある。

いずれも縄文時代後期のもの

とうみら/L、  31こ はイ尤縦記と方滝化
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物の付着がみられる。 4の 第58号土墳出土以外は遺構外の出上であり、 重量は1が10.6g、  2が

10.8g、  3が5.6g、  4が6.2g、  5カ M。 5gを測る。

注 口音Б(第 103図 6)

注回土器の注口部である。文様はみられない。孔の径は0.6～ 0.7cmほ どあり、先端部でやや広

まっている。長さ5.Ocm、 最大径2.6cmを 測る。                 (鵜 飼幸雄 )

第 9節 弥 生 土 器

弥生土器 (第 101図 11)

施文されている。

は 1片発見された。I ttB-1か らの出土で、中部高地型の浅い櫛描文が

(宮坂虎次 )

第10節 石

調査区より出上した石器類は、打製石斧39タミ、磨製石斧H′く、石匙・横刃形石器 5′ミ、凹石51

点、石錘10点、石鏃27点 、剰片石器 8点、両極打法による石器群19点が出土している。この中で

遺構内より出土したものは全体の48%で、そのほとんどは遺構外よりのものである。また、住居

の重複関係も激しく、住居址内が何回にもわたり攪乱されており、住居址 との共伴関係をとらえ

ることが大変困難である。これらのことより遺構単位での石器組成、所属時期の把握は困難であ

った。 しかし、器種等より考えると、石器の大半は縄文期の所産であろう。

ここでは前項の理由等より、各器種毎に説明を加えていきたい。

1 打製石斧

打製万斧は39点 出土しており、石器全体の 4。 3%を 占める。これらをまず平面形状より分類す

るとI類～Ⅲ類に分類できる。

I舞i(第 104図 1～ 7)

I類は両側縁が平行で平面形状が短冊形を基本とするものである。これらは刃部形状・欠損部

分による分類ができる。刃部形状についてみると、直刃、円刃、偏刃の分類が可能である。

直刃のものは 5点 (第 104図 2・ 3・ 5。 9。 11)、 円刃のものは13点 (第 104図 1・ 4・ 6・ 10,12・ 13・

14・ 15。 17、 第105図 1・ 2・ 5。 6)である。刃部の丸味はそれぞれ異なるが、大別すると強 く外

彎するものと緩やかに外彎するものとがある。偏刃のものは 3点で (第 104図 7・ 8・ 16)、 その形

状は円刃に近いものが主体で、極めて偏よった刃部をもつものは見られない。

欠損部分についてみると、 I類では刃部・基部を欠損するものがあり、その偏在性は認められ

なかった。

器
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第105図  出土石器② (%)
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I類のものについて側面形状をみると、全体に偏平なものと、基部が刃部よりも厚いもの (第

104図 4・ 6・ 7)な どがある、側面形が顕著に留曲したものはみられなかったが、若千彎曲する傾向

のものがみられた (第 104図 6)。 これは背部に彎曲をもつ礫面を有しており、鸞曲と礫面の有無に

は関係があるものと考えられる。

II類 (第 104図 8,11～ 17、 第105図 1 ・2)

H類は両側縁が基部より刃部へ開き、側縁がハ字状を呈するもので、平面形状が楼形を基本と

するものである。これらは刃部形状・欠損部分により分類ができる。まず刃部形状が円刃をなす

ものは 7点で最 も多い。刃部は緩やかに外鸞するもので、強 く外骨するものはみられない。偏刃

をなすものは 1点で、円刃のものは肩部が使用の際のダメージにより偏刃をなしたような様相を

呈する。直刃は 1点である。 H類のものを側面形状よりみると凸レンズ状を呈するものが主体を

占める。側面が鸞曲状をなすものは見られないが、イ則面稜線が曲線をなすものが 1点 (第 104図 12)

ある。

H19霞 (第 104図 9。 10)

Ⅲ類は佃1縁部の一部に袂 り込みを有するもので平面形状が分銅形を基本とするものである。今

回の調査に捺いて典型的なⅢ類のものはみられず、コ類の亜流として捉えた方が妥当なものが主

体であった。刃部形状等については他の類のものと変 リカ
ざなかった。本類の特徴であるイ貝〕縁部へ

の袂 り込みであるが顕著でなく、側縁加工の際に意識的に調整を集中させた部分が浅い狭 り込み

状を呈しているものである。

これらの打製石斧は平面形状 I・ H・ Ⅲ類だけでなく大型のものと小型のものとに分けられる。

大型のものに比べ小型のものは調整黒1離 も丹念でなく、母岩からの系」離面を残すものが多い。刃

部・基部等の構造は大型のものとは変 りないが、直接黒J片 ・砕片を用いているために粗雑な感を

受ける。また、(第 105図 3・ 4)の ように他の打製石斧とその構造を異にするものがある。これらは

平面形状よりみると正方形に近いもので、製作法等は打製石斧と同じである。この石器が打製石

斧の一種なのか、または別の器種なのか問題があるものである。

2 磨製石斧

総数11点 (第 106図 1～ H)で、完形 3点、基部欠損 3点、刃部欠損 2点、イ員1縁部欠損 1点、基部

破片 2′くの内訳である。これらは形状等によりI類～Ⅲ類までの分類が可能である。

I類 :乳棒状のもの (第 106図 1)

H類 :定角式のもの (第 106図 2～ 7・ 9・ 10)

Ⅲ類 :箆状のもの (第 106図 8'11)

第106図 1は I類に属するもので、刃部を欠損する。全面に敲打整形痕が残 り、その一部に使用

によると思われる磨痕が認められた。Ⅱ類に属するものは 8点である。平面形状をみた場合、刃

部部分が大きく広がるもの14)と 、そうでないものがある。刃部形状は全て緩やかに外彎するもの
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で、細かな刃こばれ状の痕跡がみられる。特に5は その傾向が著しく潰れたような様相を呈する。

また、 2は製作時より刃付けが行われていないようで潰れた状態である。基部については、上部

に研磨後に生じたダメージを有するものが 2点 (6・ 10)あ る。使用痕は条線状のものが刃部を主

体に観察でき、4の ようにその部分が光沢を帯びるものもある。この他器面が何らかの物理的要

因により黒っぽく変色しているものがある (2・ 4・ 10)。

Ⅲ類のものはH類などと比べるとその研磨のし方等は雑で、整形粂J離の全てにまでは及んでい

ない。刃部形状は緩やかな九味を帯びるものである。平面形状は短冊形に近い形を呈し、側面形

は薄い板状をなす。

これらの磨製石斧について、特にH類の定角のものについては、土獲・埋甕内より出土してお

り、このように刃付けが行われていないものもあり、ある種の意味を有していた石器 として捉え

られようか。

石匙・横刃形石器

総数 5点 (第 106図 12～ 16)で完形 3点、刃部先端欠損 1点 、基部欠損 1点の内訳である。一応摘

み部をもつものを石匙、もたないものを横刃形石器とした。刃部形状は内彎するものと、外鸞す

るものがあり、内彎するものが主体である。素材は全て横手」ぎの千J片 を用いており、13の ように

礫面を有するものもある。刃部調整は丹念に行われているものと、単に手J片の縁辺を利用したも

のとがある。背都は刃部に比べ厚味をもち、潰すような調整が行われている。断面形は楔形に近

い形を呈するものが主体をなす。

凹石・磨石・敲石

凹石は出土量が多く石器全体の30%を 占める。凹石は47′ミ、磨石 3´ミ、敲石 1′ミである。凹石の

場合は単に凹石だけの機能を有するものと、磨石または敲石、あるいは三様の機能を有するもの

とがある。

これらの凹石を平面形状よりみると4告円形、不整楕円形、長方形、石鹸形等がある。基本的に

は楕円形のバ リエーションで、長楕円のものと、そうでないものが主流を占める。尚、石鹸形の

ものは、あらかじめ敲打等により整形しており、磨石 と併用している場合が多い。

凹孔の状態をみると、敲打によるアバタ状の浅い小孔が集中するものと、凹みが深い断面漏斗

状を呈するものとがある。量的にみた場合、前者の方が24点 と多い。尚、この両者を合せ もった

ものもみられる。凹孔の位置は縦にいくつも配列するものと、中央部に丸い形の範囲にあるもの

とに分かれ、前者のものが主流を占める。凹孔は両面にあるものが38点 、片面にあるもの 8点、

側面を加えた 3面にあるもの 1点である。凹孔が深 く両面にあるものは、凹孔を有する面が平坦

若しくは緩やかな彎曲を示すもので、そうでないものは割合断面形が不整形である。

磨石は 3点 (第 112図 2・ 3・ 4)で ある。磨 り方は全面を磨るもの(動 、片面を磨るものに)、 一部
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第111図  出土石器俗)(%)
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第112図 出土石器(9X%)
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分を磨るもの(働がある。 4については他の磨石 とは異なり軽石を素材としており、機能が異なっ

ていたと思われる。敲石は 1′ミ(第 114図 5)で棒状の礫を素材としており、その両端に敲打による

スレ状の痕跡が見られる。尚、凹石の中にも磨石・敲石 と併用のものがある。磨石 として使用さ

れたと推定される磨 り痕を残すものは11点 である。この内片面だけのものは 4点で、残る7点は

両面若しくは側面にも磨 り痕を残している。敲打痕をもつものは 8点で、素材の両端若 しくは側

面に敲打痕が残る。このように凹孔をもち、磨石または敲石 と併用するものは21点 あり、全体の

45%を 占める。これらのことより凹孔 。磨 り。敲打は密接な関係をもち凹石は単に単一的な機能

を有する石器としてよりも、複合した機能を得られていたように思える。また、スス状炭化物が

付着するものが 3点みられた。このような凹るは与助尾根南遺跡、居沢尾根遺跡で報告されてお

り、凹石の機能等とどのような関わりがあったであろうか。

石  錘

石錘は10点出上していた。全て打ち欠きによるもので、その位置によりI類 とH類 とに分類で

きうる。

I類 i素材の長軸方向両端に打ち欠きをもつもの。

H類 :素材の短軸方向両端に打ち欠きをもつもの。

第115図 1・ 2は I類に属するものである。両端よりの打ち欠きは 1と 2は異なり、 1は簡単な

調整を加えているだけのものに対し、 2は狭入部を作 り出している。 H類に属するものは 8点で

その主体を占める。打ち欠きはイ貝J面 または裏面より行われており、全てのものに狭入部が見られ

る。狭入部の幅は1.0～ 2.lcmと 余 りばらつきが見られず、ある程度一定である。素材に用いてい

る礫は主体が安山岩の扁平礫で、素材を選択 しているような傾向を示す。

熙 鵜飼幸雄 1980「石器」『与助尾根南遺跡』 茅野市教育委員会
業業 高桑俊雄 1981「縄文時代の石器」『長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書―原村その

4-昭和51・ 52年度』 長野県教育委員会
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6 石製品

石製品とした内には石棒、軽石製小形碗等がある。

石棒は4点出土している。これを従来通りの分類である無頭と有頭に分類すると、無頭石棒は

3点 (第 116図 1・ 2,4)で有頭石棒は 1点 (第 116図 3)である。 1は安山岩を素材とするもので最

大長110,4cm、 最大幅24.Ocmと 大きなものである。先端部%ほ どより基部にかけて素材の礫面を残

5

0
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すが、その他の部分は敲打整形が行われている。また、礫面と敲打面との境部分は磨かれている。

断面形は四角ばった楕円形を呈する。尚、基部に争1落箇所がみられるが、敲打等の切 り合いより

見ると当初より手1落 していたものと思われる。 2は 1、 4な どと異なり断面が円形を呈するもの

である。全面が敲打により整形され、その一部が磨かれている。基部は破損している。 4は 1と

同様な断面形を呈するものである。頭部と基部は平坦になるように調整を加えており、平面形状

は長方形を呈する。全体整形は恨1面を中心に敲打により整形した後軽い磨きをかけている。 3は

他の石棒とは異なる有頭石棒で大きさも小形のものである。全体に磨きがかけられており、裏面

は平坦になるように磨かれている。基部が欠損しているが、欠損状態等よりみてかなり古いもの

のようである。

5は有濤を有する石製品である。濤部は幅0.9Cm、 長さ8.3cmで、卵形を呈する礫のほぼ中央部

にある。濤は敲打がなされた後擦 り切 り状につけているもので、断面形はU宇形を呈する。この

ような石製品については有濤祗石として取り扱われているが、一応石製品として取り扱っておく。

6は軽石製小形碗である。残存は全体のκほどであるが、図上復原すると口径6.4cm、 器高4.2

cm、 底径3,7cmである。器形は休部が丸味をおび、底部が丸底状に近いもので所謂碗状を呈する。

製作法は円礫の軽石のほぼ中央部に窪み部を作り調整を加え、内面を作り出している。外面は底
輩輩

部を除き調整が加えられていないようである。このような石製品は、中原遺跡の第2号住居址よ

り出上しており、その形状等より考えると小形土器などと密接な関係があろうか。

石  鏃

石鏃は27点出土しており、その中には未製品も含まれる。石器に用いられている石材は第 117

図10のチャー トを除き、全て不純物の混入の少ない黒曜石である。石鏃は基本的には無茎凹基・

無茎平基 。無茎円基の三分類ができ、各類の点数は無茎凹基19点、無茎平基 2点、祭茎円基 6点

である。

無茎凹基 I類 :基部に対して深 く丹念な調整を加えたもので逆刺部が顕著なものである (第 117

図 1～ 4)。 これらは身部が長いもので、幅が狭 くスマー トな感を受ける。調整剖離は丹念で左右

がほぼ対象をなす。

無茎凹基H類 :基部への狭 り込みは I類に比べ浅 く内鸞する (第 117図 6～ 19)。 これらは袂 り込

みの状態により2分できるようである。鏃形は身部が I類に比べ短か く、最大幅は脚部の最末端

にある。

無茎平基 :最大長と最大幅が比較的近いもので平面形が正三角形に近い形を呈する(第 117図 20。

21)。

無茎円基 I類 :基部への狭りはみられず外彎するもので、平面形が無茎平基のものと同様に正

柴 宮下健司 1983「有濤祗石」『縄文文化の研究』 7

来業 宮坂英式 1976『福沢村の古代史』 茅野市教育委員会
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三角形に近い形を呈する(第 117図 22・ 23)。

無茎円基H類 :I類に比べ身部が長いものである (第 117図 24～ 27)。 24～26は調整等より考える

と他の石鏃等とは異なる様相を呈している。特に平面形状に於いては不整形であり、未製品に近

いものである。

8 手J片石器

象」片石器は 8点出土している。この他にも粂J片縁辺部に細かな刃こばれ状の痕跡をもつものが

数点あったが、ここでは明らかに石器 として用いられたと思われるもの (刃部調整等が行われて

いるもの)について取 り扱った。

I類 :刃部が素材系」片の一辺にあるもの (1～ 4)で、素材崇J片 には 2の ように両極打法による

劉片を用いるもの、 3の ように横黒Jぎによるもの、 4の ように縦黒1ぎによるものがあるが、いず

れも一部に自然面を残す第一次手U片 である。尚、 4は黒U片末端に折断したような痕跡が残る。刃
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部形状は直刃をなすものが主体で、 2・ 4の ように内彎する刃部をもつものも見られる。

H類 :刃部が素材千J片の相対する辺にあるもの (5。 8)で 、素材千1片には縦長状の剖片中央部

に稜 をもつ ものを用いている。刃部は直刃をなす。 5は崇1片末端に調整が加えられている。

III類 :こ の群 (6・ 7)は 刃部よりみるとI類の範疇に入れるべきものであるが、調整の状態が

刃菩る調整 と云 うよりも整形調整に近いものである。この群の特徴は、背面にポジティブな
バルブ

を残すことである。この制離は加工段階で最終に行われたと思われるもので、これらより考える

とこの群はある種の石器製作の際に生したものと思われ、石器 としての機能を有しているものと

は取 り親えない。

9 両極打法による石器群
華           叢警

この石器についてはピエス=エスキーユ・曽根型彫亥1器・曽根型石核などと呼ばれているもの

であるが、ここではこの石器の特徴であるその製作法によるものを一括した。本遺跡からは19点

出上 してお り全て黒曜石を素材としている。

I類 :平面形状が上下両縁が先細 り、紡錘形を呈するもので (第 118図 10～ 12)、 背面に主要剥離

面状のものを有する。上下両縁は両極打法の特徴的な階段状の刹離痕が観察でき、潰れたような

状態 を示す。

H類 :平面形状が維長状を呈するもので (第 118図 9・ 第119図 9)、 一面に主要剰離面状のものを

有する。形状等よりみた場合スポール的な感を有する。

Ⅲ類 :平面形が四角形を呈するもので (第 119図 8・ 10～ 14)、 断面形が楔状である。

Ⅳ類 :平面形が四角形を呈するもの (第 119図 1-7・ 15)で、断面形が凸レンズ状である。この

Ⅳ類、Ⅲ類は形状が等しく、一つのグループとして把握しても妥当であろう。断面形の相異につ

いては、刹離の段階が進むにつれ凸レンズ状を呈 してくるものと思われ、基本的にはⅣ類がこの

種の最終形態と考えられないか。これらの石器で所謂裁断面をもつものは11点でⅢ類
。Ⅳ類の73

%を 占める。

今回出土した19点につき平面・側面形状より4つの類に分類したが、 I・ H類は、Ⅲ・Ⅳ類と
輩黎輩輩

比べ形状にばらつきがあり、主要刹離面状の面を残存すること等や、聖山遺跡の接合例などより

考えると、このようなものは両極打法による手J離が進む過程内で生じた手」片・スポール等として

理解できるのではないか。また、Ⅲ・Ⅳ類を分類した基準である側面形状については、単に形状

的分類の基準に過ぎず機能差などを示しているとは思えない。なぜなら、側面形状は加撃法と密

接な関係を有すると思われるからである。つまり、凸レンズ状を呈するものは系」離が進行したも

業 岡村道雄 1976「ピエス・エスキーユについて」『東北考古学の諸問題』

米米 森鳴 稔 1975「曽根型彫核1器考」『長野県考古学会誌』 第21号

来米業 藤森栄- 1960「諏訪湖底菅根の遺跡」『信濃』 第12巻第 7号

米業米業 阿部朝衛 1978「 ピエス・エスキーユ(楔形石器 )」 『聖山』 東北大学文学部考古学研究会
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の、楔形を呈するものは争J離途中であり打面部を残すものと捉えたい。尚、側面を凸レンズ状に

することが最終目的であったのかは把握できなかったが、道具 として機能させることにより結果

的に生じたものであるとする提え方もあり今後の問題である。この他に、この石器は栽断面の有

無により素材・製品と分類されているが、我断面の有無はこの石器に必然的な構造ではないように

思われる。むしろ製作時に終いて我断面が生じたものは、我断面 と縁辺部より構成されるコ形の

ワーキング=エ ッヂをもつもの、ないものは三形のワーキング=エ ッヂをもつものとして使い分

けがされていたのではないか。

この石器については従来の石器 とは異なり、製作法がどちらかというと雑なもので、石器とし

ての認識が薄かったものである。 しかし、新たな研究により石器の構造が明らかになりつつあり、

今後石器組成内での位置等の把握により、よリー層この石器のもつ性格が明確になってくるであ

ろう。また、両極打法についてもハンマーと台石による簡単な打撃法で、この打撃により製作さ

れた石器は単にピエス=エスキーユだけではないはずである。石核 。刹片等の分折が進むにつれ、

この打撃法によるものが数多く見い出されるものかと思われ、今後そうした千J片・砕片等に対す

る詳細なみかたが必要となってくるであろう。 (守矢昌文 )

第11節 陶 磁 器

陶磁器 (第 120図 )は ほとんどが遺構外からの出土で細片が多い。

1は第17号住居址からの出土であるが混入品と考えられる。瀬戸系の皿で断面三角形の小さな

高台をもつ。口縁部は凹線状にロクロ成形されており、全体に責色の釉が比較的厚 くかけられて

いる。高台部と底部のみ露胎である。 2は 口径の大きい碗形の青磁であり、内面は櫛状工具によ

り施文されている。胎土はやや黒味のかかった灰白色で微気泡がみられる。釉は薄 く責味の強い

青責色を呈す。 3は 口縁が直線的に開く青磁の碗で連弁文を酉己している。胎土はやや黒味のかか

った灰白色で、釉は青白色を呈す。 4・ 5は 白磁の底部である。 4は見込部に櫛状工具による施

文がみられ、 5は沈線がめ ぐる。 4の胎土は微気泡を含む黄白色を呈し、釉は高台部までかけら

れている。 5の胎土は灰白色を呈 し、釉は腰部までかけられている。 6は大形の碗状の器形とな

る青磁の底部である。胎土は微気泡を含む灰白色で、釉は厚 く底部から高台部まで全面にかけら

れており、鮮やかな緑色を呈す。 7は青白磁小壺蓋である。受部径は推定6.2cm、 最大径 は推定

8.7cmあ り、現存高は1.6cmである。内面受部のみ露胎で、蓋上面には菊花状の文様が陽刻されて

いる。胎土はよく精製されたもので白色を呈す。釉は黒色微粒子を含んだ水色を呈 し、透明度は

局 い 。
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第120図  出土陶磁器 (%)

第12節 古代の石製品

ユ 滑石製模造品 (第 121図 1)

黒青色の滑右を用いている。下面には中央部まで切 り込んだ後折 り取った痕跡が明瞭に残って

おり、その後ノミ状の刃物で造作をしている。造作は中央部を略半円形に掘 り込み、その頂部に

突出する形に亥1み を入れてい

る。掘 り込んだ部分の底面は

ほぼ水平であるが、下面イ貝1の

先端部のみ高 くしている特徴

がある。 また、頂著卜の亥けみを

換んだ左右上端部には放射状

沈線と弧線からなる文様が彫

らイ化ている。4.Ocm× 3.5cm・

最大厚1,3cm。 重さ34.7gを 測

る。 I ttD-4出 土。 第 121図 古代の石製品(%)

2 石製円板 (第 121図 2)

板状の扁平な安山岩を用いたもので、周縁を打ち欠いて隅丸方形状に仕上げている。5.9cm×

5.4cm・ 厚さ1.6cm・ 重さ99.7g。 第 6号土墳から出土した。           (鵜 飼幸雄 )

第13節 鉄 製 品

1 口金状鉄製品 (第 122図 1)

口径2.6cm。 長さ6.3cmの 円筒形を呈する口金状の部分に、長さ6.7cmの 円錐形を呈 した茎らしき

部分が食い込んで噛み合った状態にあるもの。口金状の部分 も茎状の部分 も共に鉄板を丸く合わ
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第122図  出土鉄製品(%)

せたもので、断面形は円形を呈 している。しかし茎状のものは、

ら先端イ員Jの部分は、一辺が1.2cmほ どとなる断面形が方形につ く

重さ51.6go HttC-2出 上。

釘  (第 122図 2・ 3)

2・ 3共に断面形が方形を呈する角釘であるが、 2はやや扁平である。 2の頭部は端部を叩い

て平らにした後折 り曲げている。 3は端部を叩いて平らにした後、 2と は逆方向に折 り曲げて頭

部をつ くっている。 2は脚部先端を欠 く。現存長6.6cm・ 幅0.5cm。 厚さ0,7cm。 重さ8.6 go I区

A-8出 土。 3も 脚部を欠損する。現存長5。 8cm・ 幅0.6cm・ 厚さ0.5cm・ 重さ8.3go lttD-33

出土。

鉄9決 (第 122図 3)

鞠族の茎の破片である。現存長3.6cmo l ttB-0出 土。 (鵜飼幸雄 )

第14節 古 銭

今回の調査に於いて古銭は開元通費・寛永通費の2種類 2枚が出土した (第 123図 )。 出土層位は

第 2層 中よりで遺構に伴なうものではない。

1は唐銭の開元通費である。鋳造は割合良好で書体もしっか

りしている。

2は寛永通費である。銅銭で鋳造は良好である。書体はしっ

か りしており、太字で「賓」字が貝とならない点などよりみて「古 第 123図  出土古銭 (1/1.5)

寛永」の部類に属すると思われ る。

1は 中世貨銭、 2は近世貨銭である。遺構・遺物が伴なわず散 発的な出上であった。 (守矢昌文 )
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×
46

台
 
形
38

中
央
上
部
に
拳
大
の
碑
か
ら
な
る
小
さ
な
集
石
、
覆
土
は
1層

(ロ
ー
ム
塊
混
入
褐
色
土
)で
、
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
る
。

後
木 片
期 器
中 土
・ 頭
期 初
前 期

後
期
初
頭

I―
g
I島
丸
方
形

78
×
58
隅
九
方
形

64
〉
く
44

台
 
形
50

覆
土
中
に
拳
大
と
A4
大
の
扁
平
な
礫
。

中
期
末
・
後
期
初
頭

上
器
片
・
黒
曜
石

後
期
初
頭

円
形

68
×
62
不
整
円
形

40
×
38

半
 
円
 
形

28
中
期
初
頭
上
器
片

中
期
初
頭
(?
)

不
 
整
96
×
84
形
不
 
整
90
×
74
形

形
方 ３
０

長
黒
曜
石

I―
b
円
  
 
形

11
6×
10
6
円

形

90
〉
〈
80

長
 
方
 
形

42

覆
土
中
に
拳
大
の
集
石
か
ら
な
る
小
さ
な
集
石
が
2箇
所
。

後
期
初
頭

土 層 説 明

土
色
褐

土 小 粒

色 ム ム

褐 一 一

里 甘 ロ

Ⅱ
円

形

58
×
50
円

形
42
×
34

台
 
形
48

西
側
の
ピ
ッ
ト
を
切
る

I―
g
円

形
66
×
60
円

形
56
×
48

方
 
形
38

底
面
に
B4
大
の
扁
平
な
礫
2枚
重
ね
る
、礫
下
よ
り
骨
片
出
土
。
骨
片

11
号
を
切
る
。

I―
b
円
  
 
形

11
2×
11
2
円

形

92
×
86

台
 
形
60

覆
土
中
に
拳
大
。
人
頭
大
礫
に
よ
る
集
石
、
中
央
南
側
に
一
括

土
器
。

中
期
末
・
後
期
初
頭

上
器
片
中
期
末
一
括
土
器

黒
曜
石
・
石
鏃

北
側
の
ピ
ッ
ト
を
切
る
中
期
末
～
後

期
初

土 層 説 明

ロ
ー
ム
小
粒
子
混
入
黒
褐
色
上
。

ロ
ー
ム
塊
混
入
黒
褐
色
土
。

ロ
ー
ム
多
量
混
入
責
褐
色
土
。

風
化
ロ
ー
ム
に
近
い
責
黒
色
土
。

I一
a
円

形

94
〉
〈
80

形
円

66
×
60

台
 
形
72

考詈
暑
宏 至
吉七
癸
雪
か 餐
奢
?蔭
岳ξ
争 言
岸
亀生
杏暑
生

は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
。

中
期
末
・
後
期
初
頭

上
器
片

26
号
を
切
る
。

後
期
初
頭

土 層 説 明

ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
含
む
責
褐
色
土
。
(粘
性
が
強
い
)

蓄 堅
≒
tゲ
ど巻
墓♂
撃鯉
土 。



‐ Ｉ Ｐ 伽 〇 ― ―

分
 
類
平
面
形
規
模
底
面
形
規
模
断
面
形
深
さ

土
獲

内
の

状
能 心

出
土
遺
物
重
複
関
係
Π 寺

期
備

考

II
円

形

84
×
72

円
形

66
×
66

台
 
形
64

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
ヽ

期
後

末 片
半 期
後 土
期 頭
中 初

25
号
に
切
ら
れ
る
。
後
期
初
頭

土 層 説 明

4 
親
指
大
以
上
の
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
、
粒
子
を
含
み
、

2層
よ
り
も
黄
味
の
強
い
責
褐
色
土
。

5 
2層
と
ほ
ぼ
同
質
、
同
色
の
層
。

6 
1層
と
ほ
ぼ
同
質
、
同
様
の
層
。

I―
g
円

形

82
×
68

円
形

58
×
48

方
 
形
40

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
し

中
期
末
・
後
期
初
頭

上
器
片

後
期
初
頭

土 層 説 明

1 2

ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
・
ロ
ー
ム
粒
を
含
む
責
色
土
。

1層
よ
り
も
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
が
少
な
く
、
責
味
の

弱
い
黄
色
土
。

ロ
ー
ム
粒
・
炭
化
物
を
含
む
黒
褐
色
上
。

3

隅
丸
方
形

10
0×
80
隅
九
方
形

32
〉
〈
64

台
 
形
94

西
壁
際
に
不
と
甕
胴
下
部
一
括
出
上
、一
括
土
器
際
に
炭
化
物
。

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
。

不 ３
褒
(第
88
図
2
4
号
住
A床
下
。

古
墳
後
斯

欠
 
番

I―
b
14
 
円
86
×
82
形
14
 
円
68
×
46
形

台
 
形
42

北
壁
際
に
人
頭
大
の
礫
に
よ
る
集
石
、 覆
上
中
に
人
頭
大
の
礫
、

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
。

中
期
末
・
後
期
初
頭
・

中
葉
土
器

10
号
住
に
切
ら
れ
る
。
後
期
中
葉
力
口
曽
不
lB
 I

A
I―
b
円

形
80
×
78
不
整
円
形

60
×
50

台
台
形
形
62

覆
土
中
に
拳
大
の
礫
7個
か
ら
な
る
集
石
、
覆
土
は
一
層
(粘

性
の
あ
る
責
褐
色
土
)で
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
。

中
期
末
・
後
期
初
頭

上
器
片

黒
曜
石

34
号
Bに
切
ら
れ
る
。
後
期
初
頭

B
I一
f

形
，
円 承

1/
1 
円
 
形

70
×
(4
6)

長
方
形
34

覆
土
は
一
層
(黒
褐
色
)で
、
人
頭
大
の
礫
を
配
す
。

34
号
Aを
切
る
。

37
号
に
切
ら
″
し
る
。

I―
b
円
  
 
形

10
0×
90

円
形

66
×
58

台
 
形
50

東
嵯
か
ら
南
壁
に
か
け
て
の
覆
土
中
位
に
拳
大
礫
の
集
石
、
覆

土
は
ユ
層
で
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
。

37
号
に
切
ら
オ
し
る
。

I―
g
14
 
円
82
×
62
形
14
 
円
 
形

60
×
42

兵
万
形
32

覆
上
下
部
A3
大
の
扁
平
な
礫
、
礫
下
よ
り
骨
片
と
土
器
片
出

土
。

骨
片
、
後
期
初
頭

中
葉
土
器
片

後
期
初
頭
～

後
期
中
葉
力
日
曽
不
IB
 I

I一
d
不
整
円
形

92
×
72
怖
 
円
 
形

70
×
52

長
方
形
36

覆
上
下
部
に
拳
大
の
扁
平
な
礫
か
ら
な
る
集
石
、
覆
土
は
自
然

堆
積
を
思
わ
せ
な
い
。

34
号
Bに
切
ら
″
し
る
。

II
円

形

56
×
50
円

形
34
×
32

方
 
形
38

後
期
土
器
片

A
形 ｊ

円 承
形
，
円 頴

九 日 ヮ ィ

長
方
形
30

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
、
下
部
に
ピ
ッ
ト
が
重
な
る
。

39
号
Bに
切
ら
れ
る
。

B
円

形
98
〉
〈
96
円

形
44
×
42

長
台
形
90

覆
土
は
1層
で
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
。

中
期
末
・
後
期
初
頭

上
器
片

39
号
Aを
切
る
。

後
期
初
頭

I―
b
怖
 
円
 
形

11
0×
(6
0)

形
，
円 粗

長
方
形
22

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
、
覆
土
よ
り
骨
片
出
土
、
北

蛙
際
に
小
さ
な
集
石
。

期ヽ 器

１ 中 土

斧 頭ヽ

石 ２ 初

打 片 期
石ヽ 後

片 曜 ・

骨 黒 末 片

濤
2に
切
ら
イ
と
る
。
後
期
初
頭

土 層 説 明

1.
炭
化
物
、
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
、
粘
1生
の
あ
る

責
褐
色
土
。

2 
炭
化
物
、
ロ
ー
ム
の
小
ブ
ロ
ッ
ク
、
ロ
ー
ム
粒
を
含

む
黒
褐
色
土
。

3 
1層
と
同
様
で
あ
る
が
粘
性
が
な
く
ボ
ソ
ボ
ソ
し



Ｉ Ｓ Ｐ Ｉ

分
 
類
平
面
形
規
模
底
面
形
規
模
断
面
形
深
さ

土
壊

内
の

能 心
出
土
遺
物
重
複
関
係

期
備

考

4
た
厚
指
とほ
ば
似
た
層
、内
に
含
む
ロ ー
ム
の
小
ブ
ロ
ッ

ク
が
2層
の
も
の
よ
り
若
干
大
き
く
親
指
大
を
呈
す
。

硬
い
責
褐
色
土
。

5

A
I―
e
円

形
74
)〈
64

円
形

60
〉
く
48

台
 
集
76

/i
t大
・
人
頭
大
の
礫
が
底
部
か
ら
上
面
に
か
け
て
ぎ
っ
し
り
詰

っ
て
い
る
。

骨
片
・
後
期
初
頭

中
実
上
器
片

41
号
B・
Cを
切
る
。
後
期
中
葉

土 層 説 明

2層
と
同
質
で
あ
る
が
責
味
が
強
い
層
。

小
指
大
～
親
指
大
の
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
く
含
む

B
円
  
 
形

66
×
(6
0)
円
  
 
形

44
×
(4
0)

台
 
形
30

底
部
に
土
器
。

後
期
土
器
片

41
号
A 
溝
2に
切
ら

れ
る
。

後
期
初
頭
～

中
葉

土 層 説 明

ロ
ー
ム
粒
を
含
む
粘
性
の
あ
る
責
褐
色
土
。

ロ
ー
ム
粒
を
含
む
褐
色
土
。

C
I―
b

形
，

×

円 ８
円
  
 
形

46
×
(4
6)

台
 
形
50

束
壁
際
に
集
石
、
覆
土
よ
り
骨
片
出
土
。

骨
片

41
号
Aに
切
ら
れ
る
。

I一
b
円

形

80
×
62

円
形

46
×
46

長
方
形
34

覆
土
中
央
部
に
拳
大
の
扁
平
な
小
礫
に
よ
る
集
石
、
覆
土
は
自

然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
、
西
側
に
小
ピ
ッ
ト
。

打
石
斧
1、
黒
Π 樫
石

中
期
末
土
器
片

43
号
・
44
号
に
切
ら
れ

る
。

中
期
末

凱 陣 騨 Ｈ寺‐こ
設 脚 もあ
る 。

雌 賂 施 嗣 嶋 触

土 層 説 明

ロ
ー
ム
粒
・
コ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
黄
褐
色
土
。

ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
粒
・
炭
化
物
を
含
む
黒
褐
色
土
。

ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
く
含
む
責
褐
色
土
。

円
10
4×
94
形
円

形

90
×
90
長
方
形
+半
円
形

12
  
  
  
26

中
央
部
に
焼
上
を
有
す
る
落
ち
込
み
(6
2×
60
)。
焼
土
上
面
に

集
石
、
一
段
低
い
底
部
の
1層
よ
り
骨
片
出
土
。

骨
片
・
中
期
末
土
器

片
42
号
を
切
る
。

中
期
末

土 層 説 明

暗
責
褐
色
上
で
焼
土
含
有
、
炭
化
物
を
含
む
。

焼
上
。

加
熱
ロ
ー
ム
。

X―
g
円

形

70
×
64
円
  
形

54
×
52

台
 
形
44

上
面
に
扁
平
礫
と
角
柱
礫
の
集
石
。

黒
1避
石
・
中
期
末
土

器
片
、
打
石
斧

42
号
・
45
号
を
切
る
。
中
期
末

(竹
円
形
)
(円

形
)
(台
 
形
)

60
覆
土
上
面
に
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
が
厚
く
堆
積
す
る
、
覆
土
は
白

然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
。

中
期
末
上
器
片

44
号
・
46
号
1こ
切
ら
イ
し

る
。

中
期
末

I―
a

形 ０
卸 ］
不 １

不
整
円
形

70
〉
〈
58

台
 
形
92

束
壁
際
か
ら
南
壁
際
に
人
頭
大
の
礫
に
よ
る
集
石
、
覆
土
は
自

然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
。

片 頭
斧 初
石 期
打 後
Ｌ
石 末 片

曜 期 器

黒 中 止

45
号
を
切
る
。

中
期
末

I一
b
円

形

78
×
72
円
  
形

54
×
54

台
 
形
44

覆
土
中
央
部
に
人
頭
大
の
礫
8個
か
ら
な
る
集
石
、
集
石
下
か

ら
骨
片
出
上
。

骨
片
、
後
期
初
・
中

葉
土
器
片

後
期
中
葉
カ ロ
曽
不
LB
 I

I一
b
円
  
 
形

12
8×
11
2
円
  
 
形

11
8×
10
0

長
方
形
20

束
壁
際
に
集
石
、
「
_R
都
中
央
に
礫
。

I一
e
十t
 
円
 
形

98
×
80
14
 
円
 
形

84
〉
く
60

台
 
形
40

拳
大
 
人
頭
大
の
礫
を
詰
め
る
、
上
面
に
A4
大
の
扁
平
礫
、

覆
土
よ
り
骨
片
出
土
。

後
期
中
葉
カ
ロ
曽
不
可
BI

A
I―
b
44
 
円
66
×
52
形
怖
 
円
 
形

56
×
42

台
 
形
60

中
央
部
に
拳
大
・
入
頭
大
礫
か
ら
な
る
集
石
、
第
2層
中
よ
り

骨
片
出
土
。

骨
片
、
中
期
末
・
後

期
初
頭
上
器
片

る
。 切

る を
切 ト

と 笙 ツ

Ｂ ピ

号 側
５
０ 東

後
期
初
頭

B
形
，
円 対

楕
 
円
 
形

72
×
(4
2)

長
方
形
48

後
期
初
頭
上
器
片
50
号
Aに
切
ら
れ
る
。
後
期
初
頭



Ｉ Ｉ Ｐ 釦 ］ ― ―

分
 
類
平
面
形
規
模
底
面
形
規
模
断
面
形
深
さ

土
援

1勺
の
状
態

出
土
辻
物
重
複
関
係
時

期
備

を

I―
e
円

形
80
×
78
円

形

72
×
70

台
 
形
94

食 り 炭

腐 貼 木

り に と

帽 冽 醐
土
。

の 口 の 出

部 ブ 栗 片

石 を の 骨

集 ム 量 て

」 多 し

石 口 は 接

集 は に に

の 層 層 壁

態 ２ ３ た

状 ヽ まヽ

た 土 層 ヽ

め 出 る 存

詰 棒 す 遺

を 石 の で

礫 だ 感 ま

の ん た 面

大 進 け 底

拳 の 付 が

石
棒
、
栗
炭
化
物
、

骨
片
、
石
鉄

後
期
初
頭
上
器
片

後
期
初
頭

土 層 説 明

ハ
リ
ロ
ー
ム
。

炭
化
物
混
入
黒
色
上
。

A
I―
e
円

形
86
〉
〈
76

円
形

68
〉
〈
58
瑚 ・０４

プ
ラ
ン
の
東
側
%ほ
ど
の
6層
を
中
′ と
、 に
5層
ま
で
、
拳
大
か

ら
人
頭
大
の
礫
を
詰
め
込
ん
だ
状
態
に
積
み
上
げ
た
集
石
。
後
期
初
頭
上
器
片
52
号
Bを
切
る
。

後
期
初
頭

層 説
1.
責
褐
色
土
。

B
I―
b
円

形

70
〉
〈
68

円
形

54
×
48

台
 
形
80

覆
土
中
程
に
拳
大
か
ら
人
頭
大
礫
に
よ
る
集
石
、
覆
土
は
自
然

堆
積
を
思
わ
せ
な
い
。

後
期
初
頭
上
器
片
52
号
Aに
切
ら
れ
る
。
後
期
初
頭

竹
 
円
50
)く
42
形
怖
 
円
 
形

42
×
30

半
円
形
12

西
壁
寄
り
で
底
面
か
ら
+1
0c
mで
石
錘
出
上
。

石
錘
・
後
期
初
頭
上

器
片

後
期
初
頭

I一
g
円

形

60
〉
〈
50

円
形

38
〉
〈
36

台
 
形
28

底
面
に
A4
大
の
扁
平
な
礫
、
覆
土
は
1層
で
自
然
堆
積
を
思

わ
せ
な
い
、
覆
土
よ
り
骨
片
出
上
。

骨
片
、
石
鏃
2、
後

期
初
頭
上
器
片

後
期
初
頭

A
II
竹
 
円
 
形

(1
20
)×
96

形
８
０

円
６
ナ
×

竹 Ｑ
台
 
形
52

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
し

中
期
末
～
後
期
初
頭

上
器
片

55
号
B'
Cに
切
ら
れ

る
。

中
期
末
～
後

期
初
頭

B
I―
b
円

形

98
〉
く
84
円

形

80
〉
〈
66

台
 
形
90
唇 美
習球
振
む麗
李 啓
宅垂
[首
表雇
椙
鯵恋
畷
恋 肇
よ F
ら
軽
石
製
品
、
磨
石
斧

中
期
末
～
後
期
初
頭

上
器
片
、
黒
曜
石
、

凹
石

55
号
A・
Cを
切
る
。
中
期
末
～
後

期
初
頭

C
I―
b
円

形
60
×
50

円
形

38
×
28

長
台
形
68

西
壁
際
の
覆
土
下
部
に
拳
大
礫
の
小
集
石
、
覆
土
は
自
然
堆
積

を
思
わ
せ
な
い
。

中
期
末
～
後
期
初
頭

上
器
片

55
号
Bに
切
ら
れ
る
。

55
号
Aを
切
る
。

中
期
末
～
後

期
初
頭

I一
c
円
  
 
形

13
2×
12
4
円
  
 
形

10
2×
84

台
 
形
60

中
央
部
を
取
り
囲
む
様
に
人
頭
大
以
下
の
50
個
程
の
礫
を
積
み

上
げ
た
集
石
が
壁
際
を
め
ぐ
る
、
集
石
下
よ
り
炭
化
物
が
比
較

的
多
く
出
土
。

後
期
初
頭
上
器
片

黒
曜
石

62
号
を
切
る
。

後
期
初
頭

I―
b
円

形

54
×
52

円
形

34
×
32

台
 
形
 
形

42
写吉
ケ歩
|卜
七全
査 聡
を
き急
霜雹
上 行
毒 督
永擢
不彗
Σ忌
沈

せ
な
い
。

後
期
初
頭
上
器
片

黒
曜
石

後
期
初
頭

A
14
 
円
 
形

54
×
40
竹
 
円
44
×
22
形

長
台
形
48

1層
よ
り
骨
片
出
土
。

骨
片
、
後
期
初
頭
上

器
片
、
黒
曜
石
Bに
切
ら
れ
る
。

後
期
初
頭

接
近
し
た

時
間
関
係

上 層 説 明

l 
粘
性
の
あ
る
褐
色
土
。

2 
粘
性
の
あ
る
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
量
に
含
む
責
褐

色
上
。

B
不
整
円
形

72
×
68
不
整
円
形

62
×
60

長
方
形
30

覆
上
よ
り
栗
炭
化
物
と
骨
片
出
上
。

骨
片
、
石
錘
、
後
期

初
頭
上
器
片
、
土
製

円
板

A
・
Cを
切
る
。

後
期
初
頭

土 層 説 明

3 
粘
性
の
あ
る
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
量
に
含
む
黄
褐

色
土
。

C
円

形
72
×
62
円

形
56
×
54

長
方
形
40

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
、
骨
片
出
土
。

骨
片
、
石
鏃

後
期
初
頭
上
器
片
Bと
12
住
|こ
切
ら
オ■
る
。
後
期
初
頭

土 層 説 明

4 
2層
と
似
た
層
で
あ
り
、
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
が
小
さ

5｀
Ъ
―
ム
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
ま
な
い
黒
褐
色
上
。
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分
 
類
平
面
形
規
模
底
面
形
規
模
断
面
形
深
さ

土
獲
内

の
青
ヒ

出
土
遺
物
重
複
関
係
時

期
備

考

A
円
  
 
形

(7
0)
×
70
円

形
46
×
42

台
 
形
50

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
し

後
期
初
頭
上
器
片

重
複
関
係
明
確
に
把

握
で
き
な
い
。

後
期
初
頭

接
)と
し
た

時
間
関
係

B
I―
f

形

，
×

円 ５
円
  
 
形

46
×
(4
2)

台
 
形
50
写
十
見
暴
騎 惨
写
蜜E
蜜
苫
宅 督
洋
E型
とこ
拳
大
の 礫
、 覆
土
骨
片
、
後
期
初
頭
土

器
片
、黒
曜
石
、
凹
石

後
期
初
頭

C
I―

I

円
  
 
形

(6
8)
×
62
円
  
 
形

(4
6)
×
46

台
 
形
32
唇
十 督
昂鯰
饒
隔
多母
亀こ
声
いヽ
中央
部
に 角
柱
礫
、覆
土
骨
片

A
竹
 
円
 
形

(9
2)
×
66

1有
 
円
 
形

68
×
50

台
 
形
80

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
、
骨
片
出
土
。

骨
片
、
石
鏃
2、
後

期
初
頭
上
器
片

後
期
初
頭

B
II
佑
 
円
 
形

54
×
(4
0)

形 サ
円 �

長
台
形
98

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
。

後
期
初
頭
、
中
葉
土

器
片

後
期
初
頭
～

中
葉

I―
c
円

形
98
×
98

円
形

86
〉
く
68

長
方
形
40

農 な
識
宅警
|)
T薯
壁七
全干
春悸
百?
警
に よ
る 集
石が
壁
骨
片
、

器
片
、

土
頭
初 石
期 曜
後 黒

12
住
床
下

後
期
初
頭

炭
化
物
と
ロ
ー
ム
粒
を
含
む
褐
色
土
。

ロ
ー
ム
粒
と
ロ
ー
ム
の
小
プ
ロ
ッ
ク
を
含
ん
だ
黄
褐
色
土
。

II
円

形

80
×
64

円
形

50
×
46

半
円
形
48

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
、
2層
よ
り
骨
片
出
土
。
骨
片
、
後
期
初
頭
上

器
片
、
黒
曜
石

56
号
に
切
ら
れ
る
。
後
期
初
頭

上 層 説 明

。 土
土 色
色 褐
褐 む
責 含
む を
含 粒
に ム
三 里 一

タ ア ロ

を ，

ク ク

ロ ロ

ブ ブ
ム ム
一 　 一

ロ ロ

I―
d
円

形
円

形
台
 
形

底
部
に
人
頭
大
の
扁
平
礫
に
よ
る
集
石
、覆
土
中
に
も
扁
平
礫
。
後
期
初
頭
上
器
片
、

黒
Π 窪
石

12
住
床
下

後
期
初
頭

一 層 説 明

ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
・
炭
化
物
を
含
む
褐
色
土
。

責
色
土
。

[I
円
  
 
形

66
×
(6
6)
円

形
58
〉
〈
54

長
方
形
22

10
住
I酎
主
穴
に
切
ら
″
と

る
。

A
円
  
 
形

10
6×
(9
4)
円
  
 
形

86
×
80

台
 
形
56

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
し

10
住
床
下
、
Bに
切
ら

れ
る
。

B
円

形
円
  
 
形

(8
0)
×
70

台
 
形
74

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
。

10
住
床
下
、
Bを
切
る
。

It
 
円
 
形

70
×
60
祐
 
円
50
×
30
形

台
 
形
36

打
石
斧
片

小
土
授
3個

の
重
複
か
?

A
I―
g
祐
 
円
80
)〈
58
形
竹
 
円
62
×
42
形

台
 
形
56

上
面
に
拳
大
礫
の
集
石
、底
部
に
A4
大
・
B5
大
の
扁
平
礫
、

礫
間
に
石
製
品
、
覆
土
は
ロ
ー
ム
粒
混
入
責
褐
色
上
で
炭
化
物

骨
片
出
上
、
底
部
よ
り
骨
片
の
出
土
多
い
。

骨
片
・
石
製
品

後
期
初
頭
上
器
片
Bと
68
号
を
切
る
。
後
期
初
頭

接
近
し
た
時

間
関
係

B
桁
 
円
 
形

(8
0)
×
66
脩
 
円
 
形

(6
0)
×
54

長
方
形
30

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
↓

後
期
初
頭
上
器
片

る
。
れ

ス 了 ら

切 切
を に

Ｃ Ａ
後
期
初
頭

C
脩
 
円
 
形

10
0×
(8
0)

VH
‐
 
円
 
形

90
×
(7
0)

長
方
形
20

後
期
初
頭
上
器
片
Bと
66
号
1こ
切
ら
/L
る
。
後
期
初
頭

I―
b
円

形
90
×
86
円

形

68
×
62

長
台
形
76

上
面
に
人
頭
大
以
下
の
礫
に
よ
る
集
石
、
覆
土
中
に
礫
を
積
み

上
げ
た
状
態
の
集
石
、
覆
上
中
程
の
集
石
部
よ
り
磨
石
斧
と
焼

土
塊
出
土
、
覆
上
に
は
炭
化
物
が
比
較
的
多
く
、
栗
の
炭
化
物

も
わ
ず
か
に
含
む
、
骨
片
は
1層
に
多
い
。

磨
石
斧
、
打
石
命
、

石
鏃
、骨
片
、後
器
初

頭
上
器
片
、
栗
炭
化

物
、
黒
曜
石
(焼
土

67
号
Aに
切
ら
れ
る
。
後
期
初
頭
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分
 
類
平
面
形
規
模
底
面
形
規
模
断
面
形
深
さ

土
損

内
の

状
能 獅

出
土
遺
物
重
複
関
係
時

期
備

考

土 層 説 明

ロ
ー
ム
粒
・
炭
・
炭
・
混
入
褐
色
土
。

炭
・
骨
片
含
黄
褐
色
土
。

塊
)

形 ２
×

円 １
円

形

92
×
88

長
方
形
24

上
面
に
は
一
括
完
形
土
器
、
底
面
に
人
頭
大
扁
平
礫
、
覆
土
は

自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
。

一
括
完
形
土
器
(第

94
図
)・
中
期
初
期
土

器
片
・
黒
曜
石

中
期
初
頭

土 層 説 明

炭
混
入
黒
褐
色
土
。

ロ
ー
ム
粒
混
入
黒
褐
色
上
。

ロ
ー
ム
塊
混
入
責
黒
色
土

責
黒
色
上
。

A
台
 
形
42

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
▼

石
錘
、
後
期
初
頭
土

器
片
、
打
石
斧
片
、

黒
H琶
石

Bに
切
ら
れ
る
。

後
期
初
頭

接
近
し
た

時
間
関
係

B
I―
b
円

形

82
)〈
68

円
形

56
×
50

台
 
形
58

覆
土
上
部
に
角
柱
礫
、
覆
土
中
に
は
人
頭
大
以
下
の
礫
を
積
み

上
げ
た
様
な
集
石
、
覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
。

後
期
初
頭
上
器
片
、

石
鏃
、
凹
石
、
磨
石
A・
Cを
切
る
。

後
期
初
頭

C
【I
円
  
 
形

(6
4)
×
58
円
  
 
形

(4
4)
×
86

台
 
形
60

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
。

Bに
切
ら
れ
る
。

A
I―
g
円

形

80
〉
〈
70

円
形

64
×
50

台
 
形
80

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
い
。

骨
片
、
後
期
初
頭
土

器
片

B
を
切
る
。

後
期
初
頭

接
,二
し
た

時
間
関
係

土 層 説 明

1.
ロ
ー
ム
粒
子
混
入
黄
褐
色
土
(ロ
ー
ム
粒
子
を
多
量

に
含
む
褐
色
上
で
粘
性
強
)。

2混
ぇ憑
歩警
∴ 「
合餘
急 炭
ィ古 物
厚懸
砦↑
Σ 〒
ムの

3 
褐
色
土
(1
,2
層
に
比
べ
、
ロ
ー
ム
粒
子
の
混
入

::
書
急壱
官ど々
曇概
::
書
督二
忌冶
各曇
客 絶
尼芸
を

る
。
内
部
に
骨
片
を
含
む
)。

B
II
円
  
 
形

(6
4)
×
60
円
  
 
形

50
×
(5
0)

台
 
形
60

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
な
し

Aに
切
ら
れ
る
。

Cを
切
る
。

C
II
円
  
 
形

(8
0)
×
(7
0)

円
  
 
形

(6
0)
×
(5
0)

長
方
形
26

Bに
切
ら
れ
る
。

II
円

形
60
×
58

円
形

46
×
38

長
方
形
28

II
桁
 
円
78
)〈
60
形
14
 
円
62
×
46
形

台
 
形
36

底
面
と
壁
に
地
山
石
、 
1層
底
部
よ
り
骨
片
出
土
。

中
期
末
土
器
片

中
期
末
(?
)

円
  
 
形

14
2 
X 
l1
8
円
  
 
形

10
6〉
〈
98

台
 
形
41

覆
土
は
3×
6 
cm
大
の
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
に
5～
7 
cm
大
の
礫

を
含
む
黒
褐
色
土
層
。

19
号
住
居
址
貼
り
床

下
。

H 
tt
l号
土
猿

円
  
 
形

11
6×
11
2
円

形
84
×
81

台
 
形
46

覆
土
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
る
。

31
号
住
居
址
貼
り
床

下
。

H区
2号
土
1/
E

土 層 説 明

1 
ロ
ー
ム
の
小
ブ
ロ
ッ
ク
・
ロ
ー
ム
粒
を
含
む
責
褐
色

2.
移
―
ム
粒
・
炭
化
物
を
含
む
暗
褐
色
上
。

3 
黒
色
土
。



No
分
類
平
百
彰
親
懐
虜
面
形
規
模
断
面
形
深
さ

土
糖
殉
め
状
態

出
上
遺
物
重
視
関
篠
時
―  
 
朗
備
  
考

76
15
2X
ll
:子
円
  
形

1.
02
1X
94

含
形
48

蘊
連
意倉
琵 嵐
4ケ
をほ
とん
― r含
まか
,赦
は
自

籠
号
住
居
址
を
切
|な
。

五
区
34
壌

き 畿 磯
量癌
巷彗
:多

く書
む黄
裾魏

77
埓 般
″
鳴
0晟
ぎ

台
 
形
44

茂
工
は
自
然
堆
積
を
思
わ
せ
Pr
ぃ
。

“

号
儀
馳
を
切
|な
す

車
勲
号
主
羨

・土 層 説 明

舞
羮
輩
拒:
爾
静

電 ・

格
硝
臨
形
糖 盗
親
邊
形

占
i形

34

覆
■
■
自
然
堆
穣
を
思
― "
せ
な
い
t下
部
Iこ
膠
華
=礫
め
報

診
号
住
居
址
を
切
る
。

H 
E5
号
土
嬢

斎 議
】i
fご
奇詈
尻 綴
造銘
暴蟄
響鯉
雪義

79
不
鶴
形
不
稗

穏
イ

荘
主
は
占
黙
堆
櫨
を
思
わ
せ
な
い

雫
戸
■
居
址
賠
,床

II
区
0号
主
残

主 唇 説 研
:1
選
  
  
  
  
  
  
  
 

遠
Ｉ Ｓ 銅 ―



〔単位Cm、 ( )内は現存値〕

遺 構 図版番号 種 器 種 口径 (cm) 底径 (cm) 器高(Cm) 考備

２
　
　
住

第 27図  1
2

3

4

5

土 師 器

須 恵 器

土 師 器

不

〃
鉢

甕

〃

14.1

11.8

16.6

22.3

19.4

10.0 3.9)

(3,7)

(6.5)

(5.8)

(25.5)

口縁都%
%
日縁部%
口縁部%
胴上部

住

3

第33図  1
2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

土 師 器

灰釉陶器

土 師 器

皿

不

高 台
j・

TN

碗

甕

10.2

11.8

11.2

11.4

11.3

12.2

13.2

12.9

13.1

13.9

14。 1

15.2

12.2

13.1

4.5

4.6

5。 1

4.3

5.7

4.9

7.5

5。 1

7.3

2.7

4.2

4.0

(2.9)

(3.1)
3.0

3.2

(3,3)

(3.6)

(3.6)

(4.0)

(3.7)

(4.0)
5.5

(1.6)

(4.0)

(2.7)

(15.5)

%
%
%
口縁部欠損

口縁都%
%
%
口縁都%
〃 %
″ %
″ %
〃 %
〃 /
%
底部のみ

口縁部%
底部%
鳳同」ヒ吉Ь

4

住

第36図  1
2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

土 師 器

須 恵 器

灰釉陶器

須 恵 器

土 師 器

lTh

高 台 17h

蓋

小 形 甕

簑

14.4

12.8

16.2

12.8

12.5

15。 8

20.4

11.0

13.4

12.5

23.5

19.2

7.1

6.3

6.0

9.2

9.6

8.5

4.7

4.5

5.3

3.8

3.8

4.0

(3.1)
9.5

(11.0)

(8.3)

(8.0)

(17.8)

完形

%

%
%
完形

略完形

%
完形

】同著る%
〃 %
口縁都%
B同部%

住

第40図  1
2

3

4

5

6

7

8

9

土 師 器 lTh

高 台 邦

10.2

10.9

11.6

12.0

11.6

11.6

12.8

4.2

4.4

6.2

6.8

5.2

7.2

6.8

7.0

6.9

3.8

4.4

3.5

3.3

4.0

(2.0)
5.7

6.1

(4.5)

略完形

%
%
%
%
底部%
%
%
口縁都欠損

第二表 古墳・平安時代土器法量一覧表
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遺 構 図版番号 種 器 種 口径 (Cm) 底径 (cm) 器高(cm) 考備

第40図  10

11

12

13

土 師 器 高 台 不

高 台 皿

甑

12.6

16.1

13.2

5.9

5。 9

4.9

(5.2)

(3.0)
2.9

%
%
%
底部%

修

第42図  1
2

3

4

5

6

7

8

土 師 器

須 恵 器

灰釉陶器

皿

lTh

高 台 不

蓋

碗

9,7

10.6

11.5

13.8

3.9

4.4

8.0

7.7

8,7

2.3

(2.9)
4.0

(2.3)

(1.8)

(2.1)

(2.3)

(4.3)

%
%
%
底部のみ

％

％

％

７
　
住

第45図  1
2

3

土 師 器 皿

不

〃

14.3

一
　

一

　

・

１

1.8

3.5

2.2

底部のみ

%
/

住

第48図  1
2

3

4

5

6

7

8

9

10

土 師 器

白  磁
須 恵 器

皿

高 台 皿

lTh

皿

甕

8.9

9,3

12.5

12.8

13.1

12.4

4.3

5.2

5。 8

6.1

5,7

5。 5

5。 1

17.1

2,7

(3.4)
4,4

4,2

4.9

(4.1)

(2.8)

(1.9)

(1,9)

(12.5)

%
高台部欠損

%
%
完形

%
底部のみ

口縁都%
%

９

　

住

第49図  1
2

3

器

器

器

恵

師

恵

須

土

須

邪

″
蓋

13.1

12.0

6.1

(3.9)

(2.2)

(3.1)

口縁都%
底部%
/

住

第53図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

土 師 器

須 恵 器

lTh

高 台 jTh

蓋

14.6

15.3

13.0

12.5

12.6

12.6

12.6

13.0

11.6

8,9

11,9

15.9

16。 9

17.6

16.0

16.3

14.3

13.8

14.2

8,2

7.6

8.8

6.8

6.7

6.9

6.8

7.0

8.5

12.5

9。 9

8.8

9.9

天丼径 7.5

5。 8

(4.8)

(2.4)

(3.0)
4.0

3.7

4.0

3.9

3.8

3.9

3.9

(2.7)
5。 7

(3.1)

(4.9)
4.1

(3.2)
(1.7)
2.7

1.6

2.3

完形

%
底都/
完形

%
%
略完形

/
%
/
口縁部%
%
底部%
口縁部%
略完形

%
口縁部%
%
口縁部%
/
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遺 構 図版番号 種 器 種種 口径 (cm) 底径 (cm) 器高(cm) 備 考

第53図   22

23

24

須 恵 器 甕

小 形 簑

簑

17.9

7.1

15,0

一　
一　
一

(9.9)

(6.6)
(13.3)

】同著Ь/
″ %
″%

11  4と 第29図 土 師 器 17h 14.4 完形

12  4と 第55図 土 師 器 簑 23.1 (9.6) 口縁部%

住

第56図  1
2

3

4

5

6

器

器

師

恵

〃

土

須

土 師 器

jTh

蓋

小 形 甕

甕

13.1

13.4

14.5

11。 9

19.5

・
８

　

一一
　

・

６

　

一
　

一
　

一

3.8

(3.0
(1.9
(2.4
(4.9
(5,0

%
口縁都%
底部%
口縁都%
〃 %
〃 %

・６
　
住

第58図  1
2

3

土 師 器
jtTh 9.8

10.2

12.1

5.6

5.3

6.0

(2.6)
4.3

2.8

％

％

％

住
　
（
Ⅱ
区
７
住
）

第64図  1
2

3

4

5

6

7

8

9

土 師 器 皿

〃

〃

〃

〃

〃

〃
郭

〃

8.2

8.3

8.4

9,0

8.8

9。 3

8.4

12.3

13.1

4.4

2.9

3.9

4.9

4.4

4.6

5。 3

5.5

6.1

2.7

2.1

2.2

3.2

2.2

2.3

1.4

3.8

3.9

%
略完形

%
口縁都欠損

%
%
/
/
%

住
　
（
Ⅱ
区
９
住
）

第66図  1
2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

土 師 器

灰釉陶器

皿

高 台 皿

邪
lTh

碗

8.1

7.9

8.2

8.5

9.6

9.7

14.0

14.9

4.1

4.0

3.9

4.2

4.1

4.3

5。 2

5.2

5。 1

5.9

8.0

2.4

1.8

2.1

2.5

2.4

(3.1)

(2.5)
3.1

1.7

5.2

(3.8)

(5.0)

%
口縁部欠損

χ

口縁部欠損

底部のみ

口縁部欠損

%
%
/
底部のみ

住
　
（Ｈ
区
１０
住
）

第67図  1
2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

土 師 器

灰釉陶器

土 師 器

皿
　
　
郭

皿

″

〃

〃

〃

″
台

不

台

〃
鉢

″

一局
　
　
一局

10.0

10.2

8。 1

8.4

9,4

9.2

10.4

14.1

11,9

33.0

22.6

4.9

5,3

4.1

4。 3

4.7

4.5

6.0

5.4

8。 3

9.5

2.6

2.8

2.6

1.9

1.8

2.1

2.6

3.8

(5.1)

(4,0)

(8.6)
7.5

%
略完形

完形

略完形

完形

完形

/
%
底部%
%
%
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遺 構 図版番号 種 牙J 器 種 口宿鋲cm) 底径 (c血 ) 器高(cm) 備 考

I11127
区住
住

第69図  1
2

3

須 恵 器 郭

〃
蓋

.7

.3

8.8

2.2

(1.5)

(2.3)

口縁都/
底部のみ

口縁部%

２９
　
住
（凹離）

第71図  1
2

3

器

器

器

師

恵

師

土

須

土

lTh

小 形 簑

17.2

12.5

14.7

7.6

7.0

5。 3

4.0

15。 2

完形

完形

胴部/
３０
　
住
（‐‐・４離）

第73図 1

2

土 師 器 皿

不

8.9

14.4

4.3

6.0

2.1

4.3

％

％

３．
住
（ＩＩ
区
１５
住
）

第75図  1
2

3

4

5

6

土 師 器 皿

〃

辱

3.7

8.6

7.7

14.2

12.6

3.6

6.7

3.9

4.5

5.6

5,3

2.5

(3.4)
2.2

1.2

5,1

4.9

略完形

高台部のみ

略完形

完形

%
%

34  tと

(H区 18住 )
第78図 須 恵 器 lTh 11,4 6。 9 完形

住
　
（Ｈ
区
１９
住
）

第80図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

13

土 師 器

灰釉陶器

皿

高 台 皿

17X

高 台 不

碗

10.8

10.3

10.6

10,3

10.5

8.0

9.9

9.6

8,7

11.5

7.3

13.5

12.0

15,0

4.2

5,0

5.3

4.6

5,2

3.0

4.9

4,7

2.7

4.4

4,8

5。 6

5.4

6,7

6.7

5.7

7.0

2.4

2.3

2.1

2.1

2.0

1.8

1.8

1.6

1,4

(2.4)

(2,7)
2.7

4.2

(2,7)
(2.8)

(3.4)
4.2

5。 8

%
略完形

%
%
%
/
%
略完形

%
底部%
口縁部欠損

%
/
口縁部欠損

口縁部%
%
%

碍
碍
〃

Ｉ
区
土
渡

第88図  1
2

3

土 師 器 不

〃
簑

14.6

6.6

4.8

7.8

3.7

3.5

9.9

口縁部欠損

完形

%
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第
三
表
 
出
  
土
  
石
  
器
  
一
  
覧
  
表

‐ Ｉ ‐ Ｐ Ｏ Ｏ Ｉ Ｉ

〔単
位
Cm
ぉ
ょ
び
g,
( 
)内
は
現
存
値
〕

挿
図
番
号
自
然
面
出
 
土
 
区

種
】
ll
最
大
長
最
大
幅
最
大
厚
重
 
量

石
材
形
状
刃
部
形
状
欠
 
損
側
縁
・
刃
部
備
考

第
10
4図

1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16 17

第
10
5図

礫
面 〃

節
理

礫
面

節
理

節
理

節
理

礫
面

礫
面

節
理

礫
面

節
理

礫
面

節
理

32
4と

H 
tt
  
A-
26 1住

I 
tt
  
  
B-
4

5住
カ
マ
ド

I 
tt
  
 C
-4
2

1 
tt
  
 C
7

40
土
媛

42
土
壊

I 
tt
  
D 
35
44
土
獲

5住
カ
マ
ド

I区
  
 C
-5

1 
tt
  
  
 D
-3
2

1住

I 
tt
  
  
 C
-3
4

H 
tt
  
D-
21

1 
tt
  
  
 B
-2
5

1 
tt
  
 C
8
10
住

22
住

I 
tt
  
 D
3

68
土
城

I 
tt
  
C 
10

1 
tt
  
 C
6

1 
tt
  
Cl

打
製
石
斧

〃 〃 〃 ′′ ′′ 〃 〃 〃 〃 ′′ ′′ 〃 〃 〃 ′′ ′′

打
製
石
斧

11
.4

11
.1

(1
1.
2)

10
。
1

13
.0

10
.5 9,
4

8,
7

9。
2

15
。
3

11
,9

14
,4

10
.4

8.
4

8.
3

7.
9

8,
7

10
.3 96 7.
6

9,
0

(1
0.
5)

(8
.2
)

(1
0.
0)

(5
,1
)

(7
8)

5.
1

(5
.1
)

4.
9

5,
3

(5
.0
)

4.
4

4.
3

3.
3

3.
3

6.
7

6.
7

6.
4

3.
8

4.
9

4.
4

4.
5

4.
0

5。
4

4.
8

6.
6

6.
2

(5
3)

5,
9

(3
.8
)

(3
.2
)

(4
.0
)

1.
5

1.
1 0.
9

1.
9

1.
3

2.
4

1,
9

0,
7

1.
1 1,
3

2.
6

2.
1

1.
0

2.
4

0。
9

1.
1 0,
9

1,
1

2.
1

1.
6

1.
2

2.
1

1,
7

(0
.7
)

(1
.1
)

(1
.1
)

10
8.
3

(9
1.
0)

(7
0.
5)

14
9.
7

(1
23
0)

16
4.
5

10
5 
2

34
.5

63
.6

63
.6

19
2.
8

21
8.
6

19
5.
2

50
.7

11
0.
9

37
.0

47
.2

41
,7

11
9.
5

10
3.
8

11
7.
0

11
5.
9

(1
58
.8
)

(1
49
.5
)

(3
6.
6)

(2
5.
7)

(4
1,
7)

粘
板
岩

〃

石
墨
滑
石
片
岩

緑
泥
片
岩

含
緑
泥
石
石
墨
片
岩

緑
簾
片
岩

御
荷
鉾
緑
色
岩

滑
石
石
墨
片
岩

緑
簾
片
岩

硬
砂
岩

石
墨
緑
泥
片
岩

緑
簾
片
岩

石
墨
片
岩

滑
石
片
岩

緑
簾
片
岩

〃

御
荷
鉾
緑
色
岩

緑
簾
滑
石
片
岩

硬
砂
岩

緑
簾
片
岩

御
荷
鉾
緑
色
岩

緑
簾
片
岩

′′

御
荷
鉾
緑
色
岩

I I I I I I I I I II
I

II II I II II II II II II I II I II
I

円
刃

直
刃

円
刃

直
刃

円
刃

偏
刃

〃

直
刃

円
刃

直
刃

円
刃

〃 〃 〃

偏
刃

円
刃

円
刃 〃

円
刃 〃

刃
部
欠

基
部
欠

刃
部
欠

〃

側
縁
欠

基
部
欠

〃

側
縁
裏
欠

基
部
欠

刃
部
,基
部
欠

ス
レ

ツ
ブ
レ
・
ス
レ

ツ
ブ
レ

ツ
ブ
レ

ツ
ブ
レ

ス
レ

ノ`
ブ
レ

ツ
ブ
レ
・
ス
レ

ツ
ブ
レ

ツ
ブ
レ
・
ス
レ

ノ`
ブ
レ

ス
レ

ス
レ

ツ
ブ
レ

ノ`
ブ
レ

ツ
ブ
レ
ス
レ



― ふ ｗ ｌ

挿
図
番
号
自
然
面
出
 
土
 
区

種
最
大
長
最
大
幅
最
大
厚
重
 
量

石
形
状
刃
部
形
状
欠
 
損
側
縁
・
刃
部
備
考

10 11 12 13 14 1
5 16 17 18 19 20 21 2
2

第
10
6図

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 1
6

節
理

礫
面

節
理 〃 ′′

礫
面

節
理

礫
面

節
理 〃 〃

I区
  
ア
40

H 
tt
  
A 
27

1区
45
4 
 D
-3

1 
tt
  
 B
6

46
土
獲

I区
B-
9

I 
tt
B―
D2
72
9

I区
A-
5

H 
tt
  
B 
27

I区 I区 I区

C-
4

A-
7

C-
7

3住

33
准
主

68
土
渡

36
fi
_

55
土
袋
  
55
土
24
住

24
住 6住

I 
tt
  
 C
-3
4

1 
tt
  
 C
5

1 
tt
  
 A
5
24
住

32
住

Π
 t
t 
  
D-
18
32
准
主

4住 13
住

打
製
石
斧

乳
棒
状
磨
製
石
斧

定
角
磨
製
石
斧

〃 〃 〃 ′′ ′ ′

磨
製
石
器

定
角
磨
製
石
斧

〃

磨
製
石
器

〃

横
刃
石
器匙

石

(8
.0
)

(5
.2
)

(6
.3
)

(5
.6
)

(7
.0
)

(5
.6
)

(6
1)

(7
.7
)

(6
.5
)

(5
.6
)

(8
3)

(6
.5
)

(7
.2
)

(1
3.
5)

8.
6

7.
9

(6
.3
)

(1
11
)

70 (5
.5
)

(8
.3
)

(4
.3
)

6.
1

(3
.8
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住
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ス
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リ
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ス
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第V章 調査の成果と課題

第 1節 石鏃について

今回の調査に於いて出上した黒曜石による石器・刹片・砕片は536点であった。この内石器は53

点で、90%以上が石器製作に関わる千J片・砕片類である。石器で主体をなすものは石鏃であり、

これについて若千の分析を加えてみたい。

出土した石鏃はチャー ト製のものも含めて27点が出土している。これらは第Ⅳ章第10節でも述

べたように基本的には 3分類が可能である。この分類した形と機能が如何に関連をもつものか考

えてみたい。

平面形状 と基部の関係について

石鏃を分類する際に基本となるものは、従来より平面形状によるものである。その際に基部の

形状が重要な意味をもち、基本的には凸基・凹基 。平基などの分類がなされている。この分類に

従うと今回の調査に於いては凸基のものはみられず、凹基・平基が基本となった。尚、主体を占

めるものは凹基で、 I類、H類に分けられた。この凹基について、まずその有り方を考えてみた

い。

凹基の石鏃に着柄した場合、所謂脚の部分は逆刺としての機能を果すものである。この逆刺が

鋭く鸞曲して長いほど、逆刺としての機能は増大したものと思われ、 I類のものがこの部類に属

する。この類の基部に施されている調整は、他のものと比較すると丹念で細かなものであり、全

長の約 3分の 1ま で狭 り込んでいる。この狭 り込みの角度は

鋭角を呈する。平面形状は身部の長いもので、全体形はスマ

ー トな感を受け、二等辺三角形を基本とする。また、先端部

の形状 も鋭利であり、狭 り込みの最 も深い位置と先端部はほ

ぼ直線をなす。

H類の場合は I類に比べ狭 り込みが顕著でないもので、 I

類がV字形の狭 り込みであるのに対し、Π類はU宇形のもの

である。狭 り込みの調整は I類に比べ雑で、第 1次の狭 り込

みを作 り出す大きな調整崇」離を残すものが分く、第117図 9の

ように成形黒」離を残すものもある。平面形状は I類に比べ身

部の短かいもので全体形が正三角形を基本とする。先端部の

形状は I類に比べ鈍角を呈しており、狭 り込みの最深部と先
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第125図  平面形状 と狭 り込みの関係

いものである。これらを平面形状よりみると、Aは割合整った三角形を呈するが、Bは不整形で

左右が対称でないものが多い。また、調整もAに比べ雑で、特に先端部に終ける調整はその傾向

を示す。以上のことより考えるとBは Aの調整段階の進んでいないものとして捉えられようか。

平面形状 と着柄の関係について

石鏃は従来矢の先端部に装着され機能したものである。石鏃の矢柄への装着については、無茎

の場合基本的には柄部に石鏃を扶む形をとる。この着柄がどのように平面形状 と関係があったか

について考えてみたい。まず、石鏃で着柄に関わる部分について考えると、柄が付いた位置は石

鏃のほぼ中央である。この部分をみた場合自然面及び素材崇1片の主要粂」離面を残しているものが

数点あり、意識的にそうした部分を残しているものもみられた。このような石鏃の場合その断面

は中央部が扁平になる。

装着 と袂 りの関係は前項でも述べたが逆刺としての機能 との関わりにより重要である。前項に

於いて分類した I類・ H類についての着柄について考えると、 I類の場合身部の幅が狭 く長いた

[I類B

を折れより保護すべ く着柄も考慮されていたのではないかと考えられる。欠損部と着柄は密接な

関係をもっているように思われ、欠損部が先端部・脚部に集中するのは着柄によって保護されて

いない部分、つまり機能部に欠損部が集中するものと捉えることができる。

平面形状と着柄の関係は、平面形の差が直接的に着柄のし方等とは関わりを有するものでない

I tt          IIttA

第126図  平面形状 と着柄の関係

端部は若子のずれがあり、ばらつ

きが見ら/1る 。

H類は狭 り込みが浅いもので一

括したわけであるが、袂 り込みの

状態には 2種類のものがありA・

Bに分類が可能である。 Aは Ⅱ類

内でも狭 り込みの深いもので、脚

部の先端が害I合鋭利なものである。

Bは Aに比べ袂 り込みが発達 しな

めに着柄の部分もそのように限定され

てくる。着柄部は第 126図の示すよう

に身部の 3分の 2ほ どがその範囲に当

たる。 H類の場合は身部の幅が I類に

比べ広いが長さは短い。着柄部はやは

り身部の 3分の 2ほ どがその範囲に当

たる。これらのことより考えるとI類

のように身部が長いものは、その身部
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が、逆刺に想定される脚部とは密接な関係をもって

いたと考えられる。

石鏃の機能について

石鏃は矢として機能を有する狩猟用具である。矢

が回転しながら貫入するとその平面形状差により、

どのように貫入孔の大きさに変化が生じるかについ

て示すために第127図 を作成した。尚、この際に各種

より1点ずつ (第 117図 1'9。 20)を 任意に抽出した。

仮 りに無茎凹基 I類をA、 無茎凹基H類をB、 無茎平茎をCと する。

Aは貫入孔がしだいに開くもので、先端部より5分の 4に達して最大径 となる。先端部は鋭利

で長さは最も長い。 Bは Aに比べ最大径をもつ位置が先端部に近 く、目的物に貫入すると割合大

きめの貫入孔があき、最大径 となる過程が早い。 Cは Bと 同じ様相を示すが、貫入孔の最大径を

もつ位置は先端部と最も近い。この貫入孔のあき方については、先端部 と側縁部形状に最も近密

な関係をもつ。この結果よりみると、Aの貫入孔のなす頂角は鋭角のもので、B・ Cの貫入孔の

なす頂角はAに比べ鈍角であり、この二通 りに分類できた。そうするとAは深 く鋭 く目的物にさ

さるもの、BoCは 目的物への貫入は深 くはないが穴は大きなものである。形状 と空気抵抗 との

関連を考えると、Aはみるからにスマー トで空気抵抗の少なそうなもので、BoCは Aに比べ基

部が張る傾向を示し空気抵抗はAに比べ大きいと思われる。尚、空気抵抗 と直接関わるものとし

て先端都角度が重要であり、石鏃基部の開き方が空気抵抗を左右すると思われる。これらのこと

より考えると、Aは所謂遠矢的な性格を有していたのではないかと思われ、B・ Cな どは近距離

用に用いたと思われる。このようにある程度平面形と機能とは密接な関係をもち、目的対象物に

より矢は使いわけされていたとも考えられる。

以上石鏃について各属性より機能を窺ったが、今回資料として用いたものは点数も少なく所属

時期も不確定なもので、良好な資料ではない。しかし、形状分類を行いある程度の群の把握とそ

れに関わる機能差を窺えた。今回は触れなかったが、石鏃の完成品が消費されず遺跡内に残され

ている問題等、この石器については数多くの問題を内在しているように思える。今後単に形状分

類だけに止まらず実験、製作法の検討等を通じ、当時の狩猟活動の一端でも把握できればと思っ

A              B             C

第 127図 平面形状別による貫入孔の差

めま

ている。
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第 2節

は じめ に

縄文時代中期の高部遺跡の様相

高部遺跡は湖盆に向って広がる長軸規模の比較的大きい扇状地に位置する。扇状地内の地形は

河川の氾濫等によリー様ではなく、部分的に小規模な台地地形等が形成されている。今回は調査

の性格上、この扇状地全面にわたるものでなく、集落全体におよぶ把握には至らなかった。

今回の調査により縄文中期全般の遺物が検出され、遺構も住居址10軒、屋外埋甕 2基 を検出し

た。尚、平安時代の遺構の重複により、景くの縄文時代の遺構は攪乱されており、構造が通確に

把握し得たものは少ない。遺構の内訳は、住居址では中期初頭 2軒、中期中葉前半 2軒、中期末

葉 5軒、不明 1軒で、中期末葉のものが主体を占める。その他の遺構では屋外埋甕が中期中葉後

半と中期末葉のものである。各住居l■等の所属時については、埋設されている土器 (埋甕炉・埋甕)

をもって判断し、このようなものをもたないものについては、覆土中及び、床面出上の上器によ

った。

中期初頭 の集落

中期初頭の住居址は 2軒確認されており、埋甕炉に用いられていた土器より考えると何れも九

兵衛尾根 H式期に相当する時期のものである。これら2軒の住居址は I区 より検出されたもので

ある。この住居上の他に同時期のものと思われる土娠が 3基検出されている。これらの遺構は扇

状地の斜面部に位置しており、中期末葉の住居址が害1合平坦な部分に立地するのと対照的である。

2軒の住居址は集中する傾向を示さず、 1号、13号は距離にして約80m、 比高差は約75mも 離れ

ており点在する。遺構範囲だけではなく、中期初頭の上器片出土範囲などをみると、遺物の集中

する箇所は 1号・13号住居址の周辺に限定される。

調査区外に遺構等の存在する可能性は強 く住居址配置については今後の課題であるが、今回の

調査結果より、住居はほば地形に沿って作られていた可能性が強 く、1号住居を中心とした群 と、

13号住居址を中心 とした群の 2群により構成されていたと思われる。尚、土獲等の位置も、住居

址周辺に集中するようである。

中期中葉の集落

中期中葉に属する遺構は住居址 2軒 と屋外埋甕 として扱った単独土器 1である。住居址 と単独

土器には時間差があり、住居址が中期中葉前半のものである。これらの時期については、埋甕炉・

覆土中等の上器より見ると、住居址 2軒は新道期、単独土器は井戸尻期に属する。まず、新道期

の住居址配置について考えてみたい。この時期の住居址である32号 。33号住居址が検出されたの

は、調査区で最も下に当たる位置よりである。ちょうどこの付近より扇状地は傾斜が急になり、
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小規模な台地末端となる。住居址はこの台地際に、地

形に沿い横に並ぶ形で位置する。用地外にも住居址の

存在が予測され、住居址の配置はちょうど小規模な台

地末端の地形に沿い弧状に並列するものかと思われる。

井戸尻期に於いての遺構は単独土器のみである。こ

のような単独土器は、集落の広場と想定される位置よ

り検出されることが多く、八ヶ岳西山麓よりは数例の

報告がある。今回この時期の住居址等の検出はできな

かったが、単独土器を中心とした範囲に住居址が構成

されていたと考えることが可能であり、用地外に住居

址が遺存するものと思われる。また、単独土器の東側

には大石があり何らかの関係が想定されようか。

中期末葉の集落について

今回の調査に於いて縄文中期の遺構で主体をなすも

のは中期末葉のもので、全体の50%を 占める。これら

の住居址はⅡ区に集中している。これらを埋甕 。覆土

中の上器よりみると、曽利H期 2軒、曽利Ⅲ期 2軒、

曽利Ⅳ期 1軒であった。この他に曽利Ⅲ期頃の屋外埋

甕が 1基検出されている。

住居址は東西方向に帯状を呈し分布し、その分布の

し方は中期中葉の集落と同様に、小規模な台地の縁辺

に位置している。広場とみられる位置の確認はできな

かったが、地形や21・ 22・ 24号住居址の配置より考え

ると、住居址に囲まれる西南側用地外の範囲が相当す

るのではないか。また住居址の配置には曽利H期 ～Ⅳ

期まである程度の規範があり、広場を避けた位置に住

居址が構築されたために重複関係の激しい帯状の酉己置

になったものと推測し得る。

これら中期末葉の住居址を詳細にみると、曽利H期

の住居址は18号 。22号住居址である。これらの住居址

には埋甕はみられなかった。炉址については、18号住

居址は炉址石囲いを全て抜き取っている。22号住居址

は炉址奥壁側に石垣を有していたと思われる住居址で〔
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石棒 を有していた。この住唇址配置をみると、炉址等の位置より推定できる南東側の入口、長軸

方向がほぼ等しいこと等より、住居址はある程度の規模内に納まっていたものと捉えられる。こ

れら住居l■の他に、屋外埋甕 と思われるものが 1箇所検出されている。埋設位置より考えると、

18号住居址に余 りに接近し過ぎる事等問題があるものである。

曽利Ⅲ期の住居址は24号・36号住居址である。24号住居址は竪穴構成員の増加分か、または他

要因によるものか、一回の北側への拡張が行われている。拡張の規模は旧住居址の 1.5倍ほどの

ものである。新・旧の住居址に埋甕が埋設されており、旧住唇址は建て替えに際しても埋甕の埋

設が行われ合計 3箇所の埋甕が確認されている。尚この埋甕の内部より定角式磨製石斧が出土し

ており、この問題については後述する。また、 3分割された石棒が炉址の石囲いとして出上して

いる。この石棒の接合は記述した通 り実に問題 となるあり方を示し、住居址構築・炉址等との関

連が考えられるものである。このような分割された石棒が炉址内より出上している例 として、よ

せの台遺跡 (宮坂・他1978)があり、石棒の分害1と 炉石の抜き取 りに何らかの関係があったのでは

ないかとしている。また、長峯遺跡 (宮坂 。1964)、 曽利遺跡第28号住居址 (武藤 。他1978)な どに

は炉の隅に石棒が据えられており、炉と石棒の間には何らかの儀礼が存在 していたのではないか

と考えられている(桐原。1969)。 内容物をもつ埋甕の存在、石棒の出土、住居址の規模等を考える

と、この住居址は若千他の住居址 とは異なる様相を呈 している。この住居址に関しては祭址的要

素の強い家屋として捉えることができないか。また、この住居址は拡張が行われており、竪穴構

成員の増加に伴なうものとしにが、単にそうした要素だけでなく、住居址の性格上若千異なる意

味が存在するように思える。36号住居址は奥壁内に石壇状の集石・石壇ピット、入口部には埋甕

を設けている住居址である。この住居址は屋内での石柱祭址 (長崎・1973)が行われていた住居址

と思われ、24号住唇址 との関わりを考える上でも問題がある。

曽利Ⅳ期の住居址は21号住居址の一軒が検出されただけである。住居址施設等は炉址が検出さ

れただけで、入口部と思われる位置は用地外に当たり埋甕の有無は確認できなかった。住居址の

主軸方向と思われる位置は曽利 H～Ⅲ期 と同様である。この時期を境に縄文中期の遺構は検出さ

れていない。

広い範囲にわたる調査でなく集落形の把握には至らず、前記した集落形については推測の域を

脱 しないものである。中期後半に於いては、曽利 H～Ш期のものが主体 となるようである。

磨製石斧出土の埋甕について

今回埋甕は屋内・屋外のものを合せて 5箇所検出されている。これらの埋甕は曽利 III期のもの

が主体である。特に、24号住居址では 3箇所の埋甕が検出されている。これらの中に内容物をも

つものがあり、これについて若千考えてみたいと思う。

今回検出された内容物をもつ埋甕は24号住唇址から発見されたものである。埋甕は住居址の建

て替え、あるいは拡張に伴ない埋設されたものとで、貼 り床等との関係より把握できた。埋設さ
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れた土器等よりみると、拡張以前のものは曽利H期後半、曽利Ⅲ期になり拡張が行われたと理解

できる。内容物をもつものはこの内、曽利H期 1点、曽利III期 1点で、拡張前と拡張後の埋甕両

方より検出された。埋甕内の上層状態は人為的に埋めた感のするもので、磨製石斧は埋甕土器の

底部に近い位置にほぼ水平に埋納されていた。埋納されていた磨製石斧は定角式のもので、整形、

形状等は一般的なもので、刃部等には刃こばれ、線条痕が観察できた。

このように埋甕内に内容物、特に石器類が入っているものは数十例あるようで、種類は黒曜石

剖片・磨石等が主体を占めるようである (神村・1973)。 今回のような磨製石斧を埋納している例

は尖石遺跡第 1号住居址にみられる。尚、この際の埋甕は今回の場合と異なり、「頂上にのせて

あった扁平の石を除くと、大きな土器の下部を赤±20糎の深さに埋め、粘上でかため直立させ、

周囲に石塊を積み重ねてあった。土器には、亀裂が入り内部に黒土がつまり底から七分目の所に

小形磨石斧一点が蔵められてあった。」(宮坂・1957)と いう状況を示すもので、若千性格的には異

なるかと思われるが、甕内への磨石斧の埋納という行為は同じものとして捉えることができよう。

埋甕の内容物の有無について、南信地方の埋甕の分析を通して神村氏は、磨石の分いのが注意さ

れるとしながら、全体的に埋納物の検出例が少ないことより「全体から見ると異物を入れるとい

うことは数少ない例であって入れなければならないという規制はなかったと思う。」 (神村・1973)

としている。さて、埋納された石器をみた場合、埋納するためだけに製作されたものではなく、

機能していたものを用いている。このことは、埋甕が設けられる以前に道具 として使用され、埋

甕埋設時に使用していたものを埋納したことになる。このようなことよりある種の副葬品的な性

格も仮定し得る。埋納物をもつ埋甕の性格が如何なるものか今後の課題である。

高部遺跡の縄文中期の集落等について述べてきたが、今回は限定された範囲の調査であり集落

形の把握には至らなかったが、ある程度の傾向を看取し得た。まず、中期初頭から中期末葉の集

落立地を比較してみると、調査範囲に限っては、中期初頭の住居址が構築されている位置は中期

末葉のものに比べ、調査区でも扇頂部に近い範囲にある。これが中期中葉以降になると、扇状地

のほぼ中央部にみられる小規模な台地を中ザと、に住居址が構築されている。このような同扇状地内

に於いて時期により住居址の構築される位置が異なるのは、どのような原因によるものであろう

か今後の課題である。また、集落の問題についてだけでなく、住居址内の施設についても石棒と

炉址の関係、埋甕と埋納物との関係等多くの問題が内在していた。これらについても今後の課題

として提示したい。

参 考 文 献

宮坂虎次・他 1978『 よせの台遺跡』 茅野市教育委員会
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「縄文中期にみられる屋内祭万Eの一姿相」『古代文化』 第21巻 第 3・ 4号

「八ヶ岳西南麓の縄文中期集落における共同祭式のありかたとその意義 (上)(下 )」
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第 3節 縄文時代後期の上媛について

イよ じ め に

発見された縄文時代中期末から後期中葉の上獲群の中では、後期初頭の堀ノ内 I式期に属する

と思われるものが比較的多い。これらの上獲は、単純に堀ノ内 I式上器のみを伴う場合と、これ

に中期終末の上器を伴うもの、あるいは称名寺式土器を伴うもの、さらにはこれら二者を合わせ

伴うものの4態が認められ、堀ノ内 I式土器のみを単純に出土する土墳は比較的少ない。一方、

堀ノ内H式上器を出土する土墳は、そのほとんどが堀ノ内 I式上器を伴出している。

これらの発見された土墳は、以下に記すごとくある一定の群としてのまとまりをもっている。

また、この群の中での上渡間には切 り合い関係があまり認められないことや、逆に同地点でのみ

切 り合っているという現象を指摘できる。こうしたあり方と、前記した時間的な問題を考慮する

と、これらの上羨は中期終末から後期中葉にかけて、ある特定な繋がりある社会的背景のもとに、

同時点で継続して営まれたと考えられないであろうか。しかも骨片を出上している土装が22基 も

存在することや、これに特殊な遺物が伴っている例があること等々、これらの上墳は墓として営

まれたものと考えられるのである。

分布のあり方

発見された土墳は調査区から東十貝Jに かけて弧状に展開する様相をみせ、調査区内においては大

きく2つの分布上のまとまりをもっている。 1つは26。 27・ 28列 を中心 とするA群であり、もう

一方は33列以下44列 までに設けられているもののB群である。

A群の上獲は底面規模が比較的小さいものでまとまっている。そしてこれらの上墳はほとんど

がお互いを避け合うように切 り合 うことなく設けられている。

一方、B群の上墳は底面規模の大小にバラツキがあり、重複関係にあるものが夕い。しかしそ

の重複関係にも一定の規則性を看取できる。それは、A群での個々の上墳がそうであったように、

他の上墳を避けて同地′ミで重複し、ある一定のまとまりをつ くっているという現象である。これ

ら同地点で重複する土墳は底面規模が同程度のものであり、平均 して 3基ほど連続して重複して
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いる。また、これらの上娠は出土土器からみても土渡

間にそれほど時間差を感 じさせないから、土獲は比較

的短期間の内に連続して重複し、営まれたことを意味

しているものと思われる。そうした重複を繰 り返した

方向、言い換えれば新たに土墳が設けられて行った方

向にも、また一定の規則性を認めることができる。こ

れらの重複関係 と分布上のあり方からみると、B群は

さらに 1～ 4の 4月 群ヽに分けられそうである。 1つは

A群寄 りの位置に一定のまとまりをもって設けられて

いる第 1グループ。第 2グループは切 り合い関係の主

軸方向を東西方向にとるものを中心としたグループ。

第 3グループは切 り合い関係の主軸方向が略北西から

南東方向にとるものを中ッもとするグループ。第 4グル

ープは切 り合い関係の主軸方向を南北方向にとるもの

を中心とするグループであり、このうち第 2～ 第4グ

ループには共通する事象の存在を想定することができ

ないだろうか。

土娠の分類

発見された土娠は底面規模を基準とした場合、大
。

中・月ヽ と3分類される。このうち量的には中規模のも

のが多い。土墳は平面形も全体的に類似 しており、規

模 も中程度のものが多く、その他の形態面を基準とし

てもそれほど細かな分類は期待されそうもない。そこ

で、これら中規模のものを中心に、なんらかの形で覆

土中に設けられている集石等覆土中の状態、換言すれ

ば埋設のあり方に基準をおき、分類を行 うこととする

(第 1表 )。

I―上面から底部にかけてなんらかの形で集石をも

つもの。

a 覆土中央部や壁際に大きな石積状の集石をも

つもの。

b 覆土中央部や壁際にそれほど大きくない集石

をもつもの。
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c 中央部を取り囲むように壁際に集石をもつもの。

d 底面に集石をもつもの。

e 礫を詰め込んだように覆上のほぼ全体に礫をもつもの。

f 土娠の上面や覆土中に、集石ではなく拳大から人頭大の礫を有するもの。
g 土獲上面や土獲中に厚い扁平礫を有するもの。

H―土墳中に集石をもたないもの。

m―底部に焼土を有するもの。

以上のような大雑把な分類が可能かと思われる。このうちA・ B両群に共通して多いのはIb

類とH類であり、少数ながらもIe・ Ifolg類 も認められる。A群には Ib・ If・ Igが

認められるが、いずれもごく小規模なものであり、B群に認められる同類のものとは基本的部分

で異なるようである。これらはむしろH類 とすべきか、H類により近い性格のものとみてよいの

ではなかろうか。また、 Ia・ Ic・ IdoⅢ類はB群にのみ存在しており、しかも例数の少な

い点が注意される。ただしⅢ類とした第43号土墳は他の上墳とはやや性格の異なるものである可

能性が強い。

ところで出土遺物についてはどうであろうか。

発見された土墳のうち、22基から骨片が出上していることは上に記した。この他の土墳からの

出土遺物は土器片や黒曜石片が一般的であり、こうした遺物は混入とも考えられる。しかしこれ

らの遺物とは異なり、混入とは考えられない遺物もある。例えば、第67号 A土娠の石製品とした

有濤砥石は明らかに副葬した遺物と考えられ、また、副葬を示すような出土状態にあった。この

ように、第67号A土墳は別にしても、一般的な土器片や黒曜石片以外に意図的に扱われたと思わ

れる遺物もある。こうした土装については第 1表を参照されたいが、第24号A土壊の一括土器と

第58号 B土墳の 1点の上製円板以外はすべて石製品であることも注意される。加えて、こうした

遺物を伴う土獲がA群にはみられず、B群に特徴的であることも重要な現象であろう。さらに、

こうした遺物を出土したB群の上媛のうち、石錘を出土した土獲 3例がいずれも第Ⅱ類に限られ

ていることも偶然の現象ではあるまい。また、B群からは土娠外ではあったものの、小型石棒が

出土していることも注意されるべき1点である。

土墳はB群のものがA群のものに比べ規模にバラツキが認められる。また、やや異なった埋設

方法をとるものも存在するが、基本的には同様な埋設方法をとるものの複数が主体 となって構成

されていることが知られる。こうした複数の埋設方法の存在や伴出遺物の異なり方は、基本的に

は性別差によるものであるのか、あるいは一定の年令階梯を示すものであるのか、さらには死亡

の原因に関わるものであるのかその背景が問題となる。 しかしここではそれらの問題に立ち入る

ことはできない。想像をたくましくすれば、分類による例数の少なかったものや副葬されたと考

めま
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えられる遺物を伴出したものは、特異な死亡原因の被葬者と関わっているとも思われる。

以上のようにA・ B2つの群は、基本的に同様な埋設方法をとる土娠の複数の継続的な集合で

あることが理解される。この 2つの群の分布上の異なりは、覆土中に特徴的な集石等を有しない

土媛によって構成されるA群 と、特徴的な集石等を有する土墳のレくによって構成されるB群の

異なりでもある。また、土獲埋設時に意図的に伴わせたと考えられる遺物を有する土獲を夕く含

む群 と、遺物を伴わない土墳の群の異なりでもあった。このようにみて くると、A・ B2つ の群

は、なんらかの 2つの大きな集団の反映 として捉えられないであろうか。 B群ではそうした集団

関係の中においても、ある一定の規則性をもつ重複関係や分布上のあり方から、さらにレベルの

異なる4つの小さな集団関係の存在を推定できるのであり、それらがどのような概念で認識され

る集団であるのかは興味のもたれるところである。

中部山岳地帯の縄文時代中期末葉から後期中葉に及ぶ時代状況の一端は、八ヶ岳西南麓の遺跡

数の激減という歴史的現象によってもある程度推測しえる。高部遺跡の位置する諏訪湖周辺地域

も同様な時代のうねりの中にあった事に変わりない。遺跡数の少なさは、人口数の寡多と関わる

ものであろうから、同時代は相対的に人口減の状況が進行 していたと考えられはしないだろうか。

それは人口の移動によるものとも考えられるが、また一方では環境悪化の進行に伴う生産力の低

下がもたらした死亡数の多さをも示 しているとも思われる。高部遺跡の上娠群はそうした時代状

況を示す集団墓 と考えられないであろうか。この集団墓を営んだ人々がどのような集団であった

かは明らかでないが、こうした厳 しい時代状況におかれていた小さなレベルの集団が複数集まっ

て 1つの集団を構成しており、そうした構造にある大きな集団が、未調査区のあり方も考慮する

と、 2グループ以上存在したものと考えられる。下ノ原遺跡 (宮坂・他1980)や梨久保遺跡 (岡谷

市教育委員会1978)の 上獲群の中にも、高部遺跡の上獲に特徴的な上面や覆土・底面に集石や礫を

有するものが発見されている。各々遺跡の上媛のあり方には違いも認められるけれども、また一

方では上記の点や副葬されたと考えられる遺物を出土している共通した現象も指摘できる。この

ため各々遺跡の上装群は、高部遺跡の上墳群からも窺われ、また想定されるように、中期末葉か

ら後期に及ぶ厳しい時代状況を物語っているものと言えよう。

ところで、こうした土墳群の発見された遺跡は、土損群のみではな く周辺に数基の敷石住居址

を伴っている例が多いようである。このような例からみると、今回の調査では敷石住居上の発見

はなかったものの、土猿群の周辺には敷石住居址が存在している可能性が強い。 したがつて上述

した時代状況を的確に捉えて行 くには、敷石住居址 とそれに伴う土墳群や配石址等からなる遺跡

全体の評価にまつべきであろうが、それにしても高部遺跡の土獲群のあり方は、こうした周辺遺

跡のあり方と共に、同時代の中部山岳地帯の歴史状況を物語っているものと思われるのである。

参 考 文 献

岡谷市教育委員会 1978『梨久保遺跡』 岡谷市教育委員会
宮坂虎次 。他 1980『下ノ原遺跡』 茅野市教育委員会
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第 4節 高部遺跡出上の平安時代後期の土器様相

|よ じど心 に

今回の調査では平安時代後期の竪穴住居l■が比較的多く発見された。なかでもその末葉期とみ

られる住居l■は 9軒あり、出上した土器群 もセット関係等がある程度窺える状態にある。県内で

は同期の資料が比較的少なく、同期の編年観は提示されていても資料的裏付けはかならずしも十

分だとは言えないようにも思われる。そのため、ここでは比較的資料が整っている後期末葉 とみ

られる土器群を中心に後期の上器群の全体を検討 し、これらの上器群の編年的位置等について、

先学の編年観を基礎に据えて私見を述べてみたいと思う。

2 編年観についての研究小史

県内の平安時代土器編年の研究経過については岡田氏に詳しい (岡田1977)。 岡田氏以降のもの

としては、氏の論考も含め、川上氏 ()|1上1978)と 笹沢氏 (笹沢1976)の 編年観が提示されており、

この 3者の編年観は今後の長野県内の平安時代土器編年を確立して行 く上での基礎 となるもので

ある。このため、小論で問題 とする平安時代後期、年代的には11世紀後半以降の各氏の編年観に

ついて検討しておこうと思う。

岡田正彦氏は中南信地方の住唇址出二資料を中心に検討した結果、H世紀後半以降を平安時代

後期とし、後期をⅣ期・ V期 と三分 し、さらにⅣ期を前半 と後半に細区分 した (岡田1977)。 それ

によるとⅣ期は須恵器の供膳形態用土器が皆無となり、それに変わって急増した折戸53号窯期の

灰釉陶器と土師器が供膳形態用上器セットを占有する時期とし、さらに土師器黒色土器の有無に

よってⅣ期を前半 と後半 とに区分している。また、Ⅳ期後半では小形甕 B類 とlTh C類がなくなり、

Ⅳ期後半はV期への前期 として捉えられるとしている。次期のV期は純粋に灰釉陶器 と土師器A

類のみが残存する時期であると同時に、灰釉陶器の周落に伴い中世陶器の源流をなす各地方窯産

の製器が出現する時期でもあるとし、平安時代最後の 1時期として V期 を設定している。 V期の

土器群は土師器・灰釉陶器・山茶碗・山皿・地方窯産の日常雑器・貿易陶磁等々で構成されると

考えられており、灰釉陶器の供膳形態が減少することと、土師器は鍔釜・小形lTN(カ ワラケ)を 中

心に小形のA類の高台lThと 高台皿が主流を占めるが、小形化したものが分いことを指摘している。

こうした土器セットのあり方を灰釉陶器の編年と古銭出土住居址の上器群のあり方から検討し、

Ⅳ期前半を11世紀後半に、Ⅳ期後半をほぼ12世紀前半にあてている。またV期については資料不

足で将来の検討を期すことを前提 とし、一応12世紀後半代を想定されている。

川上元氏は千曲川水系の各種土器相互の展開から、11世紀中葉から12世紀中葉までを第Ⅳ期と

し、それ以降12世紀後葉を第V期 として編年付けた (川上1978)。 それによると第Ⅳ期は須恵器

-178-―



がほぼ完全に消失 し、土器組成は土師器と灰釉陶器のみとなる時期 としている。第V期は土師器

と灰釉陶器で構成されるが灰釉陶器はわずかに伴なう程度となり、そして第V期の後半には土師

器 との共存がまれになり、やがて全 く消減してしまうという。一方土師器の供膳形態は小形化す

るが、この中で足高高台付不・皿が特徴的な存在となるとされた。

笹沢浩氏は十二の后遺跡出土土器群 を分析した結果、11世紀後半以降をⅨ期・ X期の二期区分

で編年づけた (笹沢1976)。 このうちⅨ期は供膳形態に須恵器がみられず、土師器・黒色土器 。灰

釉陶器が主体となり、黒色土器が一層粗雑化するという。また、伴出する灰釉陶器は折戸53号窯

(古 )期のものであり、土師器甕が量的に少なくなるとし、Ⅸ期を11世紀後半代としている。 X期

になると供膳形態では土師器 と灰釉陶器が主流を占め、黒色土器の占める位置が軽 くなるという。

灰釉陶器は折戸53号窯 (新 )期のものであり、その分量な搬入は土師器皿 Bの出現を促すと考えら

れている。また中世のカワラケの祖源と考えられる皿 Aの存在も指摘されている。そしてX期に

は灰釉陶器の編年と共に、同期と並行すると考えられる住居址出上の土器群 と古銭のあり方から

12世紀代の年代をあたえている。

以上、岡田・川上・笹沢 3氏の平安時代後期の編年観をみてきた。それによると3氏の編年観

は、12世紀代を三分して考える岡田・川上両氏と、X期で一括理解する笹沢氏とでは異なる。ま

た土器群を詳細に分析している岡田氏と笹沢氏とでは土器群の捉え方にもやや異なりがあるよう

である。例えば、12世紀前半代に位置する岡田氏のⅣ期後半は黒色土器が存在しなくなるとされ

る時期でもあるが、笹沢氏の場合は黒色土器の占める位置が軽 くなったと表現するとはいえ、そ

の存在も 1つの指標 とされている。 しかしながら同一住居址の出土資料を扱いながらも理解に異

なりがあるとはいえ、一応12世紀代の開始を 1つの編年的目安 とする点については一致している。,

ともか く笹沢氏の編年では12世紀代をX期として I期区分で理解 している。これは岡田氏が V期

とした12世紀中葉から末期までについては、岡田氏自身が言うように確たる資料が乏しく不確定

な要素が大きかったこと、そしてこのことに加えて十二の后遺跡からは岡田氏の見通しを裏付け

るに足る資料が得られなかったことにもよるものと思われ、この時点ではあえて区分することな

く1期で一括理解したものと考えられる。

ところで岡田氏の平安末期の編年についての見通しは、その後岡谷市橋原遺跡の報告を通して

具体化されてきている (岡田1981)。 それによると住居址内火処の施設がカマ ドから地焼炉へ、さ

らに焼上のみという3段階の変遷を遂げるものと想定され、これに 3類型存在するとされるカワ

ラケの変化とそれに伴なう内耳土器のあり方を大きな拠 り所とし、橋原では平安末から中世初頭

を3段階で理解している。これは氏のⅣ期後半・V期 :中世初頭 という編年図式を再度確認した

ものであった。

しかし岡田氏が 3区分の根拠 としたカワラケの捉え方には統一性が欠けている。遺物編でH類

としたカワラケの「薄 く内耳土器を伴出する場合が多い」という内容がまとめの項ではⅢ類の内容

に変わり、H類はⅣ期後半に相当する I類 と中世以降とされるⅢ類の「中間型」 とされている。
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また、この提示された土器の変遷からみる限 りでは第 2段階の V期 と想定されている第18号・52

号住居址からはH類 とされたカワラケの出土はない。したがって橋原遺跡での平安末から中世初

頭にかけての編年把握の主軸は、結局のところ住居址の火処のあり方によっていたことが知られ

るのであり、カワラケの捉え方もそれに合わせた感を受ける。岡田氏が言うように、氏のV期に

ついて「土師器はカワラケとも言うべき小形lThが 多量に出まわることを示唆 したのであるが、そ

の資料を本遺跡で補 うことができた」という総括は、前記したとおり資料的に乏しいこともあり、

氏の先行する理論に資料的な裏付けが不十分なものとなってしまい、今一つ説得性に欠けたとの

感を拭えない。

以上、岡田・川上・笹沢各氏の平安時代後期の編年観をみてきた。このうち岡田・川上両氏は

12世紀代を三分 して理解しようとしている。岡田氏のV期については土器類の資料的裏付けが不

十分であったが、氏の理論そのものはおそらく正確を得ている部分があると思われ、12世紀代 も

氏の見通しの基に細分される可能性が強いものと言える。またこのこととも関係 し、川上氏も第

V期 とした12世紀後葉が、灰釉陶器の動向から細分される可能性のあることを暗に示されている。

それ故、諏訪地方の平安時代末期 と考えられる土器群の編年的位置を問題 とする場合、諏訪地方

の資料を比較的夕く用いて論 じた岡田氏の編年案を基礎 として検討 して行 くことも1つの方法だ

と言えるだろう。以下、12世紀代 と考えられる土器群の相対的な編年関係を、竪穴単位の上器群

のあり方から窺ってみよう。

土器群 の分類

各期の様相をみる前に土器群 を一括して分類することとする。供膳形態用土器群は法量からみ

るとそれぞれセット関係にあることが窺えるため、これを基に分類することとする (第 130図 )。 な

お供膳形態用上器群は高台を付すもの以外はすべてロクロ成形糸切 り底のものである。

皿 A 底部から立ち上がる部分がわずかにくびれ、腰部がやや丸 く張 り、回縁が外反気味に開

くもので、底部は内面イ民1へ厚 くつ くられている。

器高(Cm)
10

△ 皿

o高台皿
□ 高台郭

▲ 郭

● R寇

い 鉢

15                  20

第130図 器種分類図

-180-

25口 径
(Cm)

(鉢



皿 B 底部が張 り出すように厚 く切った皿で口縁が直線的に開くが、中には口縁がややタト反気

味に開 くものもある。口径が比較的大きく10.2cm前後あるもの。

皿 C 口径が7.7cm～ 8.4cm、 器高2.lcm～ 2.7cm、 底径3.OCm～ 4.2cmと 中形の法量をもつもの。

底部は張 り出すように厚 く切っており、口縁が内彎気味に立ち上がって開くもので、中には直線

的に開 くものもある。

皿 D tt Cと 同様な器形であるが、口径が2.Ocm以下と小形なもの。

皿 E 底部が張 り出すように比較的厚 く切 られており、口縁部がわずかに内彎気味に立ち上が

るもので、中には直線的に開くものもある。皿部は平坦で浅 く、器高が低 く、口径に対する底径

比カサヒ較的大きいもの。 口径8.lcm～ 9.Ocm、 器高1.8cm～ 2.Ocm、 底径4.4cm～ 4.7cm。

皿 F 底部が厚 く擬似高台状を呈すもので、皿 Cよ りも器高の高いもの。

皿 G 底部が高台状 となるもの。高台状の底部は皿 B・ C・ Fよ りも高く外側へ強 く張 り出し

ており、 C・ Fよ りも胎土・焼成の良いもの。

皿 H 全体に器肉が厚 く、日縁部が内鸞気味に立ち上がる。内底面は平坦であり、底部は厚い

が張 り出さないもの。

皿 I 底部が比較的薄 く、口縁が内鸞気味に大きく開 く器形のもの。

皿 J 短い口縁が直線的に開 くもので、口径に対する底径比が大きく、器高の低いもの。底部

は薄 く上底状を呈すものもある。

皿 K Jと 同様な器形であるが、」よりも口径が 9 Cm以下と小形のもの。

jTh A 口縁が直線的に開くもので、中には口縁が外反気味に開くものもある。器肉がやや厚く、

底部から立ち上がる部分がわずかにくびれる。器高が3.8Cm～ 4.5Cmと ゃや高く、口径に対する底

径士ヒが/1ヽ さいもの。

jTh B 口縁部が底部から直線的に開く器形で器肉は比較的薄い。口径11.3cm～ 12.3cm、 器高2.8

cm～ 3.8cmと Aに比べ低く、口径に対する底径比はAよ りも大きい。

不 C 口縁部が底部から直線的か内鸞気味に大きく開く器形。口径が12.5cm以上、器高が3.8cm

以上ある大形の不。

lTh D 擬似高台状の小さな底部から口縁が外反気味に大きく開いた器形で、口径が12.5cmと大

きいもの。

lTh F 口縁が内折するもの。底部は小さく皿と同規模で、底部のつくりも皿と同様に厚い。皿

として扱うべきであるかも知れない。

高台皿 A 口径が大きく口縁が大きく開いた皿で、灰釉陶器を模倣したと思われるもの。

高台皿 B tt Cの器形に高台を付したもので器高が4 cm以上と高いもの。

高台皿 C 口縁が直線的かやや外反気味に開くもの。口径は10Cm～ 12cmで、器高が 3 cm以下

のもの。

高台lThA ttBに 比較的高い高台を付したもの。
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高台 17・ B IThCに比較的短い高台のついたもので、灰釉陶器を模倣したと思われるもの。

黒色土器 A IThA・ Bと 同形で、内面が黒色処理されたもの。

黒色土器 B 高台jTh Bと 同形で内面が黒色処理されたもの。

碗  灰釉陶器をあてる。灰釉陶器はほとんどが折戸53号窯期の東濃産であり、碗形が多い。ロ
縁や底部の状藩からみると大小の形態があるが、個休数が少なく資料的制約から細分は行わない

でおく。

白磁皿  日宋貿易によりもたらされた貿易陶磁。

甑  不Aに底部穿了としたもの。

鉢 A 土師器の鉢。

鉢 B 灰釉陶器の鉢。

甕 A 土師器の簑。口縁に最大径をもち、口縁端部が短 く外反し屈曲部内恨1にやや軽い稜をも
つもの。折り返しによるやや肥厚した口縁をもち、端部はわずかに面取りされている。

甕 B 須恵器の甕。

各期の様相

後期第 I期 竪穴住居址は第 3号・ 5号・ 6号の

3軒が相当する。

上器は土師器が主体である。供膳形態では須恵器

が認められず、皿A・ lThA・ BoC・ 高台皿 A・ 高

台lThA・ B・ 黒色土器A・ B・ 碗がある。このうち

量的に分いものはlTh A・ B・ C・ 高台不A・ Bであ

る。皿 Aは 口径が比較的大きく底部のつ くりも内側

へ厚みをもっているのが特徴である。 lT・ Bは比較的

薄手で底部が上底状に糸切 りされたものが認められ

5       1o       15口
倫m)

第131図 後期第 I期の器種構成

る。 またlTh Bの中にもわずかに認められるが、lTh Bと は対象的に不Aが比較的厚手につ くられて

お り、底部をやや厚めで水平に糸切 りするものが認められる点、注意される。特に第40図 1は 口

径力Ⅵ さヽく器高も低 くなっており、皿 B・ Cへ進なる要素が認められ、皿 B・ Cが出現する前段

階に位置していることが理解される。lThAは 八ヶ岳山麓ではjThCと して分類されており(白田1979)、

判の木山東遺跡では土師器lTh類の中では量的に安定した存在 (百瀬1979)の ようであることから、

彼我の時間的関係を窺 うことができる。高台不 Bは第 5号住居址にまとまっている。全体に灰釉

陶器の少ないことと関連 し、器形からみて灰釉陶器を模倣 したものと思われる。同期の八ヶ岳山

麓の諸遺跡と比較した場合の灰釉陶器の出土数は少なく、そのあり方が注意される。第 I期 と第

H期 を区分する指標となる黒色土器は量的に少ないが存在する。第 3号住居址では図示できない

が破片で10数点あり、第 5号住居址でも少数認められる。煮沸形態では甑 と甕Aがある。甕Aは

器高(Cm)
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八ヶ岳山麓で甕 Cと して分類されたもので (臼田1979)、 山梨県にみられる甕 と関連が予測される

(百瀬1979)と 指摘されたものに似ている。八ヶ岳山麓のものに比べればだいぶ雑でくずれた形態

ではあるが、これらの系譜に連なる土器であることを指摘できる。

後期第 H期 竪穴住居址は第 7号・ 8号・16  器高(Cm)

さらに強まり、皿 Cに特徴的となる。こうした底部のあり方は不 Dと した第48図 3に最 も良く現

れてお り、法量は本例よりも大きいが、諏訪市荒神山遺跡第 5号住居址出上の本例と同形態の皿

から、こうした底部は擬似高台的な高台 (岡田1977)と して認識されている。また、皿 。lTh共に底

部糸切 りは水平となり、上底状の底部を有するものがみられなくなる。黒色土器は認められない。

白磁皿は同期の竪穴住居址出土としては他に例を知らない資料である。甕 Bは 「この時期では使

用されていたか否か疑わしい」 (岡田1977)存 在であったが、第 8号住居址からの出土により、第

Ⅱ期 まで存在することが明らかとなった。

後期第Ш期 竪穴住居址は第25号・26号・30号 。35号の 4軒が相当する。

上器は土師器が主体であり、灰釉陶器が少量伴なう。煮沸形態と貯蔵形態は認められず、供膳

形態では皿A・ B・ C・ DoE・ F・   器高(。 m)

号の 3軒が相当する。

土器は土師器が主体であり、第 8号住居址で

は東濃産の灰釉陶器が伴出しているものの量的

には少ない。供膳形態では皿 C・ B・ 不 A・ B・

C・ D・ 高台皿B・ 白磁皿があり、貯蔵形態で

は甕 Bがある。皿はつ くりが厚手になり、皿 B

とCに みられるように比較的口径の大きいもの

と刻ヽ さいものとに分化する傾向をみせる。底部

は糸切 りだが第 I期にみられた底部の立ち上が

り部に くびれをもたせて底部を厚 く切る傾向が

GoI・ lTh C・ F・ 高台皿 C・ 高台

lTh A・ B。 碗・鉢A・ Bがある。皿

は底部 を厚 く切 り、特に皿B・ F・

Gの底部は擬似高台状を呈す。底面

は水平に糸切 りされているが、中に

は底部の糸切 りの出口を中′ふにナデ

を施こしたり削り取ることで水平な

底面 とするものがあり、糸切 り痕の

消えているものがある。こうした技

法は第Ⅲ期の皿を特徴付ける技法で

0        15日 径 (Cm)

第132図 後期第H期の器種構成

10          15

第 133図  後期第Ⅲ期の器種構成
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あるようだ。また、皿 Jは皿 Kと 親縁関係にあると思われるやや新 しい様相をもつものであるが、

口径が大きい点、次期にみられる皿 Kと はやや異なる。高台皿 Cは法量的に皿A・ Bと 競合関係

にあるものもある。皿A・ B・ 高台皿 C共に胎土は良好で丁寧なつ くりであることから、性格的

にも類似するものであることが予測される。これらと同様な内容をもつと考えられる皿 Gが第Ⅲ

期に出現することも関連し、次期では高台部貼付けの省略化による擬似高台の非常な発達へ と変

わって行 くものと思われる。 lThは A・ Bが消えて Cのみとなり、次期に定着する皿 とjTh Cのセッ

ト化の傾向がみられる。JTh Fは 特異な器形であり、他に類例を知らない土器である。

後期第Ⅳ期 竪穴住居址は第23号・31号の 2軒が相当する。このうち第31号住居址は第Ⅲ期の

第25号住居址を切っており、時間的に後出するこ  !
十

とは明らかである。

土器は土師器が主体であり、皿とlThが供膳形態

の中心 となる。灰釉陶器はみられなくなる。また、

平安時代後期を特徴付けるとされた足高高台付 lTh・

皿 ()II上 1978)等 、高台17hや高台皿もみられなくな

る。高台皿は高台部を貼 り付けたものではなく、

皿部 と共に粘土塊から引き出したものへ と変わる

ようである。発見された土器群はすべて供膳形態

であり、皿 C・ FoG・ H・ I・ J・ lTh Cが ある。

皿は口径 8 cm代の皿 Cを 中′と、とした小形のもの一

器高(Cm)

q
△餅
御

5       10       15日 径
(Cm)

第134図 後期第Ⅳ期の器種構成

色となるが、新たに皿 H・ I・ Kが出現し、小形化の中での形態分化の傾向が窺える◎皿H・ I・

Kは量的に少ないものの、口径に対する底径比が大きくなっており、また器高が低い点からも新

しい要素を備えた皿と言えるだろう。第75図 3は法量がやや大きいが皿Gと したものである。第

23号住居址出土のものと接合関係にあるため、両者の時間的関係を推察できる資料でもある。と

ころでこの上器の底部には乾燥時に残されたと考えられる板状圧痕が認められる。板状圧痕は他

の資料には認められないことから、この上器は他地域からの搬入品か、あるいは新しい技法の存

在を示す土器のいずれかであると考えられる。lThは 口径の大きいlTh Cのみである。

各期の編年的位置

以上、出土した平安時代後期の土器群 を4期区分して理解してきた。そこでここでは各期がど

のような編年的位置にあるかを検討 してみよう。なおその場合、第 2節で検討 したように平安時

代後期を細区分している岡田編年を準拠 とし、その大筋の中で各期の編年的位置を検討すること

とする。

第 I期は供膳形態に須恵器が認められず土師器が主体となり、これに灰釉陶器が伴なう。灰釉

陶器は折戸53号窯期のものであり、灰釉陶器を模倣 した高台不もつ くられている。この灰釉陶器
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を模倣 したと考えられる高台lThも 含め、内面を黒色処理 した黒色土器が量的には少ないけれども

存在することから、第 I期は岡田編年のⅣ期前半に相当する。

第H期は黒色土器が認められなくなる段階である。また、器肉の厚い小形の皿が現われ、皿の

底部を意識的に厚 く切るようになる。 ところでこれらの皿類と共伴した第 8号住居址出土の白磁

皿は北宋代のものとみられ、年代的には11世紀末葉が想定される。伴出した土器類には岡田氏が

古銭出土住居址の上器群を目安に設定した12世紀前半代の第Ⅳ期後半 とした土器群が認められる。

それ故に両者の相対的関係からみて、自磁皿は12世紀前半まで下げて考えてもさしつかえないと

思われる。このことからも第H期は岡田氏編年の第Ⅳ期後半に相当するであろう。

第Ⅲ期は皿類に特徴的である。皿類は第 I期以来の口径が10cm大 と比較的大きいものと、 8 cm

代を中ノSに した小形のものとが共存する。底部は第H期の皿に現われた底部を厚 く切 り離す方法

がさらに肥大化し、糸のを卜け口を再度下げて切 り離す等し、擬似高台状の底部 をもつようになる。

また、第135図 に示すように底部を水平にするため糸切 りの出口を削る場合や、ナデを施して糸切

韓
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鐵
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第135図  後期第Ⅳ期皿類底部

り痕を消す技法が認められる。これらの上器群を出土した第25号住居址は埋没後に第31号住層址

によって切られていることからも、第Ⅲ期 とした土器群は第Ⅳ期の上器群 よりも古期の内容をも

つ ものと言えるだろう。第Ⅲ期は岡田氏編年の第 V期に相当する。

第Ⅳ期は灰釉陶器がみられなくなる時期である。皿類は小形化の傾向が著しいと共に底径が大

きくなる。底部も第Ⅲ期のものほど厚 く切 り離すものは少なくなり、また薄い底部のものが現わ

れ始める。また皿 Gと した第75図 3の底部には板状圧痕が認められた (第 136図 )。

関東地方の中世土師質土器皿に認められる技法痕を検討した大江正行

氏によると (大江1980)、 この板状圧痕は九州から東北地方に至るまで広

域に分布 しており、関東地方の場合もかなり広域に存在すると考えられ

ている。そして関東地方の場合は神奈川県鎌倉市光明寺裏遺跡の報告で

III類 とされた土師質土器皿 (斎木1980)ま で、年代的には12世紀から13世
0            5Cm

紀初期頃 (斎木1980)ま では現在のところ認められておらず、この技法は  第136図 板状圧痕

「平安時代末期の土師質土器 との関連性が薄 く、少なからず中世土師質土器皿の特徴を示す」もの

であると考えられている (大江1980)。

翻つて本遺跡から5 kmほ ど東に位置する市内の御社宮司遺跡 (小林
。他1982)出 上の14世紀以降

とされる中世土師器皿にも板状圧痕が認められる。このことから、関東地方同様に板状圧痕は諏
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訪地方においても中世土師質土器皿の特徴を示す技法であると言えよう。 したがって第75図 3も

同地域の中世土師器皿にみられるように中世的土師質土器生産技法によってつ くられたものと見

故せるだろう。しかし伴出土器群は型式的・様式的変遷の前後関係からみて平安時代後期の様相

をもつものである。本例はこれら伴出した土器群より新 しい様相をもつものであるから、両者の

伴出関係を評価 し、第Ⅳ期は平安時代最終末に位置付けるのが妥当であろう。

ところで、第Ⅳ期の上器群 と様式的に類似する土器群が山梨県下に知られている(坂本・他1983)。

特に本稿で皿 Gと した擬似高台をもつものは「台付皿」。「台付 lTh」 と表現されており、これらの

上器群には甲斐地域 V期 として12世紀前半 (11世紀末～12世紀はじめ)の年代があたえられている。

この年代観は灰釉陶器が伴出しないことと古常滑製品が伴出しないことから、灰釉陶器の終 りか

ら古常滑の生産の開始 と供給の中間に位置するという考えに導かれたものである。本遺跡の場合

も灰釉陶器がみられなくなり、また古常滑の製品が伴わない点では同様な内容をもち、また12世

紀代の上器群 としての理解でも一致 している。しかし第 I期から第Ⅲ期の編年的関係と板状圧痕

を有する土器の存在、それに第Ⅲ期 とした第25号住居址の埋没後に第Ⅳ期の第31号住居址が新た

に切った形で設けられていることから、実年代を想定できる資料はないけれど、ここでは前述し

たとおリー応12世紀末葉に編年的位置を求めておこうと思う。したがって第Ⅳ期は第Ⅲ期同様岡

田編年の第V期に相当することとなる。

擬似高台皿について

岡田正彦氏は氏の編年論を展開する際、第Ⅳ期後半に置いた諏訪市荒神山遺跡第 5号住居址出

上の高台皿の 1つについて、「高台は擬似高台的に一虐、に水引き成形し底部糸切 りをした」と説明

し (岡田1977)、 擬似高台なる用語が初めて登場した。この時フ点では擬似高台的という用語の内容

については細か く説明されていないが、「カワラケに高台を付した」高台皿 とは区別して説明され

ており、こうした高台皿とは内容の異なることを暗に考えておられたようである。また、この擬

似高台的な高台皿と共伴した「カワラケとして扱った」皿についても擬似高台的な高台皿と「同

様の性格を有し、場合によっては32(擬似高台的な高台皿一筆者)と もども蓋の役割をしたものかも

知れない」 と推祭している。この擬似高台的な高台皿と「同様の性格を有すJと 考えられた皿は、

器形の説明がなされていないところからみれば、どうやら擬似高台的な高台状の底部を有してい

るところから推考されたものと思われる。 したがってこの時点での岡田氏は、こうした擬似高台

的な底部を有する皿類が、一括 して他の皿類 とは区別されるべき内容をもつものと理解されたも

のと推察されるのである。

このように、この時点では具体的な説明はなされなかったが、これらの皿類については岡田氏

編年の続編ともなる岡谷市橋原遺跡の報告の中で小形高台lTh形土器 として具体的にお、れられた

(岡田1982)。 それによると、その「高台部分は底部器肉を厚 くしただけのもので、底部外面内側を

削 り高台したり、貼高台していないのが特徴」であり、「底部器肉を 1～ 2 cm厚 くし、高台を簡
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略化したものである」 と定義された。そして「目下のところこの種の出土例はなく、この時期の

みのものか、あるいはこの遺跡特有のものか、類例をまって今後検討しなければなるまいJと研

究の方向を示し、結ばれている①

ただ橋原の報告の中で岡田氏は小形高台lTh形土器として説明した土器群 を法量等からかなり限

定してカワラケと区別しているため、小形高台lTh形土器として説明された土器を1977年 編年のカ

ワラケ (皿 )等の擬似高台と同義に解釈 してよいのか、あるいはまったく別個の存在として理解し

たらよいのか躊躇する。 しかし氏の V期について、「土師器はカワラケとも言うべき小形lThが分量

に出まわることを示唆 したのであるが、その資料を本遺跡で補 うことができたJと いう橋原の総

括から窺えば、小形高台lTh形土器 も擬似高台皿に拡大解釈してもよさそうにも思われる。氏の意

に沿っていないことを恐れるが、ここでは取 り敢えず小形高台lThも擬似高台皿として扱い、これ

らの皿類の系譜等を探ってみようと思う。

岡田氏が説明するような底部をもつものは皿 B・ C・ E・ F・ Gと lTA Dに みられ、殊に皿 F・

Gに特徴的である。底部の状態は、底部がほぼ直線をなして立ち上がる皿 BoC・ E・ lTh Dやわ

ずかに外側へ張る皿 F、 それにかなり強 く外側へ張 り出す皿 Gと がある。

このように底部を意識的に厚 く切 り離す方法は第 I期の皿Aや、底部から立ち上がる部分にく

びれをもつようになるlTh Aに 初源をたどれ、第H期に至ってこうした傾向が強 く現れ始める。な

かでも第Ⅲ・Ⅳ期は特徴的である。 ところで第Ⅲ期の高台皿 Cと 皿 Bは 法量的に競合する関係に

あり、また皿 Gと も同様な関係をとるものと予測されることから、第Ⅲ期にセット内で両者の交

誉が行われているものと考えられる。このことは両者の製作枝法上の異なりにも現れており、足

高高台lThが第Ⅲ期にまで認められ、第Ⅳ期には認められなくなる足高高台lThに窺われる動向 (川

上1978)と もまったく無縁ではないように思われる。

こうした擬似高台的な底部をもつ皿類は現在のところ諏訪盆地を中′と、に発見されている。諏訪

盆地以外で管見に触れた例は諏訪郡富士見町手洗沢遺跡第 1号住居址 (細川1974)、 長野市大室村

北遺跡 (森島1978)山 梨県東新居遺跡第 2号住居址 (坂本・他1983)、 同勝沼バイパス338地点第 1号

住居址 (坂本 。他1983)、 同319地点第 4号住居址 (坂本・他1983)、 同274地点第 3号住居址 (坂本。他

1983)、 東京都東久留米市新山遺跡第53号土羨 (井口・山崎1981)例 であり、この他孫引きになるが、

神奈川県横浜市藪根不動原遺跡第21号住居址からも1点出土しているようである (河野1983)。 こ

のうち量的には山梨県例が安定した存在である。坂本氏等はこれらの土器群を「台付皿」。「台付

不」として高台付のものとは区別して理解しており、年代的には12世紀前半を想定している。ま

た、服部敬史氏は新山遺跡第53号土渡出上の皿をやはり12世紀前半代に想定している(服部1982)。

森島稔氏は村北遺跡出土土器群 を12世紀初頭から終末期にかけてのものと位置づけている。なか

でも、ここで問題 としている擬似高台皿を「木器の写しと把握 してよいもので、とりわけ 8(こ

こで擬似高台皿として扱っている土器一筆者)は特異なものである。」 と注目すべき祝点を示してお

られる。
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ところで、本遺跡出上の擬似高台皿 。lThは ほぼ12世紀全期間を通して認められる存在であり、

なかでも12世紀後半期に特徴的な存在になるものと言える。前節でも検討 してきたように、擬似

高台皿そのものは単一時期のものではなく、型式的変遷を迩げているものと考えられるため、そ

の特殊な分布域のあり方と共に、その編年についてもさらに深められて行 くべき問題を含んでい

るものと言えよう。小稿はそのための問題提起にすぎない。

以上第 I期から第Ⅳ期の様相 と編年的位置を中心に検討してきた。それによると高部遺跡出土

の平安時代後期の上器群は、岡田氏編年の第Ⅳ期からV期にかけて編年されるものであることが

理解された。ただそうしたなかにおいて、岡田氏がV期 として設定した平安時代最終段階につい

ては、高部遺跡の上器群をみる限 りでは、遺構の切 り合いを考慮した上からもV期 をさらに三分

して理解するのが無理がないように思われる。 しかし実年代を想定し得る資料が伴出していない

ため、ここでは第Ⅲ期と第Ⅳ期については年代関係を明らかにし得ず、相対的関係 を認め得る

のみである。また灰釉陶器の伴出や灰釉陶器以降の中世陶器が伴出していない事実もあり、本遺

跡での試案も含め、平安時代最終末の編年にはまだ不明な問題 とすべき内容が多い。筆者浅学の

故、また時間的にも制約があり十分論を展開できなかった。改めて稿を起こす所存である。

(鵜飼幸雄 )

註

(1)小形高台lThが出土したとされる住居址の編年的位置付けからみて、岡田氏編年のⅣ期後半'V期・

中世初頭にあたると考えられる。
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井口直司

臼田武正

大江正行

岡田正彦

岡田正彦

参 考 文 献

山崎 丈 1981「土墳とその遺物J『新山』 東久留米市教育委員会

1979「遺物の分類 平安時代後期の上器」『長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告

書―茅野・原村その 2-』 長野県教育委員会

1980「群馬県と周辺地域の中世土師質土器皿J『群馬県考古通信』 第 7号

1977「平安時代土師器等の編年試論」『信濃』 第29巻第 9号

1981「平安時代以降の遺物」「橋原遺跡における古代以降の様相」『橋原』 岡谷市教育委

員会

川上 元 1978「土師系什器の展開と終イ;J『 中部高地の考古学』 長野県考古学会

河野喜映 1983「奈良・平安時代の鶴見川流域」『神奈川考古』 第14号

小林秀夫・他 1982『長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書―茅野市その 5-』 長野県教育

委員会

斎木秀雄 1980「かわらけ」『光明寺裏遺跡』 東京都北区教育委員会

坂本美夫・他 1983「 甲斐地域」『卒申奈川考古』 第14号

―-189-



笹沢 浩

服部敬史

細川光貞

百瀬長秀

森嶋 稔

1976「奈良・平安時代土器の器種分類」「奈良・平安時代の上器について」『長野県中央道

埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書―諏訪市その 4-』 長野県教育委員会

1982「南武蔵における古代末期の土器様相」『東京考古』 1

1974「手洗沢遺跡」『長野県中央道埋歳文化財包蔵地発掘調査報告書―諏訪郡富士見町そ

の 1-』 長野県教育委員会

1974「判の木山西遺跡 平安時代の遺構と遺物」『長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調

査報告書―茅野 。原村その 2-』 長野県教育委員会

1978「第 5様式期の生活遺跡」『更級埴科地方誌第 2巻』

第 5節 高部遺跡の古代の様相

は じめ に

高部遺跡は守屋山山麓の扇状台地に立地 し、高部古墳群が造営された場所としても知られ、ま

た古墳以外に周辺の畑地一帯から遺物が採集されることで早 くから注目されていた。殊に諏訪大

社とゆかりの深い場所でもあり、また古代東山道の杖突峠直下の遺跡でもあることから、特に諏

訪の古代史を解明して行 く上に重要な遺跡だと考えられてきた。今回の調査は高部遺跡に対する

本格的発掘調査の「高矢となったため、重要な遺跡であるだけに分くの成果が期待されていた。調

査は遺跡の一部にトレンチを入れた格好であり、かならずしも遺跡の全体イ象を把握するまでには

至 っていないが、以下に発見された遺構 。遺物から高部遺跡の性格等について若子のまとめをし、

後日の研究に資したいと思う。

2 各期の様相

発見された古墳時代以降の竪穴住居址は26軒である。このうち出土遺物のあり方や遺構の切 り

合い関係からおおよその年代把握が可能な21軒 を中心に集落構成のあり方を推察しておこう。

I期  第 2号 。11号住居址が相当する。土師器有稜 lTh・ 鉢・須恵器蓋 lTh・ 土師器甕がある。土

師器不は内面黒色手法をとる稜の弱いものであり、第11号住居址出上のものは内外面を紅彩して

いる。住居址の構造は第 2号住居址からみて壁中央部にカマ ドをもつものである。住層址は第 I

区から発見されたのみであるが、遺物は第H区からも散発的に出上している。このため同期の住

居址はかなり広範囲に分布 していることが予測される。

ところで、遺跡内やその周辺に分布する古墳についてはその年代の詳細は明らかでない。しか

し諏訪地方の古墳のあり方からみて、おそらくI期 と同時代の古墳が存在することは疑いないで

あろう。集落のあり方が明らかでない現在、集落と古墳の位置関係については多くを語れないが、

限られた地形内での遺跡と古墳のあり方からみて、古墳は集落のごく近い位置に近接 して造営さ
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れたものと予測され、両者の関係のあり方は今後の調査・研究に待つ大きな課題であると言えよ

う。その場合土娠墓として扱った第28号土獲についても、今後の調査の成果と共に再評価される

内容をもつものであると言える。

H期 第10号・27号住居址が相当する。土師器lTh・ 須恵器JTA・ 高台lTh。 蓋・灰釉陶器蓋・須恵

器鉢・重があり、供膳形態では須恵器が主体である。灰釉陶器は少量認められ、第10号住居址か

らは折戸10号窯期の蓋が出土している。住唇址は北壁中央部に粘土カマ ドをもつ規模の大きな住

居址であり、共に拡張建て替えといった注意すべき事象を有している。住層址は I区 。H区共に

発見されていることから、H期の住居址はかなり広範囲に分布していることが予想される。

Ⅲ期  第4号 。9号 。14号・29号 。34号住居址が相当する。土師器lTA・ 須恵器lTA・ 高台lTh・ 須

恵器蓋・灰釉陶器蓋・土師器小形簑・甕がある。供膳形態では須恵器が減少し、土師器との比率

がほぼ半々となる。また煮沸形態ではロクロ成形による小形甕と共に武蔵型の甕がみられる。住

居址は壁中央から若千左右寄りの位置にカマ ドをもつものであり、建て替えはH期 と同様な方法

で行う第4号・18号住居址と、部分的に建て替えたとみられる第 9号住居址、建て替えを行って

いない第14号 。29号住居址とがあり、その異なり方が注意される。殊に第4号住唇址は旧住居址

床下から折戸10号窯期の灰釉陶器蓋を出上しており、住居の構築がH期までさかのぼるものであ

る。また、第4号住居址は今回の調査で唯一塁書土器を出土した住居址である。住唇址は掘り方

も深 く規模も大きな立派なつくりのものであり、石製模造品の出土と共に特異な存在の住居址と

言えよう。住居址は I区・H区共に発見されていることから、Ⅲ期の住居址もかなり広範囲に分

布していることが予測される。

Ⅳ期  第3号・ 5号・ 6号住E址が相当する。土師器皿・lTh・ 高台lTh・ 高台皿・甕 。灰釉陶器

碗がある。供膳形態は土師器が主体であり、須恵器はみられず灰釉陶器が少量伴なう。伴出する

灰釉陶器は折戸53号窯期のものである。住居址はH期・Ⅲ期に比べると全体に規模が小さくなっ

ており、この傾向はⅦ期まで続く。カマ ドは石組カマ ドで壁の隅に位置するものと中央部に位置

するものとがある。第 3号住居址は立派な石組カマ ドをもつ住居址であり、性格不明の金銅製品

が刀子と共に出上しており注意される。住居址は I区でも比較的高位の位置にまとまって分布し

ており、同位置で建て替えをしているものがあるが住居の拡張は認められない。

V期 第 7号・8号 。16号住居址が相当する。土師器皿・高台皿・lTA・ 白磁皿・須恵器甕・灰

釉陶器がある。供膳形態は土師器が主体であり、黒色土器はみられない。灰釉陶器は折戸53号窯

期のものが少量伴なう。また第8号住居址出上の白磁皿は特筆される。カマ ドは石組粘土カマ ド

で、壁の左右寄りの位置と隅に設けられるものとがある。特に第 8号住居址のカマ ドは実に立派

なつくりのものである。住居址は部分的に建て替えをしたものは認められるが拡張したものは認

められない。住居址は I区にのみ発見されており、Ⅳ期以来住唇址の分布に片寄 りが認められる。

Ⅵ期 第25号・26号 。30号・35号住居址が相当する。土師器皿・jTA・ 高台皿・高台lTh・ 灰釉陶

器碗・土師器鉢・灰釉陶器鉢がある。供膳形態は土師器が主体となり、折戸53号窯期の灰釉陶器
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が少量伴なう。住居址に拡張や建て替えは認められない。住居址は I区には認められず、遺跡内

でも下方のH区にのみ発見されている。 I区からはⅦ期の遺物が発見されていないことから、12

世紀後半には入ると集落は比較的下方の位置を中心に展開したものと思われる。中でも第35号住

居址は他の住居址とはやや離れた微高地に位置している。住居址の規模も小形化している中では

大番く、また皿・17h類の出土が非常に多い。皿・不類の中にはやや特異な器形のものもあり、 1

点ではあるが鉄津も出土している。さらに住居址の構造も他のものとは異なるようであり、他の

住居址とは性格を異にする住居址としてそのあり方が注目される。
23

Ⅶ期  第折号・31号住居址が相当する。土師器皿・lThがあり、灰釉陶器はみられない。住唇址

には石組カマ ドをもつものがあり、拡張や建て替えは行われていない。 H区にのみ発見されてお

り、Ⅵ期以来の住居分布域が継承されているようである。

以上各期のあり方をごく大雑把に概観してきた。それによると古墳時代 と平安時代前期には住

居址は遺跡のほぼ全体に広 く分布 しているようである。平安時代中期のあり方については明らか

でないが、11世紀後半から12世紀前半頃には遺跡の比較的上部を中心に展開するようである。と

ころが平安時代末期の12世紀後半頃には一転して遺跡の下方に分布の中ッいが変わるようであり、

これは注目すべき現象として指摘できる。

住唇上の規模と主軸について

住居l■は部分的調査のものが分いため、ここでは住居址の主軸方向や規模等についてすべてを

具体的に提示することができない。 しかし平安時代の住居址の規模についてはⅣ期のH世紀後半

以降小形化する傾向を認めることができる。またH期・Ⅲ期に認め られた住居の拡張がⅣ期以降

は行われなくなり、その社会的背景が問題となるところである。

住居址の主軸方向についても不明な部分が多い。しかし主軸
。長軸を不間とした場合の住居址

の方向は、第23号住居址を除きすべての住居址がなんらかの形で北東方向に向いている。これは

北東方向に傾斜する地形のあり方とも関係しているとも思われるが、はたしてそうした地形的、

気象的関係のみを反映した結果であるのかは疑間の残るところである。

4 灰釉陶器について

灰釉陶器はH期からⅥ期まで認められた。各期 とも量的には少ない存在である。 H期・Ⅲ期は

蓋がみられ、これらは折戸10号窯期の猿投産の製品である。Ⅳ期以降は折戸53号窯期のものとな

り、碗・皿・段皿・輪花皿
。長頸壺がみられ、碗が量的に分い。産地はほとんどが東濃であり、

この傾向は諏訪市十二の后遺跡 (笹沢1976)と 同様である。 しかし十二の后遺跡第X期 と比較した

場合、供膳形態に占める灰釉陶器の量的割合いは大幅に下まわるものと予測される。

＞
⊂ま め
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高部遺跡は古代の諏訪を解明して行 く上に重要な遺跡だと考えられてきた。今回の調査により、

そうした従来からの想定の正しさを裏付ける多くの事実を得ることができたばかりでなく、かな

り具体的に古代の高部遺跡のあり方を窺 うことができた。そこでここでは古代の高部遺跡とその

周辺についておゝれ、簡単なまとめとしたい。

古代律令制下の諏訪郡には 7つの郷が建置されており、このうち現在の諏訪地方には 4つの郷

があったと考えられている (伊藤1953)。 その中の 1郷である神戸の郷は諏訪神社の神領であり、

現在の茅野周辺から諏訪市の田辺・真志野にかけて、さらに岡谷市の鮎沢・駒沢辺に至る所謂西

山一帯にその所在があてられている (伊藤1953)。 このうち上社周辺地は平安時代中頃には武居庄

へ変質して行 くものと考えられており (伊藤1963)、 高部遺跡は丁度この神戸の郷
。武居庄内に位

置している。

高部遺跡はこの神戸の郷内に所在する遺跡としては諏訪市有賀の十二の后造跡と並ぶ最 も規模

の大きな遺跡であろう。遺跡は諏訪大社上社前宮と本宮の中間に位置しており、殊に諏訪信仰の

発祥地 として、また後の中世には諏訪大祝の屠館 ともなった前宮に隣接する位置にある。また、

古代東山道の杖突峠直下の遺跡でもあることから、高部遺跡は神戸の郷内でも相当重要な位置に

ある集落であったことが予測される。一方、十二の后遺跡は前宮
。本宮からは比較的離れた位置

に所在するものの、やはり古代東山道の有賀峠沿いという、諏訪では重要な位置に占処する集落

遺跡である。この十二の后遺跡と一体の遺跡と考えられる千賀頭社遺跡からは円面硯が出上して

おり、このことを主要な根拠 とすれば、同じ神戸の郷内に所在する主要な遺跡ではあつても、そ

の性格については同等にみなし得ないものがある。また、十二の后遺跡からは石鈴帯と、やや時

代はさかのぼるが子持勾玉 も出上していることも注祝する必要があるだろう。

ところで諏訪大社上社の勢力は鎌倉時代に入るとヲF常 な高まりをみせる。こうした下地は既に

平安時代により強 く形成されていたものと考えられ、平安時代前期頃に上社が正一位の階位を受

けた (宮坂1980)こ とにも、その経済力や勢力の高まりを窺 うことができよう。また平安時代後期

に至っては、在地領主である大祝による荘園開発はさらに大きく経済力を進展させたものと考え

られる。このことは、平安時代の後半に入ると入ヶ岳山捷に集落が急増して展開することとも関

連 していよう。前九年・後三年の両役に大祝為仲が従軍したことは、荘園の開発過程での経済力

の高まりに関わる動向を物語っているものと言えるだろう(松永1973)。

しかし12世紀代には入ると八ヶ岳山俺には集落があまり営 まれなくなるようであり、こうした

状況は中世まで続 くものとみられる。またこうした追跡の減少等の状況は湖盆地域でも認められ

る。これは住居様式の異なりや、あるいは同時代の集落が現在の集落 と重複している結果による

ものであろうか。 しかし前九年・後二年の役以降、保元・平治の乱に諏訪武士が活躍したことに

も窺われるように、上社の勢力が中世に向って高まって行 く中で、こうした状況を支えた地元の

12世紀後半代の集落はあまりにも少ないと言える。今回の高部遺跡の調査では、平安時代末期と

考えられる住唇址 も数基発見されたものの、残念ながら集落 としては捉えられなかった。しかし
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以後の調査のあり方次第によっては|、 苦代木から中世初頭の集落を把握することも可能であ ,、

実体が明ら|かでない1式居庄内の1集落のあり方が明ら|かにされる可能性は強し、 今後の調査に期

待され―る所以である。                           (鵜 飼幸雄)     
イ

参考文献

伊藤富雄 1953「上代史」 F,II岸村真J

伊藤富雄 1963「上代の下諏訪コ『下諏訪町誌j

笹沢 浩 1976「奈良・平安時代の主器について」『―長野県中央道埋蔵文化財色蔵他発掘調査報告書

―諏訪市その4-』 長―野県教育委員会

松永満夫 1978 F星場遺班に.住んだ人 J々 F山麓考吉五 第10号

宮坂光昭 1980「形態と発生」 噺訪大―為 信濃毎日新聞社

-194-



第Ⅵ章 結

今回の高部遺跡の発掘調査により発見された遺構は、縄文時代中期住居址10基、屋外埋甕 2、

縄文後期の上獲、古墳時代から平安時代末期までの住居址26基等で、これらの成果については前

章の考察において詳細に検討記述されているところである。また、遺物についてみると、僅か 2

片ではあるが粘円押型文が検出されて、早期中葉にはこの台地が生活の場 として利用されていた

ことが裏付けられた。前期に入り少量ではあるが各型式の土器が出土し、中期・後期を通じて人

々が定着 し集落が営まれた。遺跡は、急峻な西山山系の主峯守屋山直下の、山脚にはさまれた下

馬沢川の形成した扇状台地に立地し、日照時間も短 く勾配 も急で、八ヶ岳山麓台地の遺跡に比し

て必らずしも環境に恵まれているとは云えない。諏訪市における中央道用地内遺跡には、荒神山

遺跡をはじめとして、同様地形のいくつかの前期
。中期の規模の大きい遺跡が発見されて諏訪に

おける従来の遺跡立地観が改められた。部分的の発掘の結果ではあるが、当遺跡もまたそれらと

同性格の追跡 ということができよう。

弥生時代については、予想に反して土器片が 1片検出されたのみである。発掘区は宮川の沖積

地から一段上った台地上にあり、その比高差は約50mあ るから、仮 りに弥生時代の集落が営まれ

たものとすれば、台地裾の沖積地畔に立地したものであろうか。ちなみに、大正13年の神長官裏

古墳の調査の際に、石室内の堆土中から弥生式土器が検出されている。 (諏訪え第一巻 )

遺跡一帯にはかつて 6基の古墳 (乞食塚・神袋塚・疱湾神塚・神長官裏・塚屋・風無塚)があ

り高部古墳群 として知られている。これらのうち現存するものは 3基で、塚屋古墳は発掘区の上

方に、神長官裏古墳は下段に、そして疱倉神塚は西十員廿下の武居城寄 りに位置し、他の古墳を含め

てすべて遺跡扇状台地の縁辺に分布する。これらと今回発掘された住居址 との関係については必

ずしも明確にされ得ないが、諏訪史第 1巻に「高部神長官裏から疱盾神古墳に桂卜った丘陵腹には

相当に広範囲に亘って祝部土器片が多量に散布する」 と記述 されて集落の埋蔵が示唆されている

が、今回の調査によりこれが裏付けられた。現在神長官守矢家の邸がこの地にあり、かつて権祝
・

擬祝 も居を構えたといわれ、諏訪大社との関わりが極めて密接で、諏訪の古代史究明の上に重要

な意義をもつ遺跡であることが改めて実証された。今後の学術的な発掘調査や、その保存活用に

は充分な配慮がなされなければならない。

4月 21日 に開始された今回の発掘は、当初 5月 一杯には終了する予定であったが、遺跡の現況

が殆んど古い桑株の畑で、遺構上の堆積土層が深 くかつ礫石 を介在 し、加えて勾配のある道路敷

であるため作業は極めて難渋した。また全面に遺構が重複し切 り合い、人手不足 と相まって予定

をはるかにオータヾ―して 7月 末に漸 く現場の作業を終了することができた。この間、担当課であ

五
円
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る清掃課・清香苑建設の行政事務組合、そして工事を担当した五味建設の五味国雄氏の文化財行

政に対するご理解とご協力に対し、あらためてお礼申し上げる次第である。そしてまた炎暑をお

して発掘作業に従事していただいた調査員・作業員の皆様に心から感謝申し上げる。

発掘に引き続き尖石考古館において遺物整理が行われ、矢嶋恵美子・関喜子両氏のご協力をい

ただき、土器の復元については宮坂篤夫・柳平嘉彦氏の手をわずらわせた。報告書の作製につい

ては鵜飼幸雄 ;守矢昌文氏が専らこれに当ったが、尖石考古館職員の異動等もあリー時中断して、

刊行の延引したことをお詫びする次第である。

現在茅野市史の刊行事業が進行中であるが、この報告書が茅野市の古代史の空間を埋める重要

な資料となり得たことは望外の成果であった。そして高部遺跡の今後の調査や遺跡保護に生かさ

れることを心から希うものである。                       (宮 坂虎次)
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1 第35号住居址

2 第36号住居址
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1 第 3・ 1・ 2号土装 2 第 5号土渡

4 第13・ 15。 7・ 11・ 23。 18号土羨

6  傷毎36 。24 ・27手}三ヒち驚

8 第35・ 87・ 34A・ B号土羨

3 第 6号土壌

5 第21号土壌

7 第25・ 26号 土羨



図
版
第
二
十
四

1  傷何43・ 42・ 44・ 45。 46手子ニヒウ震

3 第50号土羨

6 第61・ 63号土療

2 第41C・ A・ B号上壌

4 第51・ 52A・ B号土羨

5 第62・ 56号土渡

7  第66。 67・ 68・ 71手子ELウ震 8  第72・ 69号ニヒ壌
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1 第 1号住居址 埋甕炉 2 第22号住居址 石壇と石棒

3 第24号住居址 炉址 4 第32号住居址 埋甕炉

第36号住居址 埋甕 6 第 1号屋外埋甕

7 第 2号屋外埋甕 8 第67A号土鍍 石製品出土状態
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1 第 2号住居址 カマ ド 2 第 3号住居址 カマ ド

3 第 5号住居址 カマ ドと周辺の遺物 4 第 8号住居址 カマ ド

5 第8号住居址 カマド左脇ピット内の追物 6 第23号住居址 カマ ド

7 第25号住居址 床面の石組 8 第28号土残 遺物出土状態
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